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1．はじめに

経済活動の急速なグローバリゼーションの進展とともに、国家間で移動する知識の量は、物

の移動に比べて近年急速に拡大しており、経済資源活動は知識貿易化しようとしている。今後、

さらなる知識の価値の権利化が予想されることから、知識の価値を権利化し、さらに強化してい

くことが、各国政府の重要政策課題となっているところである。

このような背景の中、知識移転の中核である「技術貿易」についての状況を把握することが、

政策や企業戦略を決定する上での判断材料として、また、国の国際競争力を占う上での先行

指標として求められている。

今回の調査は、技術貿易の実態を把握するため、平成10年度に締結された新規の技術輸

出契約について、民間企業に対してアンケート調査を実施し、輸出件数・契約形態・対価の受

取方法等について多面的な分析を行ったものである。

また、当研究所では、技術貿易のうち技術輸入の動向についても毎年分析を行い、「外国技

術導入の動向分析」として発表しており、本報告書と併せ、これらが我が国の技術貿易の実態

を多面的に分析した資料として、技術貿易に関係する方々に役立つことが有れば幸いである。
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2．全体概要

2．1．調査概要

（1）調査内容

本調査は、技術輸出の実態を把握し、我が国の技術貿易の特徴を明らかにすることを目

的とし、平成10年度1年間に締結された「新規の技術輸出契約」の輸出件数・契約形態・

対価の受取方法等について多面的な分析を行ったものである。

本調査における「技術輸出」の定義は工業所有権（特許・実用新案・意匠・商標）及びノ

ウハウ（ソフトウェアを含む）に関する権利の譲渡、使用権の設定や技術指導を行った場合

をさすものとした。

なお、今回の調査結果を考察するにあたっては以下の点に留意する必要がある。

（i）調査票を対象企業に送付して、回答を得たものについて集計・分析を行ったもので

あり、実際に行われている技術輸出の全数を把握しているものではないこと。

（の平成8年度までは調査対象を資本金10億円以上で、研究開発活動を実施している

企業及び技術貿易に関係のある企業に限定していたのに対し、平成9年度からは、資本

金10億円以上のすべての製造業を対象とするなど、調査企業を大幅に増やしていること。

（平成8年度：1，590社、平成9年度：3，206社、平成10年度：3，205社）

（2）調査方法

調査概要は以下のとおりである。

◇調査対象企業：

資本金10億円以上の製造業すべてと技術貿易に関連がある企業（3，205社）

◇調査方法：

郵送によるアンケート調査（質問内容については資料表3－1参照）

◇調査期間：

平成12年1月6日から平成12年1月21日までの間に実施した。

◇回収結果：

回答企業数2，745社（回収率85．6％）

なお、今回の調査では資本金10億円未満の企業についても調査を実施しているが、そ

の調査方法、調査結果については参考資料として別に述べる。
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（3）回収サンプルの属性分布

調査対象企業及び回答企業の資本金別内訳は以下に示すとおりである。（図2－1）

［備考］

本書で用いている企業の業種は、当研究所の「外国技術導入の動向分析」と同様に、総務庁統計局編
集の「会社企業名鑑」を参考に、「日本標準業種」により分類し、集計を行った。

本書の図表中におけるNは、サンプル数を表すものとする。また、回答中記載のないものについては、

除外して集計している。

7．0％

…

2 1．2％

N ＝3，2 0 5社

予 胃

7．9％

Illlll

5 5．0％

2 2 ．8％

N ＝2．7 4 5社　 5 2．桔

調 査 対 象 企 業　　　　　　　　　　　　　 回 答 企 業

い 10億 円 ～50 即　 田 50億 円 ～ 10 0億 円　 □10 0億 円 ～5 0 0億 円　 Ⅲ 50 0億 円 以 上 1

図2－1．調査対象企業及び回答企業の資本金別内訳
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2．2．調査結果の概要

（1）全体からみた分析結果

①技術輸出契約の実施動向

平成10年度に「新規の技術輸出がある」と答えた企業は214社であり、アジア通貨危機の

影響で大きく落ち込んだ平成9年度（213社）とほぼ同数であった。なお、「継続中の技術輸

出がある」企業を含めた技術輸出を実施している企業数の増加傾向は継続している。

②技術輸出件数

新規の技術輸出契約の総数は677件であり、大きく落ち込んだ平成9年度（653件）と比べ

やや増加（＋24件）している。また、資本金規模別にみると、「資本金100億円以上」の企業

で増加し、「資本金100億円未満」の企業で減少している。

③輸出先国・地域別内訳

輸出先をゾーン別にみると、アジアが55．8％、北アメリカが22．2％、ヨーロッパが16．7％、

その他が5．3％となっている。平成7年度まではアジアが約3分の2を占めていたが、平成8

年度に減少に転じて以降、アジアへの技術輸出の比率が減少してきている。拡大を続けて

いたアジアへの技術輸出が、アジア通貨危機の影響等により伸び悩んでいると思われる。

国・地域別にみると、前年度と同様に米国が最大の技術輸出先国となっており、以下中

国、台湾、韓国、タイの順となっている。アジアにおいては、通貨危機の起こった韓国、タイ、

インドネシアで平成9年度に大きく落ち込んだが、日系企業の多いタイ、インドネシアはや

やもち直したのに対し、韓国はさらに落ち込んでいる。

④資本関係

契約相手先の企業と資本関係がある比率は、全技術輸出契約の38．3％である。ゾーン

及び国・地域別にみると、ヨーロッパ（27．4％）における比率は低いものの、英国については

資本関係がある企業への輸出の比率が高い。一方、アジア（45．0％）における比率は高く、

中でもタイ、フィリピン、中国において他の国・地域よりも比率が高くなっている。

⑤契約期間

契約期間をみると、「工業所有権等の期間まで」の契約が29．0％で最も比率が高い。ゾー

ン別にみると、アジアでは「工業所有権等の期間まで」の契約は212％と低いが、この比率

は年々増加傾向にある。（7年度：1．8％→8年度：4．5％→9年度：17．9％）
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⑥対価の受取方法

対価の受取方法をみると、イニシャルペイメントを受領する比率が59．1％、ランニングロイ

ヤルティを受領する比率が77．5％となっている。対価の受取方法については、輸出先企業

との資本関係の有無が大きく影響しており、資本関係のない企業に対しては、技術開示に

対する危険回避や一定の対価の確保のためのイニシャルペイメントを受領する比率が高く、

資本関係のある企業に対してはランニングロイヤルティを受領する比率が高くなっている。

また、ランニングロイヤルティの料率をみると、資本関係のある企業に対しては5％未満の

料率での比率（75．0％）が高く、資本関係のない企業に対しては5％未満の料率での比率

（51．1％）が低く、単価建て契約（26，4％）の比率が高くなっている。

⑦技術の種類

技術輸出契約に含まれる技術の種類をみると、特許は全契約の45．4％、ノウハウは

80．3％、商標は141％含まれており、ほとんどの契約にノウノ＼ウが含まれている。これをゾ

ーン別にみた場合、欧米において特許を含む比率が高く、アジアにおいてはノウハウを含

む比率が高くなっている。これらの違いは輸出される技術及び形態の違い、輸出先の技術

消化能力の違い等が影響を与えているものと思われる。

（2）技術内容別の動向

①技術分野・分類の内訳

輸出されている技術を分野別にみると、「電気」分野（29．7％）、「機械」分野（26．7％）、

「化学」分野（17．0％）、「金属」分野（11．8％）、「その他」分野（14．8％）の順となっている。

「化学」分野については、年々減少傾向にあり、前年度に引き続き減少（－0．6ポイント）してい

る。

技術分類別にみると、「輸送用機械」が7年間連続して最も多く、全体の1割以上を占めて

いる。次いで、「電子部品・デバイス」「電子計算機」「医薬品」といった技術が上位を占めて

いる。

②輸出先国・地域

輸出先国・地域をみると、すべての分野でアジア向けの比率が最も高くなっている。しか

し、前年度と比較すると「化学」「電気」「金属」分野でアジアの比率が減少しており、特に

「化学」分野で2年連続して大きく減少している。
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技術分類別にみると、北アメリカへの輸出の比率が高い技術は、「プラスチック製品」「医

薬品」であり、ヨーロッパへの輸出の比率が高い技術は「医薬品」である。それ以外のほとん

どの技術分類ではアジア向けの比率が4割以上を占めている。

経年推移をみると、「電子部品・デバイス」において台湾が、「医薬品」において米国が、

「非鉄金属」および「発送電・配電・産業用電気機械」において中国が大きく伸びている。

③資本関係

契約相手先との資本関係をみると、資本関係のある企業への輸出の比率は、「化学」分

野（21．8％）において他の分野より低い傾向がある。化学分野の中でも、特に「医薬品」は

資本関係のない企業へ多く輸出を行っている。その他は各分野とも約4割で分野間の差は

小さい。より資本関係が強い、資本の2分の1以上を所有している企業への技術輸出の比

率についてみると、「電気」分野が30．3％と他の分野より高くなっている。

④契約期間

契約期間をみると、各分野とも5年未満の短期契約の比率が年々減少傾向にある。一方、

年数での契約比率が減少し、「工業所有権等の期間まで」の契約比率が全体的に増加傾

向にある。

「発送電・配電・産業用電気機械」「その他の化学製品」においては10年以上の長期契約

の比率が高く、「その他の機械」「非鉄金属」においては5年未満の短期契約の比率が高い。

また、「医薬品」「電子部品・デバイス」においては「工業所有権等の期間まで」の契約の比

率が高い。

⑤対価の受取方法

対価の受取方法をみると、「電子計算機」で「イニシャルペイメントのみ」の比率が高く、7

割を超えている。また、「鉄鋼」「金属製品」で「ランニングロイヤルティのみ」の比率が高く、

約6割を占めている。

「ミニマムペイント有」の比率については、「医薬品」で高く、5割を超えている。

⑥クロスライセンス契約

クロスライセンス契約をみると、米国が全クロスライセンス契約の35．3％と非常に大きな比

率を占めている。また、契約内訳をみると、「対価を支払うもの」は至近3ヶ年31件中26件が

米国である。一方、韓国についてはほとんどが「対価を受け取るもの」となっている。
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（3）技術輸出と技術輸入の比較

今回の調査結果と、当研究所の「外国技術導入の動向分析一平成10年度胃」における

技術輸入の分析結果との比較を行った。

①技術輸出入契約の技術形態

技術輸出では「ハード系技術」が88．2％とほとんどを占めているのに対して、技術輸入で

は「ソフトウェア」が約半数（47．0％）を占めている。

②「ハード系技術」の輸出入比較

（i）技術内容

輸出は各分野から比較的均等になされているのに対して、輸入は「電気」分野

（45．5％）の比率が高く、一方、「金属」分野（2．9％）の比率が低くなっている。

技術分類をみると、輸出は「輸送用機械」が7年連続して1位となっているのに対して、

輸入は「電子部品・デバイス」が2年連続して1位となっている。

（h）契約相手先国・地域

輸出は米国が18．6％を占めている他はアジア向けので過半数（57．8％）を占めているの

に対して、輸入は米国のみで6割以上（66．0％）と非常に高く、残りをヨーロッパの国々が

占めている。

（山）契約内容

輸出は資本関係を伴った契約の比率が高いのに対して、輸入は外資系企業による契

約の比率は非常に少ない。

契約期間をみると、輸出は輸入と比較して5年未満の短期契約の比率が低い。

対価の授受の方法をみると、輸出は輸入と比較して、「ランニングロイヤルティ有」の比

率が高く、「イニシャルペイメントのみ」の比率が低い。ランニングロイヤルティの料率をみ

ると、輸出は輸入と比較して低率の契約の比率が高くなっている。

含まれる技術の種類をみると、輸出は輸入と比べてノウハウを含む比率が高く、特許を

含む比率が低い。

先端技術分野についてみると、輸入が輸出が大きく上回っているなかで、「バイオテクノ

ロジー」「医薬品」は輸出が輸入を上回っている。
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③「ソフトウェア」の輸出入比較

（i）契約相手先国・地域

輸出はアジアが44．2％と最も高いが、ハード系技術と比較すると欧米の比率が高く、ア

ジアの比率が低い。輸入は北アメリカの比率が79．0％と非常に高い。

国・地域別にみると、輸出入ともに米国が1位となっており、その比率は輸出が32．7％に

対して輸入は76．4％と非常に高くなっている。

（山業種

輸出は「電気機械器具工業」が34．6％と最も高く、以下「情報サービス・専門サービス

業」「通信・電子・電気計測器工業」の上位3業種で全体の8割以上を占めている。輸入は

「通信・電子・計測器工業」が46．0％と最も高くなっている。また、「機械工業」「電気機械

器具工業」といった業種が上位を占めている。

（通）契約内容

輸出はハード技術と同様に資本関係のある企業への輸出が3割以上を占めている。輸

入は外資系企業の比率は非常に低くなっている。

契約形態をみると輸出は輸入と比べて無償契約の比率が高い。

また、輸出は輸入と比較して「イニシャルペイメントのみ」の比率が高くなっている。
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3．全体からみた分析結果

3．1．技術輸出契約の締結状況

（1）企業における技術輸出契約の実施動向

平成10年度に「新規の技術輸出がある」と答えた企業は214社であり、アジア通貨危機の

影響で大きく落ち込んだ平成9年度（213社）とほぼ同数であった。また、資本金規模別にみ

ても、「資本金100億円以上500億円未満」でやや増加（＋7社）している以外は前年度とほぼ

同数であった。なお、「継続中の技術輸出がある」企業を含めた技術輸出を実施している企

業数の増加傾向は継続している。

次に、回答企業に占める「新規の技術輸出がある」企業の比率をみると、「資本金10億円以

上50億円未満」の企業では3．8％にとどまるが、資本金規模が大きくなるほど高くなる傾向が

あり、「資本金500億円以上」の企業では20．3％を占めている。（表3胃1，図3－1～2）
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図3－1．技術輸出契約有企業数の推移
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表3－1．技術輸出契約有企業数（資本金規模別）

新 規 の 輸 出 有 継 続 中 の 輸 出 有 過 去 に 輸 出 有

H 9 H l O ＊ 増 減 H 9 H l O 増 減 H 9 H l O 増 減

全 体 2 1 3 2 1 4 く1 3．3％） 1 3 0 0 3 4 0 4 0 2 3 8 3 0 1 6 3

1 0億 円 ～ 50億 円 59 5 5 （3 ．8％） －4 14 0 14 2 2 14 2 16 8 2 6

5 0 億 円 ～ 10 0億 円 32 3 2 （7．0 ％） 0 5 8 6 1 3 4 1 6 2 2 1

10 0億 円 ～ 50 0億 円 76 8 3 （1 3 ．3％） 7 8 4 10 4 2 0 4 8 6 1 1 3

5 0 0億 円 以 上 46 4 4 （2 0 ．3％） －2 18 3 3 15 7 1 0 3

（＊注）「新規の輸出有」の（）内は、回答企業に対する比率である。
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図3－2．技術輸出契約有企業数の推移（資本金規模別）

製造業＊のみについてみると、「新規の技術輸出がある」企業は、190社であり、全体でみた

場合と同様、平成9年度（189社）とはぼ同数であった。資本金規模別にみた場合、ここでも資

本金規模が大きくなるほど「新規の技術輸出がある」企業の比率は高くなり、特に「資本金

500億円以上」の企業では「新規の技術輸出のある」企業の比率が41．3％を占めている。

なお、「新規の技術輸出がある」企業は全体214社・製造業のみ190社、回答企業に対する

比率は全体7．8％・製造業のみ13．7％と、技術輸出の大部分は製造業で行われていることが

わかる。（表3－2，図3－3）

（＊注）「製造業」とは表3－3の「業種」のうち、農林水産業、鉱業、建設業等を除いた番号4～25の業種を指

す。
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図3－3．技術輸出契約有企業数の推移（製造業）

表3－2．技術輸出契約有企業数（製造業：資本金規模別）

新 規 の 輸 出 有 継 続 中 の 輸 出 有 過 去 に輸 出有

H 9 H l O 増 減 H 9 H l O 増 減 H 9 H l O 増 減

全 体 18 9 1 9 0 （1 3．7％） 1 2 6 5 3 0 4 3 9 19 3 2 3 4 4 1

10億 円 ～ 50億 円 4 7 4 7 （6 ．5％） 0 12 3 1 2 9 6 1 1 7 13 5 1 8

5 0億 円 ～ 10 0億 円 3 1 3 0 （12 ．0％） －1 5 4 5 4 0 3 6 5 1 1 5

1 0 0億 円 ～ 5 0 0億 円 69 7 5 （2 3 ．4％） 6 7 6 9 6 2 0 3 6 4 4 8

5 0 0億 円 以 上 42 3 8 （4 1．3％） －4 12 2 5 1 3 4 4 0

「新規の技術輸出がある」企業の多い業種を回答企業に対する比率でみると、「油脂・塗

装・石鹸工業」（368％）、「総合化学・化学繊維工業」（31．3％）、「その他輸送用機械工業」

（27．6％）、「自動車工業」（27．2％）、「医薬品工業」（20．0％）といった業種で高くなっている。

一方、非製造業では「新規の技術輸出がある」比率は、低くなっている。（表3－3）
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表3－3．技術輸出契約有企業数及び件数（業種別）

業　　　　　 種 回 答 企 業数 新 規 の輸 出有 企 業 数 新 規 の輸 出件 数

（1）農　　 林　 水　　 産　　 業 7 杜 0 杜 （0．0％） 0 件

（2）鉱　　　　　　　　　　　 業 20 杜 1 社 （5．0％） 1 件

（3）建　　　　　 設　　　　　 業 225 杜 8 社 （3．6％） 20 件

（4）食　　　 品　　　 工　　　 業 122 杜 8 杜 （6．6％） 12 件

（5）繊　　 維　　　 工　　　 業 48 杜 5 杜 （10．4％） 7 件

（6）パ ル プ ・紙 ・木 製 品 工 業 32 杜 3 社 （9．4％） 4 件

（7） 出　 版　 ・　 印　 刷　 業 15 杜 1 杜 （6．硝 ） 2 件

（8）総 合 化 学 ・化 学 繊 維 工 業 32 杜 10 社 （3 1．3％） 31 件

（9） 油 脂 ・ 塗 料 ・ 石 鹸 工 業 19 杜 7 社 （36．硝 ） 13 件

（10） 医　　 薬　　 品　　 工　　 業 50 社 10 社 （20．0％） 39 件

（11） そ　 の　 他　 の　 化　 学　 工　 業 ・ 107 社 11 社 （10．3％） 17 件

（12）石 油 ・ 石 炭 製 品 工 業 27 杜 6 社 （22．2％） 13 件

（13） プ ラ ス チ ッ ク 製 品 工 業 39 杜 4 社 （10．識 ） 8 件

（14） ゴ　 ム ・ 革　 製　 品　 工　 業 13 杜 1 社 （7．7％） 1 件

（15）窯　　　　　　　　　　　 業 54 杜 5 杜 （9．3％） 8 件

（16）鉄　　　　　 鋼　　　　　 業 51 杜 9 社 （17．6％） 4 1 件

（17）非　 鉄　 金　 属　 工　 業 4 8 杜 8 社 （16．7％） 34 件

（18）金　 属　 製　 品　 工　 業 81 杜 6 杜 （7．4％） 10 件

（19）機　　　 械　　　 工　　　 業 155 社 13 杜 （8．4％） 36 件

（20）電　 気　 機　 械 器　 具　 工　 業 157 社 31 社 （19．硝 ） 194 件

（2 1）通 信 ・電 子 ・電 気 計 測 器 工 業 78 社 5 社 （6．4％） 13 件

（22） 自　　 動　　 車　　 工　　 業 81 杜 22 社 （27．2％） 86 件

（23）そ の 他 輸 送 用 機 械 工 業 58 社 16 杜 （27．6％） 27 件

（24）精　 密　 機　 械　 工　 業 54 社 5 社 （9．3‡） 9 件

（25） そ　 の　 他　 の　 工　 業 68 社 4 社 （5．蛸 ） 12 件

（26）運　 輸　 ・　 倉　 庫　 業 121 社 1 社 （0、81） 1 件

（27）通　　　　　 信　　　　　 業 24 杜 2 杜 （8．3％） 6 件

（28）電 気 ・ ガ ス ・ 水 道 業 29 杜 0 社 （0．0％） 0 件

（29） 卸　 売　 ・　 小　 売　 業 364 杜 4 杜 （1．1％） 4 件

（30）飲　　　　　 食　　　　　 業 28 杜 0 社 （0．0％） 0 件

（3 1）銀　 行　 ・　 信　 託　 業 88 社 1 杜 （1．接 ） 3 件

（32） 証　　　　　 券　　　　　 業 18 杜 0 杜 （0．（瑞） 0 件

（33）保　　　　　 険　　　　　 業 20 杜 1 社 （5．0％） 4 件

（34） そ　 の　 他　 金　 融　 業 56 社 0 社 （0．0％） 0 件

（35） 情 報 サ ー ビ ス ・調 査 業 60 社 1 社 （1．7％） 15 件

（36） 新 聞 ・ 放 送 ・ 広 告 業 36 社 1 社 （2 ．8％） 1 件

（37） 専　 門　 サ　 ー　 ビ　 ス　 業 77 杜 0 杜 （0．0％） 0 件

（38 ）そ　 の　 他　 サ　 ー　 ビ　 ス　 業 89 社 2 社 （2 ．21 ） 2 件

（39 ）そ　　　　　 の　　　　　 他 94 杜 2 杜 （2 ．1％） 3 件

総　　　　　 計 274 5 社 21 4 杜 （7 ．8％） 6 77 件

製 造 業 （再掲 ） 138 9 社 19 0 杜 （13．梢 ） 617 件
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（2）輸出件数

平成10年度に新規の技術輸出を実施した企業214社が締結した契約の総数は、677件で

あり、大きく落ち込んだ平成9年度（653件）と比べやや増加（＋24件）している。また、資本金規

模別にみると、「資本金100億円以上」の企業で増加し、「資本金100億円未満」の企業で減

少している。

次に企業1社あたりの輸出件数をみると、単純平均で1社あたり32件となる。前年度は213

社が1社あたり3．1件の技術輸出をしており、平成10年度は前年度と比較して1社あたりの件

数はやや増加している。

1社あたりの技術輸出件数を資本金規模との関係でみると、「資本金500億円以上」（7．3

件）、「資本金100億円以上500億円未満」（2，6件）の企業では前年度より増加しているのに対

し、「資本金50億円以上100億円未満」（1．9件）、「資本金10億円以上50億円未満」（15件）

の企業では前年度より減少している。

1社あたりの技術輸出件数の分布をみると、「1件」と答えた企業が49．5％、次いで「2件～3

件」の企業が28．5％であり、3件以下の輸出企業が全技術輸出企業の約8割を占めている。ま

た、資本金規模が大きい程、複数契約の比率が高い傾向にある。（図3－4～6）
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図3－5．企業1社あたりの輸出件数の推移（資本金規模別）
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図3－6．企業1社あたりの輸出件数の比率（資本金規模別）
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3．2．契約相手先国・地域

契約相手先を「北アメリカ」、「ヨーロッパ」、「アジア」、「その他」の4つのゾーンに分類して全

体に占める比率をみると、平成10年度はアジアが55．8％、北アメリカが22．2％、ヨーロッパが

16．7％、その他が5．3％となっている。

平成7年度まではアジアが約3分の2を占めていたが、平成8年度に減少に転じて以降、アジ

アへの技術輸出の比率が減少してきている。（図3－7）

図3－7．技術輸出契約の契約相手先ゾーン

ー15－



国・地域別にみると、前年度と同様に米国が最大の技術輸出先国となっており、以下中国、

台湾、韓国、タイの順となっている。アジアにおいては、通貨危機の起こった韓国、タイ、インド

ネシアで平成9年度に大きく落ち込んだが、日系企業の多いタイ（＋6件）、インドネシア（＋3件）

はややもち直したのに対し、韓国（一15件）はさらに落ち込んでいる。（表3－4，図3－8）

（件 ）

2 0 0

1 5 0

1 0 0

5 0

0

1 3 3
一一車－ ．米 国

一 ・■・ ・中 国

一 ・×一・ 台 湾

胃 ・血　 一 韓 国

－ ・X － 1 タイ

一車◆ － イン ドネ シア言笠 寺幸三；；5
一 骨 ・・′　　　　　　　　　　　　 － 、鮭 ・・一 一・一 X 3 6

2 2

H 4　　　　　 H 5　　　　　 H 6　　　　　 H 7　　　　　 H 8　　　　　 H 9　　　　 H l O

図3－8．技術輸出契約件数の推移（国・地域別）
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表3－4．技術輸出先上位国・地域

… 徽 摘 皺 蘭 ．、‾端． ．“琶鰯 轟 喝 彗

ル

米 国 14 2 19 ．9 韓 国 10 4 1 6 ．6 米 国 1 2 2 16 ．7 ％

韓 国　　　　 1　 9 8 13 ． 米 国 10 0 1 6 ． 国 1 0 1 13 ．8 ％

中 国　　　　　　　　　　 5 6 7 ．9 中 国 8 0 1 2 ．8％ 中 国 1 0 1 13 ．8 ％

台 湾 5 3 7 ．4 台 湾 5 2 8 ．3 台 湾 7 3 10 ．鴨

タ イ 5 1 7 ．2 タ イ 3 2 5 ．1 タ イ 49 6 ．7 ％

英 国 3 5 ［　 4 ．9 国　　　　 ［　 2 9 4 ．6 ドイ ツ 28 3．8 ％

マ レ ー シ ア 」 ・血 ・・…霊 ・

2 4

ドイ ツ　　　 ［　 2 6 4 ． マ レ ー シ ア 26 3 ．6 ％

ドイ ツ イ ン ドネ シ ア 1 9 3 ． イ ン ドネ シ ア 24 3 ．識

イ ン ドネ シ ア　　　　　 2 3　　 3 ．2 イ ン ド 1 8 2 ． イ ン ド 2 3 3 ．2 ％

イ ン ド　　　　　　　　　 2 0 2 ．8 フ ラ ン ス 1 5 2 ．4 国 1 5 2 ．1％

シ ン ガ ポ ー ル 1 9 2 ．7 マ レー シ ア 1 4 2 ．2 イ タ リ ア 1 5 2 ．1％

フ ラ ン ス　　　　　　 ユ6　　 2 ・貨．

イ タ リ ア　　　　　 1 5 】　 2 ．1

港 1 4 2 ． シ ン ガ ポ ー ル 14 1．9 ％

イ タ リア 1 2 1 ． フ ィ リ ピ ン 14 1．琳

雪 雲 ジ ル　 …十 …・1 号・
1 ．7 シ ン ガ ポ ー ル 1 1 1 ． フ ラ ン ス 13 1．8 ％

1 ．5 オ ー ス トラ リア 1 0 1 ．6 ス ペ イ ン 12 1，6 ％

そ の 他 1 0 3 1 4 ．5 そ の 他 9 0 1 4 ．4 そ の 他 1 00 13 ．7 ％

合　 計 7 1 2 1 0 0 ． 合　 計 6 2 6 1 0 0 ． 合　 計 7 30 10 0 ．鴫

米 国 1 3 0 1 7 ． 米 国 1 7 3 2 0 ．5 国 1 22 19 ．7 ％

韓 国 1 2 5 1 6 ．3 韓 国 1 2 7 1 5 ．1 中 国 86 13 ．琳

中 国 1 2 1 1 5 ．8 中 国 9 3 1 1 ． 国 74 1 1．9 ％

台 湾　　　　　　　　　 6 5 8 ．5 台 湾 6 7 8 ． 台 湾 6 0 9 ．7 ％

タ イ　　　　　　　　　　　 6 2 8 ．1 タ イ 5 4 6 ．4 タ イ 30 4 ．鴫

ドイ ツ 3 1 4 ．0 ドイ ツ 4 0 4 ． ドイ ツ 26 4 ．2 ％

イ ン ドネ シ ア 2 9 3 ． イ ン ドネ シ ア 36 4 ．3 イ ン ド 19 3 ．蛸

－ 3 ．7 国 2 7 3 ． 国 19 3 ．蛸

3 ． フ ィ リ ピ ン 24 2 ． イ ン ドネ シ ア 19 3 ．蟻

2　5 イ ン ド 2 3 2 ．7 マ レ ー シ ア 1 7 2 ．梢

フ ィ リ ピ ン　 】 1 8 2 ．3 マ レ ー シ ア 2 1 2 ．5 フ ラ ン ス 16 2 ．6 ％

シ ン ガ ポ ー ル 1 3 1 ．7 シ ン ガ ポ ー ル 1 8 2 ．1 シ ン ガ ポ ー ル 1 3 2 ．蟻

オ ー ス ト ラ リ ア 1 1 1 ．4 ブ ラ ジ ル 1 4 1 ．7 ブ ラ ジ ル 1 1 1．8 ％

ス ペ イ ン 1 0 1 ．3 カ ナ ダ 1 3 1 ．5 フ ィ リ ピ ン 10 1．6 ％

そ の 他 8 1 1 0 ．6 そ の 他 1 1 2 1 3 ．3％ そ の 他 9 8 1 5．8 ％

叫

合　 計　 ；　 7 6 6 1 0 0 ． 合　 計 8 4 2 1 0 0 ．0％ 合　 計 6 2 0 10 0 ．0 ％

米 国 13 8 2 0 ．4％

中 国 Ⅰ 11 5 1 7 ．0％

台 湾 6 8 1 0 ．0％

韓 国 4 9 7 ．2％

タ イ 3 6 5 ．3％

ドイ ツ　　　　　　　　　 3 3 4 ．9％

票 ド　 …………十 ・莞 ・ 3 ．8％

3 ．7％

イ ン ドネ シ ア 2 2 3 ．2％

蒸
マ レ ー シ ア　　　　 … 捜

シ ン ガ ポ ー ル　　　 ．燕 ．

フ ラ ン ス　　　　　　　　 13

2 ．8％

漣隻蜃
2 ．7％

1 ．9 ％

dt号

ギー

避養
成

オ ー ス トラ リ ア 11 1 ．6 ％

華

Z イ リ ピ ン ・十 王1 ・ 1 ．6 ％

そ の 他　　　 ［　 9 3 13 ．7 ％

感
合　 計　　　　　 6 7 7 1 10 0 ．0 ％ （＊注）平成10年度の中国の輸出件数には、香港分18件を含む。
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3．3．契約相手先企業との資本関係

ここでは、平成10年度の新規の技術輸出契約の相手先企業との間の資本関係の有無＊に

ついてみる。

（＊注）「資本関係がある」とは、契約相手先企業の株式または持分を所有していることを指す。「その他」とは、
契約相手先企業が株式または持分を所有していることを指す。

全体では、資本関係のない企業に対する輸出が60．1％、資本の2分の1以上を所有している

企業に対しては26、0％、資本の2分の1未満を所有している企業は12．3％となっている。なお、

資本関係のない企業の内、日系企業の比率は1．2％と僅かであった。

ゾーン別にみると、資本関係のある企業への輸出の比率は、アジアで高く45．0％を占めてい

るのに対し、ヨーロッパでは27．4％にとどまっている。またアジアでは、資本の2分の1未満を所

有している企業への輸出の比率が北アメリカ5．3％、ヨーロッパ3．5％と低いのに対して、アジア

は18．3％と大きく上回っている。前年度と比較すると、各ゾーンとも資本関係のない企業への輸

出の比率が減少している。（表3－5，図3－9～11）

表3－5．技術輸出契約の契約相手先企業との資本関係（ゾーン別）

2 分 の 1以 上 の 所 有 2分 の 1未 満 の 所 有 資 本 関 係 な し ＊

H 9 H l O 増 減 H 9 H l O 増 減 H 9 H l O 増 減

全 体 2 6 ．7％ 2 6 ．0％ －0 ．7 1 0 ．3％ 12 ．3％ 2 ．0 6 3 ．0％ （1．0％） 6 0 ．1％ （1．2％） －2．9

北 ア メ リ カ 2 9 ．4％ 2 8 ．7％ －0 ．7 3 ．7％ 5 ．3％ 1．7 6 6 ．9％ （1．5％） 6 2 ．0％ （0 ．0％） －4．9

ヨ ー ロ ッ パ 2 3．3％ 2 3 ．9％ 0 ．6 1．9％ 3 ．5％ 1．6 7 4 ．8％ （1，0％） 7 1 ．7％ （0．0％） －3．1

ア ジ ア 2 7．0％ 2 6 ．7％ －0 ．3 1 4 ．7％ 18 ．3％ 3 ．6 5 8 ．4％ （0 ．9％） 5 4 ．0％ （2．1％） －4．4

（＊注）資本関係なしの（）内は、日系企業の比率である。
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H 5 ○○ 20・4％8 m 監10・7％日　　　　　　　 68朋 N＝626件

N ＝728件

N＝766件

Nニ842件

N＝614件

．6％
N＝677件

0％
N＝150件

．9％
N＝113件

．1％
N＝378件

H 6　　 8 漢 25・1％案 l■ 亜 15・7％F　　　　　　 59・2％

H 7　　 ■ 喜 24・3％■書■紆 18・呵 謬　　　　　 57調

H 8 書■ 22・2％　　 15・8％F　　　　　　 62・OX

H 9　　 ■喜寡 26・7％■S r 10・3瑚　　　　　　 62・1％　　　　 1・0％

H lO
26朋 S S ■監12・3瑠　　　　　　 58朋　　　　 1・2％悶

北アメリカ
28・7％■書寡 5・3％　　　　　 62・0％　　　　　　 阪

ヨーロ、・バ
〃 喜 23叫 書 脈 3・5％　　　　　　　 71・7％

26・7叫S S U E 18・3欄君　　　　　 51朋　　　　 2・1％

細2分の1

□資本関

以上の所有　　　 8 2分の1未満の所有　　　 口資本関係なし

係なし（日系企業） 臼その他

図3－9．技術輸出契約の契約相手先企業との資本関係（ゾーン別）

40％

30％

20％

10％

0％

■‥ ‥ ‥ ‥ ‥■．　　　　　　　　　　 ．．■ 一一‥ ・… ・・■

l l ← 全 体

‥ －■‥‥ 北 アメリカ

一 りト‥ ヨー ロッパ

一 一ム ・－アジア

か ・ニ少 2 … 二二 正 長 丑 碧 雲 誓 一票 2…

「 20・4㌧ ．K　　　　　　　　 ／ ／

汁　　　 、 一一 ・汁 一一一 ・一 一一汀

H 5　　　　　　 H 6　　　　　 H 7　　　　　　 H 8　　　　　　 H 9　　　　　 H l O

図3－10．資本の2分の1以上を所有している企業の比率の推移（ゾーン別）

1 0 0 ％

8 0％

6 0％

4 0％

2 0％

0％

洛 ・一一 ‥ － 一路 ‥ 一 ・・一 ・終 ‥ 一 ・・一 ・洛 ・・一 ・一一 ・淋 ‥ 胃 ‥ 一 一×

■
ト 6 8 ・8％ ．一一 一か 一一 ．＿ ＿ゼ 霊 這 ・ら立∃ ？聖 禦 ・1％

ふ ・、 一一一二 1 5 9云 二 ニ 云示 ＿ オ ー＿
一一← 全 体

‥ ・■ ‥ 北 ア メリカ

ー ・×－ ・ヨー ロ ッパ

－ ・ム ー胃ア ジ ア

H 5　　　　　　 H 6　　　　　　 H 7　　　　　　 H 8　　　　　　 H 9　　　　　　 H l O

図3－11，資本関係なしの企業の比率の推移（ゾーン別）
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国・地域別にみると、同じゾーンの中でも国・地域による差が見受けられる。

ヨーロッパでは資本関係のない企業への技術輸出がほとんどである中、英国では資本の2分

の1以上を所有している企業への輸出の比率が53．8％と特に高くなっている。

アジアの中での国・地域についても差が見受けられ、傾向を大別すると、資本関係のない企

業への輸出の比率が高い輸出先国〔台湾・韓国〕、資本関係のある企業への輸出の比率が高

い輸出先国〔タ不フィリピン・中国・インドネシア・マレーシア〕及びその中間の国・地域〔インド〕

の3種類に分類される。

同じゾーンであっても、国・地域によって、外資受け入れ政策や経済状況が異なっていること

から、技術輸出契約における相手先企業との資本関係の有無に違いがでているものと思われ

る。（図3－12）

米 国

ドイツ

英 国

中 国

台 湾

韓 国

タイ

イン ド

イ ン ドネ シ ア

マ レー シ ア

フィリピン

S S ■ 2 9 ・7 ％〃 喜 ■

■ 18 ・2 ％書 ■

5 3 ．8 ％

3 3 ．0 ％

ト 8 ％駐 日 1 9 ・1 瑠 ■

8 14 調 ■ 露 1 6 ・叫 □

4 1．7 篤

I 12 ・0 ％E 亘 O X

■ S S 漢 3 1 ・8％

8 m 2 6 調

5 4 ．5 ％

に ㌫ 完 ㌶ 禁 企

5 ・1％　　　　　 6 0 朋　　　　　 4 ・当　 N ＝1 3 8 件

7 8朋　　　　　　　 3 ・0 司　 N ＝3 3 件

N ＝2 6 件

％ N 工1 1 5 件

X N ＝6 8 件

N ＝4 9 件

N ＝3 6 件

N ＝2 5 件

N ＝2 2 件

N ＝1 9 件

N ＝1 1 件

l

3 調　　　 4 2 ．3 ％

17 調 腰F　　　 叫 ・3 ％　　　 2 ・6 惜

6 7 調　　　　　 I 4 ・

6 9 ．4 ％

2 5 ・0 羊　　　　　　 3 3 ・3 ％

6 0 ．0％

1 8 ・2 相 ロ　　　　　 5 0 ・0 ％

2 川 噌 困　　　 4 2 ・1％　　　 よ 3 ％ 崗

？・1 咽　　　 3 6 ・哨

8 2 分 の 1未 満 の 所 有　　　 口 資 本 関 係 な し

業 ） 田 そ の 他

図3－12．技術輸出契約の契約相手先企業との資本関係（国・地域別）
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3．4．契約期間

契約期間の内訳についてみると、「工業所有権等の期間まで」が全体の29．0％を占め、次い

で「5年以上10年未満」が22．6％を占めている。一方、「1年未満」（2．2％）及び「15年以上」

（1．0％）といった契約期間の比率は低い。

推移をみると、「工業所有権等の期間まで」の契約の比率が年々増加（＋6．0ポイント）している。

ゾーン別にみると、ヨーロッパ及び北アメリカへの輸出は「工業所有権等の期間まで」の契約

がそれぞれ407％、37．3％と高い比率を占めているのに対して、アジアでは「工業所有権等の

期間まで」の契約は21，2％と低いが、この比率は年々増加傾向（＋3．3ポイント）にある。（表3－6，

図3－13～16）

表3－6．技術輸出契約の契約期間（ゾーン別）

1 年 未 満 1 年 以 上 5 年 未 満 5 年 以 上 10 年 未 満 10 年 以 上 1 5 年 未 満

H 9 H l O 増 減 H 9 H l O 増 減 H 9 H l O 増 減 H 9 H l O 増 減

全 体 3 ．6 ％ 2 ．2 ％ －1 ．4 2 0 ．1％ 12 ．3 ％ －7 ．8 2 5 ．9％ 2 2 ．6 ％ －3 ．3 10 ．9％ 1 0 ．9％ 0 ．0

北 ア メ リ カ 3 ．0 ％ 0 ．7 ％ －2 ．3 19 ．7 ％ 1 1．3 ％ －8 ．4 16 ．禰 16 ．7 ％ 0 ．0 4 ．5％ 7 ．3％ 2 ．8

ヨ ー ロ ッ パ 2 ．1％ 1．8 ％ －0 ．3 2 5 ．0 ％ 8 ．0 ％ －17 ．0 1 2 ．5％ 2 1 ．2 ％ 8 ．7 10 ．4％ 1 2 ．4％ 2 ．0

ア ジ ア 4 ．0 ％ 2 ，9 ％ －1．1 18 ．2 ％ 13 ．8 ％ －4 ．4 3 2 ．5％ 2 5 ．7 ％ 胃6 ．8 14 ．0％ 1 1 ．9％ －2 ．1

1 5 年 以 上 工 業 所 有 権 等 の 期 間 そ の 他 ＊

H 9 H l O 増 減 H 9 H l O 増 減 H 9 H l O 増 減

全 体 2 ．0 ％ 1．0 ％ －1．0 2 3 ．0 ％ 2 9 ．0 ％ 6 ．0 14 ．6 ％ 2 2 ．0 ％ 7 ．4

北 ア メ リ カ 2 ．3 ％ 0 ．7 ％ －1．6 3 4 ．1％ 3 7 ．3 ％ 3 ．2 19 ．7％ 2 6 ．0 ％ 6 ．3

ヨ ー ロ ッ パ 2 ．1％ 1．8 ％ －0 ．3 2 7 ．1％ 4 0 ．7 ％ 13 ．6 2 0 ．8 ％ 14 ．2 ％ －6 ．6

ア ジ ア 2 ．接 0 ．8 ％ －1．3 1 7 ．9 ％ 2 1 ．2 ％ 3 ．3 1 1．2 ％ 2 3 ．8 ％ 1 2 ．6

（＊注）「その他の期間」とは、契約期間の定めのないもの、永久となっているもの、他の契約が切れるまでと定

めてあるもの等を指す。
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H5

．H6

H7

H8

H9

HlO

北アメリカ

ヨーロッパ

アジア

【工業所

H 9

H lO

北アメリカ

ヨーロッパ

アジア

4・6細 ……刷ド字．叫 酬 …酬…i膨 準＿1＿羊願 担亘辛匝蜃8・9増 7・2％ N＝626件

N＝726件

N工766件

N＝827件

N＝588件

N＝677件

N工150件

N＝113件

N＝378件

N＝135件

N＝196件

N＝55件

N＝46件

N＝80件

5・9棚 酬 剛 率報 酬 冊 1抱 彪 忽 弘手傷　　 1字ー亘弧 6・叫 7・4％

恒 棚 l陣 棚 冊　　 の ％・　　 車重監 涯 ‾璃 8・7％

4・8相 順 手車刷用Ill椚膠 車崩‾協 塀 際亘亘距 車重16朋ヨ 9・3％

3．亘馴睦の棚 酬II懐 中璃墨裾掛．車咽ト 0痘 ま 甲畢芸l 14・6％

亘．＿．隼竺…憾扱 2竿ー亘悲 狼無 手謙 1・輿 、蓋料嗅裏表∃　 22朋

前 ー蒜l敵 側 ・3蝶 0・7嘆 まま37・3％ヨ　　 26調

8．1品Il腰 露21・2％覇 駐監12・4蠣狂 1戯工芸菜40・7橿 裏 芸 ∃ 14・2％

2・中 手叫…冊地 手車 搬 断 頑 訃 頑 妻 21工2相　　 23劇

権

0．
l

1
l

5

2．

l
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□1年末溝 田1璃 p 5～10年 田佃 5年 鵜15年以上 ロその可

図3－13．技術輸出契約の契約期間（ゾーン別）
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図3－14．契約期間が「5年未満」の比率の推移（ゾーン別）
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図3－15．契約期間が「10年以上」の比率の推移（ゾーン別）

5 0 ％

4 0 ％

3 0 ％

2 0 ％

10 ％

0 ％

■．　　　　　　　　　　　　　　 ×

一一◆ 一一一全 体

‥ －■‥ 一北 アメリカ

！ ．■

．・■ －・・．．プ

ノ ・楓 、　　　　 ′
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図3－16．契約期間が「工業所有権等の期間」の比率の推移（ゾーン別）
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国・地域別にみると、欧米諸国では「工業所有権等の期間まで」の比率が高い。アジアでは、

マレーシア、韓国で「工業所有権等の期間まで」の比率が3割以上と高く、インドネシア、フィリ

ピンで5年未満の短期契約の比率が高くなっている。（図3－17）

0．7％二；≡蔓芸；…≡≡≡：37．0％、遅選挙琶芸歪

3．0％蓬芸芸道42．4％≡蓬≒≡薫三蓋董≡薫

菱蔓董董菱菱蓋至芸蔓董42．3％琵至芸董茎至芸要董

20％≡三“≡306％≡警薫：≡

N＝138件

N＝33件

X N＝26件

N＝115件

N＝68件

N＝49件

N＝36件

N＝25件

N＝22件

N工19件

N＝11件

□1年未満 n l・－5年 の5－10年

臼10－15年 ■15年以上 臼工業所有権等の期間

□その他

図3－17．技術輸出契約の契約期間（国・地域別）
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3．5．契約形態

技術輸出契約全体を契約形態別に区分してみると、有償契約が88．5％を占め、クロスライセ

ンス契約が5，0％、無償契約が6．5％となっており、クロスライセンス契約の比率が5．2ポイント減

少している。

ゾーン別に契約形態の違いをみると、北アメリカにおいてクロスライセンスの契約の比率が

9．3％と最も高くなっている。また、前年度と比較すると各ゾーンともクロスライセンス契約の比率

が減少している。（表3－7，図3－18～20）

なお、クロスライセンス契約については第4章でさらに詳しく分析する。

表3－7．技術輸出契約の契約形態（ゾーン別）

無 償 契 約 有 償 契 約 ク ロ ス ラ イ セ ン ス

H 9 H l O 増 減 H 9 H l O 増 減 H 9 H l O 増 減

全 体 7 ．摘 6 ．5 ％ －0 ．6 8 2 ．7 ％ 8 8 ．5 ％ 5 ．8 1 0 ．2％ 5 ．0 ％ －5 ．2

北 ア メ リ カ 5 ．9 ％ 6 ．7 ％ 0 ．8 7 3 ．5 ％ 8 4 ．0 ％ 1 0 ．5 2 0 ．6 ％ 9 ．3 ％ －1 1．3

ヨ ー ロ ッ パ 5 ．8 ％ 6 ．2 ％ 0 ．4 8 0 ．6 ％ 8 7 ．6 ％ 7 ．0 13 ．6 ％ 6 ．2 ％ －7 ．4

ア ジ ア 8 ．1％ 7 ．1％ －1 ．0 8 6 ．1％ 8 9 ．4 ％ 3 ．3 5 ．8 ％ 3 ．4 ％ 胃2 ．4

図3－18．技術輸出契約の契約形態（ゾーン別）
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図3－19．契約形態がr無償」の比率の推移（ゾーン別）
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－ ・△ ・－ ア ジ ア

か 一一 ・一 一一 ふ ・一 ・一 ・一 ふ ．＿　　 一 一　　　 ．－ △

．．‾ ・－ 〟

H 5　　　　　 H 6　　　　　 日7　　　　　 日8　　　　　 H 9　　　　　 H l O

図3－20．契約形態が「クロスライセンス」の比率の推移（ゾーン別）
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国・地域別にみると、フィリピン、マレーシアにおいて無償契約の比率が1割以上と高く、ドイ

ツ、米国において、クロスライセンス契約の比率が高くなっている。（図3－21）

図3－21．技術輸出契約の契約形態（国・地域別）
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3．6．対価の受取方法

（1）イニシャルペイメント及びランニングロイヤルティの有無

技術輸出の実施料の受取方法の代表的なものとしてイニシャルペイメント及びランニングロ

イヤルティ＊が挙げられる。ここでは、平成10年度の新規の技術輸出契約においてはどの程

度の比率でこれらの方式が取り入れられているかをみるために、契約形態が有償契約及び

対価受取のクロスライセンス契約と回答のあった技術輸出契約620件（有償契約599件・クロス

ライセンス契約＜対価受取＞21件）について、対価の受取方法（有効回答604件）について分

析した。

（＊注）イニシャルペイメントとは、契約発効時または一定期間内に、契約製品の生産・販売・使用等による実

施支払債務の有無にかかわらず、独立的に支払われる実施料をさす。ランニングロイヤルティとは、契約

製品の出来高に関連して支払われる実施料や、期間あたり実施料等を指すものである。

「イニシャルペイメント有」の契約の比率は、全体の59．1％であり、前年度（58．8％）とほぼ同

率であった。これをゾーン別にみると、アジア（60、8％）、ヨーロッパ（59．6％）、北アメリカ

（55．2％）の順になっている。前年度と比べて北アメリカ（＋6．1ポイント）で増加している。

「ランニングロイヤルティ有」の契約の比率は、全体の77．5％であり、前年度（75．6％）より1．9

ポイント増加している。ゾーン別にみると、北アメリカ（79．2％）、ヨーロッパ（78．8％）アジア

（76．2％）の順になっており、地域による差は小さい。

次に、ミニマムペイメント条項＊についてみると、全体の9．3％でミニマムペイメントを設定して

いる。この比率をゾーン別にみるとヨーロッパ（賂2％）、北アメリカ（11．2％）及びアジア

（5．8％）である。

これらの組み合わせをみると、対価の受取方法で最も多いのは、「ランニングロイヤルティ

のみ」の契約で全体の40．2％を占めており、前年度（40．4％）とほぼ同率であった。次に多い

のは、「イニシャルペイメント＋ランニングロイヤルティ」の28．0％で、前年度（31．0％）より3．0ポ

イントの減少、次いで「イニシャルペイメントのみ」の22．5％で、前年度（24．4％）より1．9ポイント減

少している。（表3－8，図3－22～24）

（＊注）ミニマムペイメントとは、契約で決められた契約期間内にロイヤルティが発生しない時あるいは決められ

た額以下の時に支払わなければならない最低額のことをいい、独占権を付与した場合等、最低限の対価

を確保するために設定されるものである。
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表3－8．技術輸出契約の対価の受取方法（ゾーン別）

イ ニ シ ャ ル の み イ ニ シ ャ ル ＋ ラ ン ニ ン グ イ ニ ＋ ラ ン ＋ ミニ

H 9 H l O 増 減 H 9 H l O 増 減 H 9 H l O 増 減

全 体 24 ．4 ％ 2 2 ．5 ％ －1．9 3 1 ．0％ 2 8 ．0％ －3 ．0 3 ．5 ％ 8 ．6 ％ 5 ．1

北 ア メ リ カ 2 5 ．5 ％ 2 0 ．8 ％ －4 ．7 2 1．8％ 2 4 ．0％ 2 ．2 1、8 ％ 1 0 ．4 ％ 8 ．6

ヨ ー ロ ッ パ 2 1 ．1％ 2 1 ．2 ％ 0 ．1 3 4 ．4％ 2 3 ．2％ －1 1 ．2 6 ．7 ％ 15 ．2 ％ 8 ．5

ア ジ ア 2 5 ．6 ％ 2 3 ．8 ％ －1．8 3 2 ．6％ 3 1 ．硝 －0 ．9 3 ，2 ％ 5 ．2 ％ 2 ．0

ラ ン ニ ン グ ＋ ミ ニ マ ム ラ ン ニ ン グ の み

H 9 H l O 増 減 H 9 H l O 増 減

全 体 0 ．撒 0 ．撒 0 ．0 4 0 ．4％ 4 0 ．2 ％ －0 ．2

北 ア メ リ カ 1．8％ 0 ．8 ％ －1．0 4 9 ．1％ 4 4 ．0 ％ －5 ．1

ヨ ー ロ ッパ 0 ．0 ％ 1 ．細 1．0 3 7 ．鍋 3 9 ．4 ％ 1 ．6

ア ジ ア 0 ．6 ％ 0 ．6 ％ 0 ．0 3 8 ．0 ％ 3 8 ．7 ％ 0 ．7

H 8　 酬 順 22・7手刷 …川…日E K 36・5％■n 4・7把 望 三 萱 5・2糧 ≒書童∃　 N＝665件

H 9　 剛 冊 24・4棚 Ⅲillll臼玉ヨ ‾云‾・彿玉E E 祖 元望 重 童事0・4囁 ≡喜≡≡ヨ　 ー臓 9件

H l O　 酬 …lll22・5棚 …日曜 巨匿 28・0瑠 涯 日 8司 陛 窯 ≡ ≡ 0・2 ≡書≡ ≡≡ ∃　 N；604件

北アメリカ Illl酬…20・8棚 …駐 鼠 24・0噌 監 l lO可 ・8望 喜 ≡事 4・0％≡≡　　　 N＝125件

ヨ＿。ツバ 酬 …21・叫 酬…1聞 23・2％覇 避 ■ 15・2％ ’1・0程 ≡ ≡ 9・4％≡≡喜≡… ∃ N朝 件

ァジア　 …酬 睡 叫 ……………剛髄 － 31・7％Ⅶ 阻 5・2控 彗 ≡ ≡ 8・7彊 ∃ N瑚 4件

田イニシャルのみ　　　　 臼イニシャル＋ランニング ■イ二十ラン十ミニ

田ランニング＋ミニマム　 日ランニングのみ

図3－22．技術輸出契約の対価の受取方法（ゾーン別）
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図3－23．「イニシャルペイメント有」の比率の推移（ゾーン別）
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図3－24．「ランニングロイヤルティ有」の比率の推移（ゾーン別）
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対価の受取方法について国・地域別にみると、中国、ドイツで「イニシャルペイメントのみ」

の比率が高く、3割を超えており、フィリピン、インドネシア、マレーシアで「ランニングロイヤル

ティのみ」の比率が6割を超えている。また、インドでは、「イニシャルペイメント＋ランニングロ

イヤルティ」の割合が高く、6割を超えている。（図3－25）

田 イニ シャル の み 可イニシャル ＋ランニング ■イ二 十 ラン ＋ミニ

臼ランニング ＋ ミニマム 自ランニング の み

図3－25．技術輸出契約の対価の受取方法（国・地域別）
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次に輸出相手先企業との資本関係と対価の受取方法の関係をみる。

「イニシャルペイメント有」の比率は、資本関係がない企業への輸出の場合は72．7％と高い

のに対し、資本の2分の1未満を所有している企業の場合では54．3％、資本の2分の1以上を

所有している企業の場合は31．7％にとどまっている。

逆に、「ランニングロイヤルティ有」の比率は、資本関係がない企業への輸出の場合は

73．9％であるが、資本の2分の1未満を所有している企業の場合は74．1％、資本の2分の1以

上を所有している企業では、87，8％と非常に高くなっている。

また、「ミニマムペイメント有」の契約については「イニシャルペイメント有」の契約と同様の傾

向を示し、資本関係のない企業への輸出の場合は14．8％であるのに対して、資本の2分の1

未満を所有している企業の場合は4．9％、資本の2分の1以上を所有している企業においては

0．0％となっている。（図3－26）

イニシャルペイメントを受領することは、技術開示に対する危険回避や一定の対価の確保、

また、ミニニマムペイメントを受領することは、最低限のロイヤルティを確保するという意味合い

があるので、資本関係の有無がこれらを受領するか否かの決定にあたっての重要なファクタ

ーとされているものと思われる。したがってアジアの中でも、資本関係のある企業への輸出の

比率が高い東南アジア諸国では「イニシャルペイメント有」の比率が低く、一方、資本関係の

ない企業への輸出の比率が高い韓国では「イニシャルペイメント有」の比率が高くなっている

ものと思われる。

H l O　 酬 …桓 棚 冊 醇 醍 28朋　　 8．6％I 藍 聖 ≡ 謬 0．2　　　 N ＝604件

2分の 1以上の所有 Illllll12・2棚 竜 19・5％　　　　　　　　 凱 3Y　　　　　　　　 炬 1別件

2分の 1未 満の所有　　　 25叫 日日酬 Ⅲ駐 蓬 23劇 壇 4・9乳書 芸≡妄≡≡≡±45 ．7Y　　　　　 N －81件

資本 関係なし 削刷細 孔 1棚 Ⅲ酬椚i憎 謹 注 出 33・0％　　 13・司 m 薩 墓 室 2 6牒 ≡ ≡∃ N －35 2

田イニシャルのみ　　　　 のイニシャル 十ランニング ■イ二＋ラン＋ミニ

匂ランニング＋ミニマム　 臼ランニングのみ

図3－26．技術輸出契約の対価の受取方法（資本関係別）
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（2）料率

「ランニングロイヤルティ有」の契約（468件）について、その料率（有効回答405件）をみると、

全体では「2％以上5％未満」の占める比率が高く、約半数（45．2％）となっている。次いで、

「単価建て契約」が19．5％、「2％未満」が14．8％となっており、「8％以上」の契約は3．7％と非

常に少ない。

ゾーン別にみると、5％未満の料率での契約比率が北アメリカ（63．2％）、アジア（62．1％）で

高く、単価建て契約の比率がヨーロッパ（29．0％）で高い。（図3－27）
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9・3％ l…脚…………………酬 l5 1叫 ………酬 ………Ⅲ 酬 …胴月 15・9％ヨ 3・7％室15 ・4痘 拳 ・5％　 N＝377

14朋 1洲冊 酬 酬 …l腑 桓 2棚 Il…l醐 冊 …剛………田 11・9欄 3 ・7痘 蓬 19・5鷺蟄 ・9女　 N ＝405件

4 3 7％
19 ・5％　 mllllllll酬 Illlllll酬 Illlillim 酬 i冊 Ⅲ 酬 冊 酬 服 1“ 呵1 9．2％t 覧 15・1接 計 1％ N 工87 件

9・7％ …酬 …剛…………4 1調 醐 川………ll酬Ⅲ…Ⅲ 躍 12・9％田 4・8％叢 叢芸 2 9朋 蓬 髪 笈 匝 X N ＝62件

14・5　 酬 冊 冊 酬 間恒 ・7棚 l冊l酬 …l酬……酬肩 12調 ヨ 1・7％15・7％謝 ・咽　 ＿

0 2％未 満　 0 5％未満　 ロ8％未満　 き8％以上　 臼単価建て契約　 8 期間あたり契約等

図3－27．ランニングロイヤルティの料率（ゾーン別）

国・地域別にみると、韓国、フィリピンでは、5％未満の料率での契約比率が約4割程度にと

どまっており、料率の低いアジアの中では比較的高い料率になっている。（図3－28）
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13・8％　棚I刷酬…舶酬 …………睡一戸．細 …………Ⅲ……剛酬 …l洞 菱＿1．苧∴璧懇 篤N＝29件

11・8日…l…冊肌用…l肛中細順刷酬旧隋爾酔5調川顕H□■因 11・8唱　 N＝17件

16・7％ ll皿仙川臓 川棘仙川川川川川川川胴M測恒亘川Ⅲ皿臓 皿田11Ⅲ臓酬Ⅲ川棚膳8・3％蔓】N工12件

7・7棚 …………1………l…l冊 川…胴酬Ⅲ …ll桓 手冊 l…川冊…Ⅲ…刷Ill川皿l…Ⅲ…冊7・7秒 ・呵　 N＝13件

14・3％　Ⅲ…酬腑 叫 細……l……囲 醍 28・6％　　 14・3％E ＿＿14・3果一望】 N＝7件

ロ2線満 蛸 未満 膵 未満 ・3％以上 蛸 価酢 契約 醐 聞あたり契締 I

図3－28．ランニングロイヤルティの料率（国・地域別）

輸出先企業との資本関係別にみると、資本関係のある企業に対しては5％未満の料率での

比率（75．0％）が高く、資本関係のない企業に対しては5％未満の料率での比率（51．1％）が

低く、単価建て契約（26．4％）の比率が高くなっている。（図3－29）

H 1 0

2 分 の 1以 上 の 所 有

2 分 の 1未 満 の 所 有

資 本 関 係 なし

14朋 11欄川…冊 酬……酬 …4 5・2棚 …………冊 ………………駐 1 1・9％E 3 ・7％室圭 1 9 5 橙 ′：‥つ 三4・9 i N ＝4 0 5 件

．
2 6・7％　 l冊 ………………冊…附 8・3棚 ………酬 …………l酬… llIl闇 13 調 h 6調 う：4％ N ＝1 1 6件

1 3朋 1冊 州 側 開 脚 酬 5 0 0細 …l酬 聞 棚 酬 旧 1 1・1増 刷 三2 0・4％十 牒 顛 N ＝封 件

9 5用 刷 冊 ……Ⅲ 恒 6棚 …………………川冊 1 1・3噌 ヨ 5・2％：′：： 2 6・哨 ′∴　 ‾恒 叫 N ＝2 3 1件

□ 2％未 満　 8 5％未 満　 田 8％未 満　 ■ 8％以上　 口単 価 建 て 契 約　 日期 間 あ た り契 約 等

図3－29．ランニングロイヤルティの料率（資本関係別）
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3．7．独占権・再実施権

技術貿易の契約上、支払方式以外に定められる権利の代表的なものとして契約相手先の国

内における「独占権（製造権または販売権）」、及び輸出した技術を契約相手先が第三者に移

転することができる「再実施権」が挙げられる。

まず、独占権の有無についてみると、「独占権有」の契約は、全体の25．1％であり、ゾーン別

にみると北アメリカ（28．2％）で高くなっている。前年度と比較して、北アメリカでの「独占権有」の

比率が増加している。

次に、再実施権の有無についてみると、「再実施権有」の契約は、全体の12．6％であり、ゾー

ン別にみると、アジア（6．1％）で特に低くなっている。（表3－9，図3－30～32）

表3－9．独占権・再実施権有の契約（ゾーン別）

独 占権 有 再 実 施 権 有

H 9 H l O 増 減 H 9 H l O 増 減

全 体 2 2 ．9％ 2 5 ．1％ 2 ．2 1 0 ．0％ 1 2 ．6 ％ 2 ．6

北 ア メ リカ 2 3 ．5％ 2 8 ．2 ％ 4 ．7 1 5 ．4％ 2 3 ．5％ 8 ．1

ヨー ロ ッ パ 2 7 ．2％ 2 6 ．8％ －0 ．4 1 5 ．5％ 1 8 ．8％ 3．3

ア ジ ア 2 1．4％ 2 3 ．4 ％ 2 ．0 6 ．1％ 6 ．1％ 0 ．0

0 ％　　　　　 10 ％　　　　　　 2 0 ％　　　　　 3 0％　　　　　　 4 0 ％　　　　　　 5 0 ％

H 5

H 6

H 7

H 8

H 9

H l O

北 ア メ リカ

ヨ－ ロツバ

ア ジ ア

要論 嗣 3 4 ．6 ％

1 1 3 ．6 ％

N ＝6 1 9 件

N ＝7 2 2 件

N ＝7 5 7 件

N ＝8 3 3 件

N ＝6 1 9 件

N ＝6 7 3 件

N ＝1 4 9 件

N ＝1 1 2 件

N ＝3 7 6 件

孝禦移ドル，．影野閉環深影野閉 閻一一一一一　　　　 ” パ＿前”′′．一越 糾 捌 3 4 ・3 ％

け 8 ％

躇 蹄 狩 狩 隊 形 隋 拶 聯 閤 2 7 ・7 ％

1 7 ．4 ％

姻戯乱ヨ櫨剋た2　　　　　　　　　　　　　　　 2 3 ．5 ％

17 ．7 ％

2 2 ．9 ％

1 10 ．0 ％

堀 拶 珍 物 皺 訝 群 解 放 靴 倒 診 嘲 鋤 2 5 ．1 ％

l 1 2 ．6 ％

甥嘘 胸 細 物 級 款 腰浩次 浩 纏 艶 渉 翳 鋒 忽 喝 2 8 ・2 ％

l 2 3 ．5 鴬

Z ノ　　　　　　　　 グ　　　　 ー　　′　　　　　　　　　　　 ．；’・

1 1 8 ．8 ％

・ジ′　・′　・　　　 ・　　　　　　　　 だ・　　　　　 一l・

1 6 ．1 ％

I 醜 占 権 有　　 田 再 実 施 権 有 l

図3－30．独占権・再実施権有の契約（ゾーン別）
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H 5　　　　　　 H 6　　　　　　 H 7　　　　　　 H 8　　　　　　 H 9　　　　　 H l O

図3－31．「独占権有」の比率の推移（ゾーン別）
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2 0％

1 5％

1 0％
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H 5　　　　　 H 6　　　　　 H 7　　　　　 H 8　　　　　 H 9　　　　　 H l O

図3－32．「再実施権有」の比率の推移（ゾーン別）
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国・地域別にみると、「独占権有」の比率は、インド（32．0％）、インドネシア（31．8％）において

高くなっている。一方、「再実施権有」の比率は、ドイツ（24．2％）、米国（24．1％）が比較的高く

なっている。（図3－33）

図3－33．独占権・再実施権有の契約（国・地域別）
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3．8．技術の種類

技術輸出契約に含まれる技術の種類について、特許・ノウハウ・商標・出願中特許・実用新

案・意匠に区分して分析した＊。

（＊注）これらの技術の種類を重複して含む場合は、各々についてすべて回答されている。

（1）特許・ノウハウ・商標

特許・ノウハウ・商標の含まれる比率をみると、特許は全契約の45．4％、ノウハウは80，3％、

商標は14．1％含まれており、多くの契約にノウハウが含まれていることがわかる。

ゾーン別にみると、特許を含む比率は、ヨーロッパ（60．2％）及び北アメリカ（58．0％）で高く、

アジア（34．4％）で低い。ノウハウを含む比率は、逆にアジア（89．9％）で高く、ヨーロッパ

（70．8％）及び北アメリカ（60．7％）では低くなっている。また、商標を含む比率については、ヨ

ーロッパ（17．7％）で高くなっている。

経年推移をみると、全体では特許有りの比率が減少傾向にあったが、平成10年度は大きく

増加（＋8．8ポイント）している。（表3－10，図3－34～36）

表3胃10，特許・ノウハウ・商標有の契約の比率（ゾーン別）

特 許 有 ノ ウハ ウ有 商 標 有

H 9 H l O 増 減 H 9 H l O 増 減 H 9 H l O 増 減

全 体 36．6％ 45 ．4％ 8．8 80．0％ 80 ．3％ 0．3 13 ．4％ 14 ．1％ 0．7

北 ア メ リカ 5 3．7％ 58 ．0％ 4．3 6 1．8％ 60 ．7％ －1．1 8 ．接 14 ．0％ 5．9

ヨー ロ ッ パ 4 7．6％ 60 ．2％ 12．6 66．0％ 70 ．8％ 4．8 16 ．5％ 17 ．7％ 1．2

ア ジ ア 2 7．7％ 34 ．4％ 6 ．7 89．9％ 89 ．9％ 0．0 14 ．4％ 13 ．6％ －0．8
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35．6％

聯 甥 珍 桝 彬 孝竹　　 ソ5 ブ　　　 搾 形材 捌 80．硝

13．4 ％

4 5．4％

須瘍該須頚杵 形　　　　　　 ”ジ　　　　　　 聯 ＃杉 乃閲 80 ．3％

14．1％

58 0％
㌣雄 幸ち　　　　　　　　 プ　 捌 60．7 ％

14．0％

60 2％

蓼形　　　　　　　　　　　　　　　　　　 プ70．8％

11 7．7％

34．4％

解 物 物 姥 勿　　　　 堺　　　　　　　　　　　　 捌 89．9％

13．6％

I ・特 許 有　 田ノウ ハ ウ有　 口 商 標 有 i

図3－34．特許・ノウハウ・商標有の契約（ゾーン別）
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5 0 ％

4 0 ％

3 0 ％

2 0 ％

1 0 ％

0 ％

汁 ・．‾ ‥ ∴ 財 ‾．一 ．　　　 ‾十 ニ ・二 ノ 4 5 朋

： 讐 二 二 号1 朋 － 3 9 ・7 ％→ 3 9 朋 － 3 6 ．6 ％ ．＿ ▲

、 1ト ー 一肩 ・－ ▲‥ 一 ・一 一一 ■r ・一 ′ ‥ －■‥ 一北 ア メ リカ

一 一×一 一　ヨー ロ ッパ

一 一▲ 一一 ア ジ ア
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図3－35．「特許有」の比率の推移（ゾーン別）
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図3－36．「ノウハウ有」の比率の推移（ゾーン別）

国・地域別にみると、特許を含む契約の比率は、ドイツ（72．7％）、米国（58．7％）において

高くなっている。

ノウハウを含む契約の比率はドイツ（57．6％）及び米国（59．4％）において低く、アジアの国・

地域で高い値を示している。中でもインド・インドネシア・フィリピンにおいてはすべての契約

にノウハウが含まれている。これらの違いは輸出される技術及び形態の違い、輸出先の技術

消化能力の違い等が影響を与えているものと思われる。

商標を含む契約の比率については、フィリピン（30．0％）、英国（19．2％）で他の国・地域より

高くなっている。（図3－37）
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図3－37．特許・ノウハウ・商標有の契約（国・地域別）
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次に、輸出先企業との資本関係との相関について、特許・ノウハウを組み合わせて分析す

る。全体についてみると、「ノウハウのみ」の契約が一番多く、全体の48．7％を占めている。以

下、「特許＋ノウハウ」が31．6％、「特許のみ」が13．8％、「その他」が5．9％となっている。

契約相手先企業との資本関係別にこれらの組合わせについての特徴をみてみると、「特許

のみ」の比率に大きな違いがみられ、資本関係のない企業への輸出の場合、「特許のみ」は

18．4％であるのに対して、資本の2分の1未満を所有している企業の場合は11．3％、資本の2

分の1以上所有している企業の場合は4，0％と低くなっている。逆に、ノウハウを含む契約の

比率は、資本関係のある企業への輸出の場合の方が、資本関係のない企業への輸出の場

合より高くなっている。（図3－38）

H 5
1 …　　 3 2 ・7 遠 出 拉 臓 忽 2　　 5 ・0

2 ．2 ％　 N ＝6 2 6 件

H 6
ンk′ノン拗槻

9 7 ％　 ′． 塀 禦 莞 ノ〟．′　　　 筋 姦 て　　 旦 芋．一一 1 ・8 ％　 N ＝7 1 1件

H 7 13 ．2 ％　　　　　　 2 6 ．5 ％　　　　　　　　　　　　　　　　 ‾7 ．2 t 3 ・2 ％　 N ＝7 5 9 件

H 8
ジ′よ．シ仙 ー4ー

ほ 2％　　　　 20 ・8 ％　　　　　　　　　　　 ・3 ％　　　　　　　 一一一 5 ・7 ％　 N 工糾 2 件

H 9 14 ・1％　　　 2 2 ・6 ％　　　　　　　　　　　 7 ・5　 ‾‾‾‾　　　　　　　 5 ・8 ％　 N ＝6 19 件

H l O 1 3 調　　　　 3 1・望 管 ㌃ 冒 媚 粧 搬 槻 耀 闇 巴 ・ 5 ・9 ％　 N ＝6 7 4 件

2 分 の 1 以 上 の 所 有
H叫 ん

4 禦 畢 帯 搾 乳 禦 禦 琴 ．．ゥ　　　　　　　 4 ・9 ●
8 ・可 N ＝17 昨

2 分 の 1 未 満 の 所 有
感知㌢ 叫用 品．

1 1 ・3 甥 際 採 乳 聖 獣 畢 潤 那 関 野 警 ′ル　　 5 ・0 3 調　 N ＝8 0 件

資 本 関 係 な し
蒜 義 ‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾ 鞄 適 禦 弾 脚 開 抗 蘭観饅　　 7 ・2 ．‾ 5 ・7 ％　 N ＝4 0 7 件

田 脚 の み　 日 掛 ノ ウ ハ ウ　 ロ ノ ウ ハ ウ の み　 ロ そ の 他 l

図3－38．技術輸出契約の技術の種類（資本関係別）
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（2）特許内包契約に含まれる特許数

新規の技術輸出契約中、「特許」及び「出願中特許」を含む271件（無回答35件を除く）に

ついて、内包する特許数を分析したところ、「2件以上10件未満」の比率が46．5％と最も高く、

「1件」の17，0％とあわせて、6割以上の契約については内包する特許数が10件未満となって

いる。また、資本関係のない企業への輸出の場合は「1件」の比率が資本関係のある場合より

高くなっているのも特徴である。（図3胃39）

H 5

H 6

H 7

H 8

H 9

H 1 0

2 分 の 1 以 上 の 所 有

2 分 の 1 未 満 の 所 有

資 本 関 係 な し

2 0 ．1％
．6

5 1 調　　　　　　　 腰 謬 18 ．0 ！喝 滋鰹■ ■ 6 ．8　　 N 工2 7 8 件

4 ．1％

9 ．2 ％ 6 1 朋　　　　　　　　　　　　　　 2 0 ．7　　　　　 ．4 ％　 N ＝27 1 件

4 ．0 ％
l 15 ・4 ％ l　　　 5 0 朋　　　　 戯　 1 2 ・1 囁　 N ＝27 3 件

2 0 、1 ％ 4 7 ・3 ％　　　　　 儲 E 哀痛　　 ・2 叫 8 ・叫　 N ＝2 83 件

12 2 ・1％ I　　 5 5 ・8 ％　　　 龍 野 融 訝 堪 N ＝1鵬

17 朋 l　　　 4 6 ・5 ％　　 ′、ぎバノ購 読 軍 覇 記 ．。歌 』　 N ＝2 7 1件

7 可　　　　 5 3 ・8 ％　　　　 頂経空調 覇監30 ・8　 ，．。 ・1 N ＝。5 件

9 ．7 ％ 5 1・6 ％　　　 、 瀾 延 酔 2 ・即腰 ． ■招 ． ■■16 ・叫 喜　 N ＝3 1 件

2 1 ．2 ％ 4 2 ・9 ％　　　 、碩 ヨ 狂 寧1・8　 l 2 ・叫 ＝ ・叫　 N ＝1 7 0 件

巨 1 件　 □ 州 件　 ロ 1 0 － 5 0 件 ・ 5 0 － 1 0 0 件 ・ 1 0 0 件 以 可

図3－39．特許内包契約に含まれる特許数
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（3）出願中特許・実用新案・意匠

全技術輸出契約について、出願中特許・実用新案・意匠の含まれる比率をみると、出願中

特許は全契約の19．3％、実用新案は9．8％、意匠は7．4％であり、前年度と比べて全て増加し

ている。

ゾーン別にみると、出願中特許はヨーロッパで、及び意匠はアジアで他のゾーンより高くな

っている。（表3－11，図3－40）

表3－11．出願中特許・実用新案・意匠有の契約（ゾーン別）

出 願 中 特 許 有 実 用 新 案 有 意 匠 有

H 9 H l O 増 減 H 9 H l O 増 減 H 9 H l O 増 減

全 体 12 ．6％ 19．3％ 6．7 4．7％ 9 ．8 ％ 5 ．1 6 ．0％ 7 ．4％ 1．4

北 ア メ リカ 13 ．2％ 2 0．0％ 6．8 5．9 ％ 6 ．0 ％ 0 ．1 3 ．7％ 2 ．7％ －1．0

ヨー ロ ッ パ 17 ．5％ 2 5．7％ 8．2 4 ．9 ％ 7 ．1％ 2 ．2 4 ．9％ 2 ．7％ －2 ．2

ア ジ ア 1 1．0％ 15．7％ 4．7 4 ．6 ％ 12 ．5 ％ 7 ．9 7 ．2％ 10 ．9％ 3 ．7

図3－40．出願中特許・実用新案・意匠有の契約（ゾーン別）

一44－



4．技術分類別の分析結果

第3章では、技術輸出の全般的な動向について概観してきたが、本章では輸出された技術

の内容別に細かく技術輸出の状況をみる＊。

（＊注）技術分類について

輸出された技術を分類するた糾こ、本調査では、日本標準産業分類を基に当研究所において作成した
「技術分類」（48分類）〔以下技術分類別と呼ぶ〕を用いた。

また、本書においては、この48の技術分類以外に、技術分類を電気・機械・化学・金属・その他の大きく5

分野に統合した分類〔以下技術分野別と呼ぶ〕も用いて分析する。（資料表3－2～3）

4．1．技術分類別技術輸出状況

平成10年度に新規に輸出された技術の内容を技術分野別にみると、「電気」分野が29．7％

で最も比率が高く、「機械」分野が26．7％、「化学」分野が17．0％、「金属」分野が11．8％、「その

他」分野が14．8％となっている。「化学」分野については、年々減少傾向にあり、前年度に引き

続き減少（－0．6ポイント）している。（図4－1）

技術分類別にみると、「輸送用機械」（14．3％）が7年間連続して最も多く、全体の1割以上を

占めている。次いで、「電子部品・デバイス」（8．4％）、「電子計算機」（7．1％）、「医薬品」

（6．6％）といった技術が上位を占めている。（表4－1）

H 4 29 ・2％　　　　 2 3・5％遷 田 1 9調 、、、 肺 1・1測 1 6 朋 N 工7 1 2 件

N ＝6 2 6 件

N 工7 3 0 件

N ＝7 6 6 件

N ＝8 4 2 件

N ＝6 2 0 件

N ＝6 7 7 件

H 5 1 m 2 5 ・7％　　　 2 2・2瑠 醇　 2 5・7％、 ノ　 距 酬 1 5・3％

H 6 ■ 漢 24 朋　　　　 2 8調 ］ Ⅱ E　 2 1 朋　 …ll…1 4 ・5欄 1 1・5％

H 7 2 7 ・0％　　　　 2 4・9増 田　 20・6％　 Ⅲ 陣 叫 …Ⅲ 12・8％

H 8
2 8 ・9％　　　　 2 2・叫 雪 路　 2 0調 】腑 5・1州 】 13 ・2％

H 9
2 7 朋　　　　 2 4・2％甥 訂 1 7・6％　 腑 2・7％冊 17 ・9％

H l O
2 9t7 ％　　　　 2 6・7％　　 1 7胱　 腑 1捌 睫 14 朋

■ 気　　　 臼 機 械　　　 口 化 学　　　 皿 金 属　　　 ロ そ の 他

図4－1．輸出技術の技術分野別内訳
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表4－1．輸出技術の技術分類別上位10分類

…
…

工．．．．．．．．．．．：誉㌦・．こ芋芋誉．予 ．．黒

冊 拓 倒魂 害恰 冊 拓 害蛤 拐 防遠路 イ 害恰

輪調 節 j　9 13． 輪調 皺 6 10． 110 17．

。昆，・デ′V ス 手　47［ a 臣頭品 5） 8 P
57 且

電欄 45 丘 油 凱肛E ・石鹸・塗料 41 6 45 7

巨頭品 42 毘 。昆ドデ′V ス ：労 丘 槻 ヒ学 亜 7 1

llコロ
密　 生 電］等傾機 刃 6 1 。品・デベイス 亜 丘

‥電球・照明汚具 ：翌 ＆ lPロ 訳 E lPロ 3 5

有機化学 認 ま ＝葡求・照明相見 3） 4 囲芦品 刀 4

窯業 ：石 ま 葡樹ヒ学 乃 4 漸 騰 臨 瑠 4

油脂加工・召験・塗料 あ ユ 磯 ・無組新潮賊 Z3 a 非鉄金属 苫 4

ラジかルビ・珊 県 万 ユ 窯業 2 1 湖 訪肛L ・召験・塗杵 27 4

その他 ま沿 亀 その他 25 姐 その他 雅 範

合 計 712 1（n 合 計 肪 1（n 合 計 Ⅷ 1（n

・．．．．．∴養・一詰 ：姜去・∴‥‥．∴ ∴・・

壬労相 拓 割合 冊 拓 害蛤 冊 拓 害恰

115 15． 輪鋼 船 q i 11． ● 12

電子書簡腺 51 a 糾 10． 部品・デ′V ス 44 7 1

電子部品・デ′V ス 51 6 葡樹ヒ学 ① 7 1 、 ・配覚・ 33 毘

伯 丘 。昆ドデ′Ⅴス ⑬ 毘 31 5

非的金属 ・蛇 丘 P ：沿 亀 盟 4

巨頭品 ：労 5 1 そ㈱ ヒ芋製品 ：汀 A プラスチック製品 ：お 4

湖凱Ⅱ二・石験・塗料 詭 4 ‥電線・照翔雪見 苫 A 医薬品 あ 生

‥電線・鵬闇県 詭 4 ・配電・ 34 4 lP口 ：拠 a

磯 ヒ学 32 4 芸事 a 24 且

プラスチック製品 乃 ユ 27 a ヒ学 24 ユ

その他 2弧 鼠 その他 盈 41． その他 3 1 低

合 計 ●●1（n 合 計 朗2 1α1 合 計 （辺）1（n

鋤 絡 害蛤

輪 割 賦 9 7 14

部 品 ・デ ′V ス 訂 8

ヒl＿　　こき 亜 7．1
P

　ヽlコ 亜 丘
ロ

37 5

31 4

、 ・転覧 ・ 石 ま

非跡金 属 5 ま

・電球 ・照明㌍具 ：狙 ユ

llコ 24 ！ ユ
ロ

その 他 】 2糾 叙

合 計 6γ7 1（n
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4．2．契約相手先国・地域

技術分野別に契約相手先のゾーンの特色をみると、すべての分野でアジア向けの比率が最

も高くなっている。しかし、前年度と比較すると「化学」「電気」「金属」分野でアジアの比率が減

少しており、特に「化学」分野で2年連続して大きく減少している。近年拡大を続けていたアジア

への技術輸出が、アジア経済危機の影響等により伸び悩んでいると思われる。

（表4－2，図4－2～4）

表4－2．契約相手先ゾーン（技術分野別）

北 ア メ リカ ヨ ー ロ ッパ ア ジ ア そ の 他

H 9 H l O 増 減 H 9 H l O 増 減 H 9 H l O 増 減 H 9 H l O 増 減

全　 体 2 1 ．9 ％ 2 2 ．2 ％ 0 ．3 1 6 ．6％ 16 ．7 ％ 0 ．1 5 6 ．0 ％ 5 5 ．8％ －0 ．2 5 ．5 ％ 5 ．3 ％ －0 ．2

電　 気 2 0 ．5 ％ 1 9 ．9 ％ －0 ．6 9 ．9％ 15 ．9 ％ 6 ．0 6 5 ．5 ％ 6 1．7 ％ －3 ．8 4 ．1％ 2 ．5 ％ －1．6

機　 械 1 9 ．5 ％ 1 8 ．8 ％ －0 ．7 18 ．8 ％ 17 ．7 ％ －1．1 5 6 ．4 ％ 5 8 ．6 ％ 2 ．2 5 ．4 ％ 5 ．0 ％ －0 ．4

化　 学 2 6 ．0％ 3 2 ．2％ 6 ．2 2 4 ．0 ％ 2 0 ．9 ％ －3 ．1 4 5 ．2 ％ 3 8 ．3％ －6 ．9 4 ．8％ 8 ．7 ％ 3 ．9

金　 属 24 ．4％ 1 7 ．5％ －6 ．9 1 1 ．5 ％ 11 ．3 ％ －0 ．2 6 0 ．3 ％ 6 0 ．0％ －0 ．3 3 ．8 ％ 1 1 ．3 ％ 7 ．5

そ の 他 2 2 ．0％ 2 5 ．0 ％ 3 ．0 2 0 ．3 ％ 16 ．0 ％ －4 ，3 4 8 ．3 ％ 5 6 ．0％ 7 ．7 9 ．3 ％ 3 ．0 ％ －6 ．3

H l O　　 S ■ 22 ・2％■ l■ 藍 匿16・7％　　　　　　　 55調 5．3％　 N ＝67 7件

電 気　　 書 漢 19・9％■ 漢 瑠 15朋 ヨ　　　　　　 61．7 ％　　　　　　 ．彿 N ＝20 1件

機械　　 喜 18調 ■ 喜遷 17・7噌 匡　　　　　　 58．6％ 5朋　 N ＝18 1件

化学　　 － 3 2・2x　　　　 20・9 咽 醇　　　 33朋　　　 巨 7％
N ＝115 件

N ＝80 件

％　 N ＝10 0 件

金 属　　 i 1 7・5 ％喜 嗣 11・3帽　　　　　 60調　　　　　 い 1・3％

その 他　 S S l 2 5朋 題 喜 E 1 6叫 図　　　　　 56朋　　　　　 3・

■ 北 アメリカ　　　 ロ ヨー ロッパ　　　 ロ ア ジア　　　 ロ その 他

図4－2．契約相手先ゾーン（技術分野別）
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4 0 ％

3 0 ％

2 0 ％

1 0 ％

0 ％

．▲

一一← 全 体

ー‥ ■‥ －電 気

－ ・×一 一 機 械

－ ・▲ ・一 化 学

一一づ終一一一金 属

題　　　　　　　　　　　　　　 ′
′　 、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノ′

ノ′
．ギ　　 ノX 、・・、 ′∫

バ ド　　 ノ 〆 2 2 ．誓 一智 竺 司 2 2 ‘2 ％

た 1 9 ・0 ％増 1 8 ・6 ％＝一一＝ 1 E 1 8 ・7 ％　　 ′．

‾．－ イ

H 5　　　　　 H 6　　　　　　 H 7　　　　　 H 8　　　　　　 H 9　　　　　 H l O

図4－3．契約相手先ゾーンが「北アメリカ」の比率の推移（技術分野別）

8 0 ％

6 0 ％

4 0 ％

2 0 ％

h J ニー ニ 勲 議 恵 一 ▲ ・・・ ・・・・・・・・・・

‡ 5 6 ・2 ㌧ ノ ’’、‘さ ま 昌… 苧 5 6 ・0 ％づ 5 5 ・8 ％

一一一ト－ 全 体

‥ －1 ‥ ・電 気

－ ・×一 一 機 械

一 一▲ 一一 化 学

／ ′　　　　　　　　　　　　 、ゝ

∠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、 、
－ 1⇒トー・l ・・金 属

　 、 ’▲

H 5　　　　　　 H 6　　　　　　 H 7　　　　　　 H 8　　　　　　 H 9　　　　　 H l O

図4－4．契約相手先ゾーンが「アジア」の比率の推移（技術分野別）
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技術分類別にみると、全技術輸出契約の傾向と比較して、北アメリカへの輸出の比率が高い

技術は、「プラスチック製品」（47．4％）、「医薬品」（叫．4％）及び「その他の化学製品」（40．9％）

であり、ヨーロッパへの輸出の比率が高い技術は「医薬品」（33．3％）である。「医薬品」につい

ては、欧米向けの輸出で8割近くを占めており、他の技術分類と傾向が異なっている。それ以

外のほとんどの技術分類ではアジアへの輸出の比率が4割以上を占めているが、中でも「発送

電・配電・産業用電気機械」（88．0％）についてはアジア向けの比率が非常に高くなっている。

同じ技術分野でも技術分類によって輸出先のゾーンが大きく異なっていることがわかる。

（図4－5）

輸 送 用 機 械

電 子 部 品 ・デ バ イ ス

電 子 計 算 機

医 薬 品

そ の 他 の 機 械

鉄 鋼

発 送 電 ・配 電 ・産 業 用 電 気 機 械

非 鉄 金 属

民 生 用 電 気 機 械 ・電 球 ・照 明 器 具

金 属 製 品

そ の 他 の 化 学 製 品

そ の 他 の 産 業

プ ラ ス チ ッ ク 製 品

ラ ジ オ ・テ レ ビ ・音 響 器 具

有 機 化 学

寡 1 2 ・4 ％ 貯

■ 喜 2 4 ・6 ％

■ 書 漢 3 1 ・

3

■ 8 2 2 朋

帥 l

■ 1 6 調 ■ 】

l 些 ＿担 ＿

寡 1 2 ・5 ％ ■ 欝

8 1 5 ・O X

喜 1 1 調 l 5 ・9

m 1 2 ・5 欄 6 ・

■ 北

1 5 ・5 瑠 q ＋ ＋ 了 ＋ も　 6 4 調　　　　　 巨 2 ％ N ＝ 9 7 件

N ＝5 7 件

N ＝4 8 件

N ＝4 5 件

N ＝3 7 件

N ＝3 1 件

N ＝2 5 件

％ N ＝ 2 5 件

N ＝2 4 件

N ＝ 2 4 件

N 工2 2 件

％　 N ＝ 2 0 件

N ＝ 1 9 件

N ＝ 1 7 件

N ＝ 1 6 件

〃 喜 話 1 2 型 軋 バ　 ー・ 、 言 随 2 ㌢

3 x 　　　　　　 2 2 劇 瞥 ∴　　　 4 5 ・8 ％ Y

4 4 調　　　　　　 3 3 ・3 増 ∃ ∃ 腋 1 1 ・可 1 …

5 ．1 ％　　　　　 1 0 ．8 ％ ，　　　　　　 4 8 ．6 ％ 5 ．4

〃 m □ 1 2 朋　　　　　 5 1 ・6 ％　　　 つ 1 2 ・9 ％

8 8 ．0 ％

4 ・0 ％　　　　　 ‥ 7 6 ・O X 　　 か、′　　　 卜

露　　　　　　 7 0 ・8 X 二、　　　　 い 2 ・5 ％

1 6 ・7 第　　　　　 封 ・2 第 、さ　　　 1 1 6 ・7 第

4 0 ．9 ％　　　　　　　 4 ．5 ％　　　　　　　　 5 4 ．5 ％

寡 藍 n 匪 頭 囲 F 　　　　 5 0 朋 5 ．0

4 7 ．4 ％　　　　　　　　 5 ．3 ％　　　　　　 ‾　 4 7 ．4 ％

％　　　　　　　　　　　　　　 7 6 ．5 ％ 5 ．9

3 ％　　　　　 6 2 ・5 ％　　　　 l 1 8 調

ア メ リ カ　 軒 ロ ツ バ　 ロ ア ジ ア　 ロ そ の 他 l

図4－5．契約相手先ゾーン（技術分類別）
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次に契約相手先国・地域について技術分野別にみると、国・地域ごとに傾向が大きく異なっ

ている。例えば、アジアにおいて技術輸出件数の多い国・地域を比較した場合、台湾、中国で

は、「電気分野」（それぞれ47．1％、42．6％）の比率が高く、インドでは「機械」分野（48．0％）の

比率が高い。また、インドネシアでは「化学」分野（27，3％）の比率が高くなっている。（図4－6）
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邑機械　　 □化学
①金属　 ロその他 l

図4－6．輸出技術の技術分野別内訳（国・地域別）

技術分類別にみると、多くの国・地域で「輸送用機械」が上位を占めている。「輸送用機械」

に関する技術は平成10年度の全技術輸出件数の14．3％であるが、幅広い国・地域に輸出さ

れている。中でも、アジアのうち、韓国、タイ、インド、インドネシア、マレーシアにおいては、最も

多い技術となっている。

「輸送用機械」以外の技術については、国・地域によって上位の技術が大きく異なっており、

米国では「医薬品」が、また、中国では「発送電・配電・産業用電気機械」が一位となっている。

（表4－3）
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表4－3．輸出技術の技術分類別内訳（国・地域別）

窯 ．嘲こ．．′、ノ　〃　′′ダ〃　述　　　　　　　　　　　　　 鍔竃
技 術 分類 件 技 術 分類 件 痍術 分 類 件 数

医薬 品　　　　　　　　　　　　　 19 輸 送 用 機械 5 輸 送 用機 械 6

電 子 計 算 機　　　　　　　　　　 1 電 子 計 算機 4 そ の 他 の電 子 応 用装 置 3

電 子 部 品 ・デバ イ ス　　　　　　 1 3 そ の他 の 産 業 3 そ の他 の機 械 3

そ の他 の機 械　　　　　　 ！ 1 2 医薬 品 3

プ ラ スチ ック製 品 9 林 水 産 業 2

貸 送 用機 械 9 属 製 品 2
l

そ の 他 の化 学 製 品　　　　 】 9 l
］

鋼
I

非 鉄 金属

そ の 他 の産 業 ．3
1

線 ・無 線 通 信機 械 3 l

属製 品 3

そ の 他 3 そ の他 14 そ の他 14

合　 計 13 合　 計 3 3 合　 計 2 6

技 術 分類 件 技術 分 類 件 技術 分 類 件 数

送 電 ・配 電 ・産 業 用 電 気機 械 1 電 子 部 品 ・デバ イ ス 1 2 送 用機 械 13

子 計 算機 ．電 子 計 算機 8 電 子 部 品 ・デ バ イ ス 6

送 用 機械 9 送 用機 械 5 そ の 他 の化 学 製 品 4

電 子 部 品 ・デバ イ ス 8 そ の 他 の機 械 5 そ の 他 の機 械 3

そ の 他 の機 械 属 製 品 5 生 用電 気機械 ・電 球 ・照 明器 具 2

生用 電気機 械 ・電球 ・照 明器 具 7 生 用電 気機械 ・電球 ・照 明器 具 そ の他 の一 般 産 業用 機 械 2

非 鉄 金 属 7 送 電 ・配 電 ・産業 用 電 気 機 械 鍋 2

そ の 他 の 電子 応 用 装 置 プ ラ ス チ ック製 品 3

に 分 類 され ない 製造 業 ラジ オ ・テ レ ビ ・音 響 器 具 3

料 晶 ・た ば こ 5 非鉄 金属 3

ヒ学繊 維 有機 化 学 2

機 化 学 力機 械 2

そ の他 3 1 そ の 他 12 そ の他 1 7

合　 計 1 1 5 合　 計 6 8 合　 計 4 9

技 術 分 類 件 技 術 分類 件 技 術分 類 件 数

送 用機 械 】 7 輸送 用 機 械 10 送 用 機械 8

鋼 l 5 非鉄 金 属 3 鋼 2

そ の他 の化 学 製 品 金属 製 品 2 有 機 化 学 2

ラ ジ オ ・テ レ ビ ・音 響 器 具 3

鉄 金 属 3

電 子部 品 ・デ バ イ ス 2

油脂 加 工 ・石 け ん等 2

属製 品　　　　　　　　　 手　 2 j
l

そ の他　　　　　　　　 8 そ の他 10 そ の他 10

．．カ
合　 計　　　　　　　 3 6 合　 計 2 5 合　 計 2 2

滅　ノ、
∵ ‡

ム∴＿披く、幣 義 博 弼 蜘 嘩 翠 ．

技術 分類 件 技術 分 類 件 数

輸 送 用 機 械　　　　　　　 I 5 そ の 他 の 産業　　　　　　　　　　　 3

漂流 電子 部 品 ・デバ イ ス 4 霊 芸 票志 デ バ イ ス ＝ 二 「 ＝ ：

－ － ‾‾‾‾‾‾ 「‾　‾‾憲ずー　ぷ童璽

そ の他 の産 業 2

2プ ラ スチ ック製 品

鵬繹 そ の他

1 9

そ の 他　　　　　 1　 4

合　 計 合　 計 1 1
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さらに、契約相手先の国・地域について、過去5ヶ年における契約件数が多かった上位9技術

「輸送用機械」「電子部品・デバイス」「鉄鋼」等に着目し、輸出先国・地域の経年推移をみると、

「電子部品・デバイス」において台湾が、「医薬品」において米国が、「非鉄金属」および「発送

電・配電・産業用電気機械」において中国が大きく伸びている。「輸送用機械」および「有機化

学」においては韓国、タイでの落ち込みが続いている。（図4－7～15）
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図4－7．技術輸出契約件数の推移（輸送用機械）
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図4－8．技術輸出契約件数の推移（電子部品・デバイス）
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図4－9．技術輸出契約件数の推移（鉄鋼）
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図4－10．技術輸出契約件数の推移（電子計算機）
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図4－11．技術輸出契約件数の推移（有機化学）
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図4－12．技術輸出契約件数の推移（医薬品）
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図4－13．技術輸出契約件数の推移（非鉄金属）
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図4－14．技術輸出契約件数の推移（民生用電気機械・電球・照明器具）
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図4－15．技術輸出契約件数の推移（発送電・配電・産業用電気機械）
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4．3．契約相手先企業との資本関係

技術輸出先企業との間の資本関係について、まず、全技術輸出契約の傾向と各技術分野

の傾向とを比較して分析する。

資本関係のある企業への輸出の比率は、「化学」分野（21．8％）において他の分野より低い傾

向がある。その他は各分野とも約4割で分野間の差は小さい。より資本関係が強い、資本の2分

の1以上を所有している企業への技術輸出の比率についてみると、「電気」分野が30．3％と他

の分野より高くなっている。（表4－4，図4－16～18）

表4－4．契約相手先企業との資本関係（技術分野別）

2 分 の 1 以 上 の 所 有 2 分 の 1 未 満 の 所 有 資 本 関 係 な し ＊

H 9 H l O 増 減 H 9 H l O 増 減 H 9 H l O 増 減

全　 体 2 6 ．7 ％ 2 6 ．0 ％ －0 ．7 10 ．3％ 1 2 ．3％ 2 ．0 6 3 ．0％ （1 ．0 ％） 6 0 ．1％ （1 ．2％） －2 ．9

電　 気 3 2 ．5 ％ 3 0 ．3 ％ －2 ．2 1 1 ．4 ％ 1 0，0 ％ －1．5 5 6 ．0％ （1．2 ％） 5 8 ．7％ （2 ．0％） 2 ．7

機　 械 3 2 ．7 ％ 2 7 ．6 ％ －5 ．0 10 ．0 ％ 14 ．9 ％ 4 ．9 5 7 ．3％ （1 ．3 ％） 5 5 ．8 ％ （0 ．6％） －1 ．5

化　 学 1 0 ．1％ 1 4 ．8％ 4 ．7 2 ．8 ％ 7．0 ％ 4 ．2 8 7 ．2 ％ （0 ．9 ％） 7 5 ．7 ％ （0 ．0％） －1 1 ．5

金　 属 2 0 ．3 ％ 2 8 ．8 ％ 8 ．5 16 ．5％ 1 3．8 ％ －2 ．7 6 3 ．3％ （0 ．0 ％） 5 7．5％ （2 ．5％） －5 ．8

そ の 他 3 0 ．9％ 2 5 ．0％ －5 ．9 1 1．8 ％ 1 7．0 ％ 5 ．2 5 7 ．3％ （0 ．9 ％） 5 5 ．0 ％ （1 ．0％） 胃2 ．3

（＊注）資本関係なしの（）内は、日系企業の比率である。

図4－16．契約相手先企業との資本関係（技術分野別）
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図4－17．資本の2分の1以上を所有している企業の比率の推移（技術分野別）
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図4－18．資本関係がない企業の比率の推移（技術分野別）
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技術分類別にみると、「非鉄金属」（52．0％）、「その他の機械」（51．4％）「民生用電気機械・

電球・照明器具」（50．0％）、「発送電・配電・産業用電気機械」（48．0％）において、資本関係

のある企業への輸出の比率が約半数を占めている。さらに、資本の2分の1以上を所有してい

る企業については、「鉄鋼」が38．7％と高い比率を占めている。

「医薬品」においては、資本関係のない企業への輸出の比率が84．4％と高くなっている。

（図4－19）
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図4－19．契約相手先企業との資本関係（技術分類別）
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4．4．契約期間

契約期間について技術分野別にみると、「化学」分野において、5年未満の短期契約の比率

が9．6％と低く、10年以上の長期契約の比率が14．8％と高くなっている。また、「金属」分野にお

いて、「工業所有権等の期間まで」の契約比率が43．8％と高い。

経年推移をみると、各分野とも5年未満の短期契約の比率が年々減少傾向にある。一方、年

数での契約比率が減少し、「工業所有権等の期間まで」の契約比率が全体的に増加傾向にあ

る。（表4－5，図4－20～23）

表4胃5．技術輸出契約の契約期間（技術分野別）

1 年 未 満 1年 以 上 5年 未 満 5年 以 上 1 0年 未 満 10 年 以 上 1 5年 未 満

H 9 H l O 増 減 H 9 H l O 増 減 H 9 H l O 増 減 H 9 H l O 増 減

全　 体 3．6％ 2．2％ －1．4 2 0 ．1％ 12 ．3 ％ －7．8 2 5 ．9 ％ 2 2 ．6％ －3．3 10 ．9％ 10 ．9％ 0．0

電　 気 6．8％ 1．（弼 －5，8 1 6 ．8 ％ 1 1．4％ －5．4 2 0 ．5 ％ 2 2 ．4％ 1．9 4 ．3％ 8．0％ 3．7

機　 械 0．7％ 0 ．（邦 －0．7 1 4 ．9 ％ 14 ．9％ 0．0 4 0 ．4 ％ 3 2 ．0％ －8．4 14 ．2％ 13 ．3％ －0．9

化　 学 1．9％ 2 ．6％ 0．7 2 0 ．6 ％ 7 ．0％ －1 3 ．6 1 5 ．（瑞 1 1．3％ －3．7 13 ．1％ 12 ．2％ －0．9

金　 属 0．0％ 1．3％ 1．3 2 2 ．5 ％ 12 ．5％ －1 0 ．0 3 6 ．6 ％ 2 6 ．3％ －10 ．3 16 ．9％ 3 ．8％ 胃13 ．1

そ の 他 6．5％ 9 ．（端 2．5 2 9 ．6 ％ 15 ．0％ －1 4 ．6 1 8 ．5％ 16 ．0％ －2．5 10 ．2％ 17 ．（瑞 6．8

1 5年 以 上 工 業 所 有 権 等 の 期 間 そ の 他

H 9 H l O 増 減 H 9 H l O 増 減 H 9 H l O 増 減

全　 体 2．0％ 1．（瑞 －1．0 2 3．（瑞 2 9 ．（瑞 6．0 1 4 ．6 ％ 2 2 ．0％ 7．4

電　 気 0．6％ 1．（邦 0．4 3 6 ．6 ％ 2 4 ．9％ 肩1 1 ．7 1 4 ．3 ％ 3 1．3％ 17 ．0

機　 械 0．0％ 0 ．0％ 0．0 1 6 ．3 ％ 2 2 ．7％ 6．4 1 3 ．5％ 17 ．1％ 3．6

化　 学 5．6％ 2 ．6％ －3．0 2 5．2 ％ 4 0 ．9％ 1 5 ．7 1 8．7％ 2 3 ．5％ 4．8

金　 属 4 ．2％ 2 ．5％ －1．7 9．9 ％ 4 3 ．8％ 3 3 ．9 9．9 ％ 1 0 ．0％ 0．1

そ の 他 1．9％ 0 ．（邦 －1．9 1 7 ．6 ％ 2 3 ．鴫 5．4 1 5 ．7 ％ 2 0 ．0％ 4．3
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H lO

電気

機械

化学
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その他

【特許等工業所

HlO

電気

機械
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N＝41件

N4 7件

N＝35件

N＝23件
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l…………14・叫酬 嶺 鰍 i肺 臓 亘車　　 22・7瑠日囲 17・1％

26％冊…l慮11・3甥紗 や 嘲 巨 頭 握 Ⅱ ■ 40・琳　　　　　　 23・5％

巨叫恒 関 数 手や二軍手　 。．8浣5％　　 43・帆　　 10・0％

9・可 …………15車用 鶴 ＿1手ー＿の彪 睦払 サ嬰　　　 刀・0‡■　 20調

1

0 1年未満　　　　　　　 印1・・5年　　　　　　　　 の5－10年
回10～15年　　　　　　　 ■15年以上　　　　　　　 9 工業所有権等の期間
口その他

の期間に該当するものの内訳】

「軍 一盈拗 亘響幾 組 車重鰭量 12・8％量　　　 糾・4％

6亘磯 学P墜雛 ．1Pー竺数 回　　　　　 弘・肪

冊睡 亘　　　　 の・5i　　　　　 手蕪 淵 距 車 17・1％

至二1轍 アー？竿　　　　 36・a　　　　　　　 劇・7％

3・6％Ⅷ …冊 冊 31・4珊 酬…酬 憾 ＿亘亘劉　　　　 45・乃

の手樽 中 手油 量 13・帆1　　　　　　 65・器

ロ1年末溝 田1璃 匂州 年 の10～15年 ・15年以上 □その可

図4胃20．技術輸出契約の契約期間（技術分野別）
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図4－21．契約期間が「5年未満」の比率の推移（技術分野別）
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図4胃22，契約期間が「10年以上」の比率の推移（技術分野別）
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図4－23．契約期間が「特許等工業所有権の期間」の比率の推移（技術分野別）
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技術分類別にみると、5年未満の短期契約の比率の高い技術分類としては「その他の機械」

（35．1％）「非鉄金属」（20．0％）が挙げられる。一方、10年以上の長期契約の比率が高い技術

分類としては「発送電・配電・産業用電気機械」（40．0％）、「その他の化学製品」（31．8％）とい

った技術が挙げられる。また、「工業所有権等の期間まで」の契約の比率が高い技術分類とし

ては「医薬品」（73．3％）、「電子部品・デバイス」（40．4％）が挙げられる。同じ技術分野でも技術

分類によって契約期間に大きな違いがあることが分かる。（図4－24）
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図4－24．技術輸出契約の契約期間（技術分類別）
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4．5．契約形態

技術分野別に契約形態をみると、「電気」分野において、無償契約の比率が高く、クロスライ

センス契約も9，0％と高い比率を占めている。（図4－25～27）

図4－25．技術輸出契約の契約形態（技術分野別）
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図4肩26．契約形態が「無償」の比率の推移（技術分野別）
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図4－27．契約形態が「クロスライセンス」の比率の推移（技術分野別）

－63－



技術分類別にみると、「電子計算機」（29．2％）については、無償契約の比率が高く、「発送電・

配電・産業用電気機械」（32．0％）、「電子部品・デバイス」（17．5％）、については、クロスライセ

ンス契約の占める比率が高い。（図4－28）
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図4胃28．技術輸出契約の契約形態（技術分類別）
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4．6．対価の受取方法

（1）イニシャルペイメント及びランニングロイヤルティの有無

対価の受取について、技術分野別にみると、「イニシャルペイメント有」の比率は「化学」分

野（74．8％）において高く、「金属」分野（40．5％）において低い。一方、「ランニングロイヤルテ

ィ有」の比率は「機械」分野（90．3％）において高く、「化学」分野（69．9％）及び「電気」分野

（70．6％）において低くなっている。

また、「ミニマムペイメント有」の比率は「化学」分野（24．3％）及び「金属」分野（10．8％）で高

くなっている。（表4－6，図4－29～31）

表4－6．技術輸出契約の対価の受取方法（技術分野別）

イ ニ シ ャ ル の み イ ニ シ ャ ル 十 ラ ン ニ ン グ イ ニ ＋ ラ ン ＋ ミ ニ

H 9 H l O 増 減 H 9 H l O 増 減 H 9 H l O 増 減

全　 体 2 4 ．4 ％ 2 2 ．5 ％ 胃1 ．9 3 1 ．0 ％ 2 8 ．0 ％ －3 ．0 3 ．5 ％ 8 ．6 ％ 5 ．1

電　 気 2 0 ．5 ％ 2 9 ．4 ％ 8 ．9 3 3 ．8 ％ 2 4 ．7 ％ －9 ．1 0 ．7 ％ 3 ．5 ％ 2 ．8

機　 械 1 0 ．4 ％ 9 ．7 ％ 胃0 ．7 3 7 ．5 ％ 4 4 ．9 ％ 7 ．4 1 ．4 ％ 5 ．7 ％ 4 ．3

化　 学 4 5 ．9 ％ 3 0 ．1 ％ －1 5 ．8 2 1 ．4 ％ 2 0 ．4 ％ 胃1 ．0 8 ．2 ％ 2 4 ．3 ％ 1 6 ．1

金　 属 3 3 ．8 ％ 1 6 ．2 ％ －1 7 ．6 2 7 ．9 ％ 1 6 ．2 ％ －1 1 ．7 7 ．4 ％ 8 ．1％ 0 ．7

そ の 他 2 2 ．7 ％ 3 2 ．1％ 9 ．4 2 8 ．4 ％ 1 8 ．5 ％ －9 ．9 3 ．4 ％ 6 ．2 ％ 2 ．8

ラ ン ニ ン グ ＋ ミ ニ マ ム ラ ン ニ ン グ の み

H 9 H l O 増 減 H 9 H l O 増 減

全　 体 0 ．7 ％ 0 ．7 ％ 0 ．0 4 0 ．4 ％ 4 0 ．2 ％ －0 ．2

電　 気 0 ．0 ％ 0 ．0 ％ 0 ．0 4 5 ．0 ％ 4 2 ．4 ％ －2 ．6

機　 械 0 ．0 ％ 0 ．6 ％ 0 ．6 5 0 ．7 ％ 3 9 ．2 ％ －1 1 ．5

化　 学 0 ．0 ％ 0 ．0 ％ 0 ．0 2 4 ．5 ％ 2 5 ．2 ％ 0 ．7

金　 属 1 ．5 ％ 2 ．7 ％ 1 ．2 2 9 ．4 ％ 5 6 ．8 ％ 2 7 ．4

そ の 他 3 ．4 ％ 1 ．2 ％ －2 ．2 4 2 ．0 ％ 4 2 ．0 ％ 0 ．0

H lO　　 C…】川棚 22・5細 刷…冊鰹 駐日 28・0 題∃王E E ■ ・6囁 lo塞 芸 40・2％　　　　　 N＝604件

電気　　 … 酬 冊 29・4酬 …酬酬…悶 E 王酔4・咽 ロⅡ臨 3・5％　　　 －．42・4％　　　　　 N＝170件

機械　 Il川恒・7細 一　　　　 一44朋　　　　　 5瑚 0確 ≡室 39・瘢　　　　　 N＝176件

化学　 ［…i 冊 囲睡 ・1酬 ………冊酉 204　　　　 4・3γ　　　　 5・2握≡ ≡∃　 N＝103件

金属　　 … 冊照 冊 順 鮭 16・2堰 整｝8・1 へ27　　　　 「6朋　　　　　　 N＝74件

その他　　 日日……刷冊 2・1酬 冊………冊…E 匿 朋 唱コ 詐 2舶 2 ≡≡≡≡≡ 20％　　　　 N＿81

田イニシャルのみ　　　　 田イニシャル＋ランニング　 ■イ二十ラン＋ミニ
臼ランニング＋ミニマム　　 日ランニングのみ

図4－29．技術輸出契約の対価の受取方法（技術分野別）

－65－



7 0％

60％

50％

40％

30％

ノ ト ・一 一一 一▲

一一◆－ 全 体

‥ 書 ‥ 電 気

一 一× 一 機 械

一 一▲胃 ・化 学

一一・※・．一一金 属

蚤 、、、 ．　　　　　 ／ ぺ ・ ノ ／

◆6賽を！♂ 豊等 誓 59‘1％

H 5　　　　　　 H 6　　　　　　 H 7　　　　　　 H 8　　　　　　 H 9　　　　　 H l O

図4－30．「イニシャルペイメント有」の比率の推移（技術分野別）

90％

80％

70％

r ！ ふ ・・－ ・サ イ 鼻 ・・－ ・・★ ‥ － ‥ ズ

・ 7臨 ヰ 誓 二 7誓 耳 7・3X → 75・6％β 77・5％ 三 喜 ≡

＼　　　　 メ　　 一 十 ・化 学

60％
／

＼ ．／　　　　 一一半一・一金 属

50％

r

H 5　　　　　　 H 6　　　　　　 H 7　　　　　　 H 8　　　　　　 H 9　　　　　 H l 0

図4－31．「ランニングロイヤルティ有」の比率の推移（技術分野別）
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技術分類別にみると、「電子計算機」で「イニシャルペイメントのみ」の比率が高く、7割を超

えている。また、「鉄鋼」、「金属製品」で「ランニングロイヤルティのみ」の比率が高く、約6割を

占めている。

「ミニマムペイント有」の比率については、「医薬品」（55．3％）で高く、5割を超えている。

（図4－32）

輸送用機械

電子部品・デバイス

医薬品

その他の機械

電子計算機

鉄鋼

民生用1気後繊・電球・照明畿鼻

発送竃・配電・産業用t気機械

非鉄金属

金属製品

その他の化学製品

田イニシャルのみ ロイニシャル＋ランニング 鵜イ二＋ラン＋ミニ

ロランニング＋ミニマム 白ランニングのみ

図4－32．技術輸出契約の対価の受取方法（技術分類別）
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（2）料率

ランニングロイヤルティの料率について、技術分野別にみると、「化学」分野で5％未満の料

率（50．0％）での契約比率が低く、5％以上の料率（36．5％）での契約比率が高くなっている。

また、「金属」分野では、単価建て契約の比率（31．1％）が他の分野に比べ高くなっている。

（図4－33）

H l O 音 1 4 ・8 ％　　　　　 4 5 ・2 ％　　　　 11 ・9 ㌢ 駁 測　　　　　 N 工4 0 5 件

電 気 ■ 喜 1 7 ・3 ％　　　　　 4 5 ・5 ％　　　　 、 12 ・7 ピ 徽 9 細 2 1・嘲 胴 日用…悶　 N ＝1 1 0 件

機 械 獲 1 1 ・6 ％　　　　　 5 0 ・7 ％　　　　　 8 ・7 ％ 阪 ・2 酢 8 ・8 羊冊 日間l隠 8 ・0欄　 N ＝1 3 8 件

化 学　　 l 7 ・7 ％
4 2 ・3 ％　　　 1 9 ．2 ％　 題 匿 17 ．叫 m l……9 ・6 紳 8 ％ N ＝5 2 件

金 属
8 8 1 9 ・7 ％　　　　　 3 5 ・1％　　 、8 ・器 臣 ・6 割 日脚 ml陣 1 珊 … ……… ‖…蒜　 N ＝6 1 件

■ ■ 2 0 ・5 1　　　　　 4 3 ・2 第　　　　 15 ・9 X 、Yも　 ……1 1 ・4 棚 6 ・8 ％瀾　 N ＝4 4 件

■ 2 鷺未 満　 9 5％未 溝　 口 8 ％未 満　 田 8 ％以 上　 血 単 価 建 て 契 約　 日 期 間 あ た り契 約 等

図4－33．ランニングロイヤルティの料率（技術分野別）

ー68－



技術分類別にみると、「発送電・配電・産業用電気機械」（90．0％）、「非鉄金属」（80．0％）、

「その他化学製品」（80．0％）といった技術では、5％未満の料率での契約比率が8割以上を

占めている。また、「電子計算機」は2％未満の契約が50．0％と高くなっている。一方、料率の

高い傾向がある「医薬品」では5％以上の料率での契約比率が6割（58，8％）近くにも上って

おり、「8％以上」の契約の比率も41．2％と高い。また、「鉄鋼」（50．0％）、「金属製品」（42．1％）

では単価建て契約の比率が高く、4割以上を占めている。（図4－34）

輸送用機械　　 1 8・2％　　　　　　 63・0％　　　　　　 6朋 監調 椚桓 2細 脹 車 炬73件

電子部品・デ′くイス　 寡 15・4％　　　　　 41・0％　　　　 17・9％　 一朝 冊 20・5棚 酬距 X　 N＝39件

電子計算機　　　　　　　　 50・0％　　　　　 12・5％渕醐 酬 酬 恒 5手冊 酬 Il酬 …1 個 件

医薬品　　　　 題11・8欄 5・9％ 1716篤　　　 胼 41・2相加 配班 撞駐 ……冊 睡 5珊 ………酬　 N＝17件

その他の朋　 書喜 25．8％　　　 29．OX　　 6．5磁 蒜？二副 群 粗 手 車鼎 浄
N＝31件

X　 N＝22件

N＝10件

N＝20件

N＝20件

N＝1g件

N工15件

l

鉄鋼　　　　　 1　 22・7％看 書 匿 13・6個 … m lllllllll憫…ll醐 酬 酬 亘 可 Ⅲ Ⅲ 冊 酬 附 冊 中

発送t ．配1 ．度掴 1 気機械 ■8 20朋　　　　　　　　　　　 70・0％　　　　　　　　　 10朋

非鉄金属　　　 － 30調　　　　　　　　 50・0％　　　　　 ン15・0％　 匝

畏主用．気．－．輝朋 桝 m 15・0％　　　　　　　 60・OX　　　　　　 lO・0％拙l睡 d棚 l

金属製品　　 l5・3％　　　　 47・4％　　　　 酬 酬……】…l…睡 朝 日Ⅲllm 削馴 睦 3

その他の化学製品 l6・7％　　　　　　　 73・3％　　　　　　　 6・7轍 鮒 ．響

1 ・2味 満 田5練 満 口鵬 満 口8％以上 蛸 価建て契約 醐 間あたり契約等

図4－34．ランニングロイヤルティの料率（技術分類別）
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4．7．独占権・再実施権

技術分野別に独占権・再実施権の有無についてみると、「独占権有」の比率は、「化学」

（47．0％）で高く、「金属」分野（13．8％）及び「電気」分野（15．2％）で低くなっている。「再実施権

有」の比率についても、「化学」分野（33．9％）で他の分野より高くなっている。

（表4－7，図4－35～37）

表4－7．独占権・再実施権有の契約（技術分野別）

独 占 権 有 再 実 施 権 有

H 9 H l O 増 減 H 9 H l O 増 減

全　 体 2 2 ．9 ％ 2 5 ．1％ 2 ．2 1 0 ．0 ％ 13 ．1％ 3 ．1

電　 気 1 4 ．6 ％ 1 5 ．2％ 0 ．6 6 ．4 ％ 6 ．1％ －0 ．3

機　 械 2 2 ．0 ％ 2 5 ．6％ 3 ．6 4 ．0 ％ 9 ．4 ％ 5．4

化　 学 2 5 ．7 ％ 4 7 ．0％ 2 1 ．3 1 1 ．0 ％ 3 3 ．9 ％ 22 ．9

金　 属 1 9 ．0 ％ 13 ．8％ 胃5 ．2 3 ．8％ 8 ．8％ 5．0

そ の 他 3 7 ．3 ％ 2 8 ．0％ －9 ．3 2 7 ．3 ％ 10 ．0 ％ －17 ．3

図4－35．独占権・再実施権有の契約（技術分野別）
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50％

40％

30％

20％

10X

0％

JL

一胃← 全体

＼
／ ＼・凍 ・二一 ・・≠ ・ 、　　　 ／ ▲

蒙 34・6％一 34・㌦ 27五 二 で ＼ ． ／ ／

．量、　　 ＼ ◆ 23・5％二 項 2 2・9％一一一 2日

‥ 書 ‥ 電気

一 一× － 機械

一 一▲一 一化学

ー一業．・．－金属

●・　　　 ・ト ・‥ ・・・ダ ・・・・・・ト ー・・

H 5　　　　　　　 H 6　　　　　　　 H7　　　　　　　 H 8　　　　　　　 H 9　　　　　　　 H lO

図4－36．「独占権有」の比率の推移（技術分野別）

3 0 ％

2 0％

10％

O X

▲
▲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ′

一一← 全 体＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ′

＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ′ ‥ 書 ‥ 電 気

＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ′ 一 一× － 機 械

＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ′ 一 一▲胃 ・化 学

… 芋 1 志 濁 声 妄 手 当 誓 議 1…

一己

－一叢 ．・．－金 属

×’

H 5　　　　　　　 H 6　　　　　　　 H 7　　　　　　　 H 8　　　　　　　 日9　　　　　　　 H l O

図4－37－「再実施権有」の比率の推移（技術分野別）
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技術分類別にみると「独占権有」の比率は、「医薬品」（80．0％）、「その他の化学製品」

（45．5％）といった技術で高い。

また、「再実施権有」の比率は、「医薬品」（66．7％）、「その他の化学製品」（22．7％）において

高い。（図4－38）

0％　　　　　　20％　　　　　　40％　　　　　　60％　　　　　　80％　　　　　100％

輸送用機械

電子部品・デバイス

電子計算機

医薬品

その他の機械

鉄鋼

発送竃・配電・産業用電気機械

非鉄金属

民生用電気機械・電球・照明器具

金属製品

その他の化学製品

田独占権有　　　　　　口再実施権有

N＝97件

N＝54件

N＝48件

N＝45件

N工37件

Nご31件

N＝25件

N＝25件

N工24件

N＝24件

N＝22件

図4－38．独占権・再実施権有の契約（技術分類別）
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4．8．技術の種類

輸出された技術に含まれる技術の種類について、技術分野別にみると、特許を含む比率は、

「化学」分野（61．7％）で高く、「金属」分野（36．3％）で低くなっており、ノウハウを含む比率は、

「金属」分野（83．8％）で高くなっている。また、商標を含む比率では「その他」分野（18．6％）で

高く、「電気」分野（11．9％）で低い。

前年度と比較すると、「化学」分野及び「金属」分野で特許を含む比率が大きく増加（それぞ

れ＋21．3ポイント、＋18．6ポイント）し、「金属」分野でノウハウを含む比率が減少（胃13．7ポイント）してい

る。また、「金属」分野で、商標を含む比率が大きく増加（＋13．7ポイント）している。

（表4－8，図4－39～41）

表4－8．特許・ノウハウ・商標有の契約（技術分野別）

特 許 有 ノ ウ ハ ウ 有 商 標 有

H 9 H l O 増 減 H 9 H l O 増 減 H 9 H l O 増 減

全　 体 3 6 ．6 ％ 4 5 ．4％ 8 ．8 8 0 ．0 ％ 8 0 ．3 ％ 0 ．3 1 3 ．4 ％ 14 ．1％ 0 ．7

電　 気 3 6 ．8％ 4 3 ．3％ 6 ．5 7 8 ．4 ％ 8 3 ．1％ 4 ．7 8 ．2 ％ 1 1 ．9％ 3 ．7

機　 械 4 6 ．7％ 4 4 ．8％ －1 ．9 8 2 ．0 ％ 8 5 ．1 ％ 3 ．1 1 5 ．3 ％ 14 ．9％ －0 ．4

化　 学 4 0 ．4 ％ 6 1 ．7％ 2 1 ．3 7 5 ．2 ％ 7 2 ．2 ％ －3 ．0 14 ．7％ 12 ．2％ －2 ．5

金　 属 17 ．7 ％ 36 ．3％ 18 ．6 9 7 ．5 ％ 8 3 ．8％ －13 ．7 1 ．3％ 15 ．0 ％ 13 ．7

そ の 他 3 2 ．4 ％ 39 ．2％ 6 ．8 7 2 ．1 ％ 7 2 ．2％ 0 ．1 2 6 ．1％ 18 ．6 ％ －7 ．5

図4－39．特許・ノウハウ・商標有の契約（技術分野別）
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60％
▲

一一← 全体

／

5 0％

4 0％

30％

20％

10％

▲．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／
　 、

峯 讐 議 1・這 ∃ ㍍ ・忘 芸 。 是 意 訪 空 45朋

×′

‥ 書 ‥ 電気

－ ・× － 機械

一 一▲一 一化学

一一※－ 金属

H5　　　　　　 H 6　　　　　　 H 7　　　　　　 H 8　　　　　　 H 9　　　　　　 H lO

図4－40．「特許有」の比率の推移（技術分野別）

90％

3 0％

70 ％

60 ％

50 ％

x 、　 ▲

ー→ － －全体

‥ 書 ‥ 電気

－ ・× 一 機械

芝 87 ・7肺 畔 等 霊 7％

ヾ、ユ ニ予 環 7手車 頚 や・誓 80・3％

■一　　　　　　　　　　 、 ・▲ 一 一▲1 －化学

－・・・．薫・・－・・．金属

H 5　　　　　　 H 6　　　　　　 H 7　　　　　　 H 8　　　　　　 H 9　　　　　　 H lO

図4－41．「ノウハウ有」の比率の推移（技術分野別）
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技術分類別にみると、特許を含む比率は、「医薬品」（88，7％）で高く、一方、「非鉄金属」

（20．0％）、「電子計算機」（18．8％）で低くなっている。

ノウハウを含む契約の比率については、「発送電・配電・産業用電気機械」（100．0％）、「非鉄

金属」（96．0％）、「輸送用機械」（90．7％）で9割を超えている。

商標を含む比率については「鉄鋼」（25．8％）、「その他の機械」（21．6％）といった技術で高く

なっている。（図4－42）

図4－42．特許・ノウハウ・商標有の契約（技術分類別）
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4且クロスライセンス契約

近年は技術の価値が重んじられ、自社の技術の対価として金銭だけではなく相手側の技術

を要求するまたはされるケースが増えている。また技術によっては1つの製品の中に関係する

特許が100件以上も含まれる場合があり、知的財産権の侵害による紛争の防止、ロイヤルティ

の軽減といった観点からクロスライセンス契約は大きな意味を持っている。

クロスライセンス契約件数の経年推移をみると、毎年50件前後で大きな変化はみられないが、

平成10年度は、前年度と比較して29件の減少、全体に占める比率で5．2ポイント減少している。

（図4－43～44）

以降、クロスライセンス契約の輸出先国・地域及び技術内容について、技術輸出全体の傾向

と比較する。

（件 ） N ＝7 1 0 件　 N ＝6 2 6 件　 N ＝7 23 件　 N ＝7 6 6 件　 N ＝83 4 件　 N 工6 19 件　 N ＝6 7 7 件

8 0

6 0

4 0

2 0

0

5 1

m 7 ．2 ％

44

7 ．0 ％

4 1

5 ．7 ％

4 5

5 ．9％

6 3

7 ．6 ％

6 3

1 0 ．2 ％

3 4

ナ　 5 ．0 ‡

1 2 ％

9 つ ＝ 票 i

6 ％

3 ％

0 ％

H 4　　　　 H 5　　　　 H 6　　　　 H 7　　　　 H 8　　　　 H 9　　　　 H l 0

図4胃43．クロスライセンスの契約件数の推移

全体

タロスライセンス

54 ．6％ 6．8％ 贅咳 18・7％皺 郷 9・6噛 這 1．2％ ．】 N＝674件

17朋　 …墾 棚 穏 17朋 著饗 字一夕羊 23 ．5％書 ■ 29．4％ N＝34件

□特許なし　 皿1件　 0 2 －10件　 臼10－50件　 日50 ～100件　 ■100件以上　 田件数不明

図441．特許の有無及び内包する特許数
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ゾーン別にみると、クロスライセンス契約の比率は、北アメリカが最も高く、4割以上（41．2％）

を占めている。一方、アジアでは、全輸出契約で55．8％を占めているのに対して38．2％と低くな

っている。

クロスライセンス契約は他の契約と比べて権利が錯綜する高度な技術の際に採用されるケー

スが多い。北アメリカ、特に米国では知的財産権に対する考えが厳格なためこのような結果に

なっていると思われる。（図4－45）

全 体　　 艇瘡 蕊 2 2 ・2 ％困 1 ＆7 ％　　　　　　　 ■5 朋　　　　　　 5 ・3 ‡ N ＝6 7 7 件

クロスライセンス
臨池鰯麟娘執 4 1．2 ％

ミ消闘将帽鞘
2 0 ．6 ％　　　　　　　　　　　 8 ．2 ％

N －3 4

田 北 ア メリカ　　　 ロ ヨー ロッパ　　　　 9 ア ジ ア　　　 田 そ の 他

図4－45．クロスライセンス契約の輸出先（ゾーン別）

本調査では、クロスライセンス契約について、「対価を受け取るもの」、「等価交換のもの」、

「対価を支払うもの」のすべてを含めて調査している。そこで内訳をみてみると「対価を受け取る

もの」が約6割（61．8％）を占め、以下、「等価交換のもの」が26．5％、「対価を支払うもの」が

11．8％となっている。

ゾーン別にみると、アジアでは「対価を受け取るもの」が全てであるが、北アメリカでは35．7％、

ヨーロッパでは42．9％と低い。また北アメリカでは「対価を支払うもの」の比率が21．4％と非常に

高い。（図4－46）

全体　　 腑 酬 腑 順 順 腑 蕪 冊 胴 目測 l…】……酬 冊　　 265％　 巨 頭　 N＝別件

北アメリカ II 冊川】酬 州陸 棚 …………冊　　　 42朋　　　 巨≡ 21確 ≡∃　 N＝14件

ヨーロッパ　 …順測 ………目測睦2・9手刷 】刷 …皿…Ⅲ　　　 42朋　　　 巨 空 ∃　 N＝7件

ァジア　 l日】冊用冊 …冊冊 …附…】刷…冊 …冊 00・0測 …酬 l州側 …iill目測脚 刷 …酷 刑 I N＝13件

皿対価受取　　　　　　 口等価交換　　　　　　 日対価支払

図4－46．クロスライセンス契約の内訳（ゾーン別）
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国・地域別にみると米国が全クロスライセンス契約の35．3％と非常に大きな比率を占めている。

また、契約内訳をみると、「対価を支払うもの」は至近3ヶ年31件中26件が米国である。一方、韓

国についてはほとんどが「対価を受け取るもの」となっている。我が国と各国・地域との技術力

の関係等がクロスライセンス契約の形態に影響していると思われる。（表4－9）

表4－9，クロスライセンス契約の内訳（国・地域別）

ク ロ ス ラ イ セ ン ス 契 約 全 技 術

輸 出 契 約

如 スライセンス

の 比 率受 取 等 価 支 払 計 構 成 比

1 米 国 4 6 2 1 2 3 5 ．3 ％ 13 8 8 ．7 ％

2 中 国 8 0 0 8 2 3．5 ％ 1 1 5 7 ．0 ％

3 ドイ ツ 1 2 0 3 8 ．8％ 3 3 9 ．1％

4 韓 国 3 0 0 3 8 ．8％ 4 9 6 ．1％

5 フ ラ ン ス 1 1 0 2 5 ．9 ％ 1 3 15 ．4 ％

6 メ キ シ∵コ 1 0 0 1 2 ．9 ％ 4 2 5 ．0 ％

7 シ ン ガ ポ ー ル 1 0 0 1 2 ．9 ％ 18 5 ．6 ％

8 イ ン ド ユ 0 0 1 2 ．9 ％ 2 5 4 ．0 ％

9 フ ィ ン ラ ン ド 0 0 1 1 2 ．9％ 2 5 0 ．0 ％

1 0 オ ラ ン ダ 1 0 0 1 2 ．9 ％ 9 1 1．1％

1 1 カ ナ ダ 0 0 1 1 2 ．9％ 8 1 2 ．5 ％

全　 体 2 1 9 4 3 4 1 0 0 ．0％ 6 7 7 5 ．0 ％

【至近3ヶ年合計】
ク ロ ス ラ イ セ ン ス 契 約 全 技 術

輸 出 契 約

如 ステイセンス

の 比 率受 取 等 価 支 払 計 構 成 比

1 米 国 2 1 3 0 26 7 7 4 8 ．1％ 4 3 3 1 7 ．8％

2 ドイ ツ 5 12 2 1 9 1 1 ．9％ 9 9 1 9 ．2 ％

3 中 国 1 5 1 0 1 6 1 0 ．0％ 2 9 4 5 ．4 ％

4 韓 国 1 3 0 0 1 3 8 ．1％ 2 5 0 5 ．2 ％

5 フ ラ ン ス 3 2 0 5 3 ．1％ 4 0 1 2 ．5 ％

6 オ ラ ン ダ 2 1 1 4 2 ．5％ 1 7 2 3 ．5 ％

全　 体 7 9 5 0 3 1 1 6 0 1 0 0 ．0％ 2 ，1 3 8 7 ．5 ％

－78－



技術分野別にみると、「電気」分野が52．9％と全クロスライセンス契約の過半数を占めている。

それに対して、「化学」（2．9％）及び「金属」（5．9％）分野は少なくなっている。（図4－47）

全 体

クロスライセンス

2 6 ・7 ％　　 腰 断 頭　 1＿1 瑚 14 調 N ＝6 7 7 件

N ＝3 4 件2 0 ．6 ％　　　　　　　　　 17 ．6 ％

田 電 気　　　 口 機 械　　　 8 化 学　　　　 田 金 属　　　 ロ そ の 他

図4－47．クロスライセンス契約の内訳（技術分野別）

技術分類別に、クロスライセンス契約の比率が上位のものをあげると、「電子部品・デバイス」

（29．4％）、「発送電・配電・産業用電気機械」（23．5％）等「電気」分野の技術が多くなっている。

（表4－10）

表4－10．クロスライセンス契約の内訳（技術分類別）

ク ロ ス ラ イ セ ン ス 契 約 全 技 術

輸 出 契 約

クロスライセンス

の 比 率受 取 等 価 支 払 計 構 成 比

1 電 子 部 品 ・デ バ イ ス 5 2 3 1 0 2 9 ．4 ％ 5 7 1 7 ．5％

2 発 送 電 ・配 電 ・産 業 用 電 気 機 7 1 0 8 2 3 ．5 ％ 2 5 3 2 ．0 ％

3 そ の 他 の 機 械 1 2 0 3 8 ．8 ％ 3 7 8 ．1％

4 そ の 他 の 産 業 0 2 0 2 5 ．9 ％ 2 0 10 ．0 ％

5 金 属 製 品 2 0 0 2 5 ．9 ％ 2 4 8 ．3 ％

6 農 林 水 産 業 1 1 0 2 5 ．9 ％ 3 6 6 ．7％

7 輸 送 用 機 械 2 0 0 2 5 ．9 ％ 9 7 2 ．1％

8 特 殊 産 業 用 機 械 1 0 0 1 2 ．9 ％ 2 5 0 ．0 ％

9 そ の 他 の 化 学 製 品 0 1 0 1 2 ．9 ％ 2 2 4 ．5％

10 パ ル プ ・紙 製 品 ・印 刷 1 0 0 1 2 ．9 ％ 5 2 0 ．0 ％

1 1 動 力 機 械 0 0 1 1 2 ．9 ％ 5 2 0 ．0％

12 プ ラ ス チ ッ ク 製 品 1 0 0 1 2 ．9 ％ 1 9 5 ．3％

全　 体 2 1 9 4 3 4 1 0 0 ．0 ％ 6 7 7 5 ．0 ％

【至近3ヶ年合計】
ク ロ ス ラ イ セ ン ス 契 約 全 技 術

輸 出 契 約

クロスライセンス

の 比 率受 取 等 価 支 払 計 構 成 比

1 電 子 部 品 ・デ バ イ ス 1 3 5 12 3 0 1 8 ．8 ％ 1 5 0 2 0 ．0 ％

2 有 線 ・無 線 通 信 機 械 7 6 3 1 6 1 0 ．0 ％ 4 9 32 ．7 ％

3 発 送 電 ・配 電 ・産 業 用 電 気 機 13 2 0 1 5 9 ．4 ％ 9 2 16 ．3 ％

4 電 子 計 算 機 2 3 4 9 5 ．6 ％ 1 1 0 8 ．2 ％

5 精 密 機 械 3 3 3 9 5 ．6 ％ 5 6 16 ．1％

6 そ の 他 の 機 械 1 6 0 7 4 ．4 ％ 8 5 8 ．2 ％

7 そ の 他 の 電 子 応 用 装 置 5 0 1 6 3 ．8 ％ 4 1 14 ．6 ％

全　 体 7 9 5 0 3 1 1 6 0 10 0 ．0 ％ 2 ，1 3 8 7 ．5 ％
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5．業種別の分析結果

第4章では、輸出された「技術」の内容で分類し、「技術」という断面からの考察を行ってきた

が、本章では、各業種と輸出された技術との関連を中心に特徴をみる。

5．1．輸出状況

業種別に技術輸出状況をみると、輸出件数の多い順に「電気機械器具工業」（28．7％）「自動

車工業」（12．7％）、「鉄鋼業」（6．1％）、「医薬品工業」（5．8％）「機械工業」（5．3％）、「非鉄金属

工業」（5．0％）となっている。

「電気機械器具工業」の比率は大きく増加（＋8．2ポイント）し、3年連続して最大となっている。そ

の他では増加した業種として「医薬品工業」（＋3．7ポイント）、減少した業種として「非鉄金属工

業」（－7．1ポイント）が挙げられる。（表5－1）
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表5－1．技術輸出契約の業種別内訳

髪致
ぷ

業　 種 件 数 割 合 業　 種　　 ！件 数 割 合 業　 種 件数 割 合

、 信 ・電 子 ・電 気 計軌 米 工 業 1 10 1 5．4 ’ 言 ・電 子 ・電 気計 測 器 工業 79 12 ．6 自動 車 工 業 9 7 13 ．

ミY
自動 車 工 業　　　　　　 1 88 12 ．4 恵 気 機 械 器 具 工 業　　　　　 6 1 9 ． 気 腸 鏡 器 具 工 業 7 7 10 ．5％

電 気 機 械 器 具 工 業　　　 1 70 9 ． 盆合 化 学 ・化 学 繊 維 工 業 56 8 ． ’ 信 ・電 子 ・電 気 計 測器 工業 7 3 10 ．

盛 瓜合 化 学 ・化 学 繊 維 工 業　　 封 7 ．6 医 薬 品 工 業 5 1 8 ．1 工 業 6 7 9 ．

業　　　　　　 1 50 7 ． 自動 車 工 業 50 ［ 8 ． 業 6 2 8 ．

非 鉄 金 属 工 業 38 5 ．3 工 業 49 7． ′合 化 学 ・化 学 繊 維 工 業 5 2 7 ．1

！ 誠　 5 ．1 42 6 ． 油 脂 ・塗 料 工 業 3 3 4 ．

医 薬 品 工 業　　　　　 1 35 j　 4 ． 油 脂 ・塗 料 工 業 38 6 ．1 非 鉄 金 属 工 業 3 3 4 ．5 ％

油 脂 ・塗 料 工 業　　　 ［ 28 ！ 3 ． 非 鉄 金 属 工 業 3 2 5．1 そ の他 輸 送 用 機 械 工 業 2 7 3 ．

窯 業　　　　　　 ， 28 1 3 ． そ　　　　　　　　 業 2 8 ［ 4．5 医 薬 品 工 業 26 3 ．

設 業 25 3 ．5 窯 業 2 6 4 ． 製 品 工 業 24 3 ．3％

そ の 他 輸 送 用 機 械 工 業 25 】 3 ．5 晶 工 業 2 3 3． 日密 機 械 工 業 23 1 3 ．加

晶 工 業　　　　　　 l 19 j　 2 ．7 設 業 ， 16 2．6 工 業　　　　　　　 i 2 0 2 ．

工 業　　　　　 l 18 1 2 ．5 工 業 13 2．1 ， 業 2 0 2 ．

製 品 工 業　　　　 ド 16 ！ 2． そ の他 の 化 学 工 業 20 2．

そ の他 72 1 10 ．1 そ の他 6 2 9 ． そ の他 76 10 ．4

合　　 計 7 12 1（泊． 合　 計 E 6 2 6 100 ． 合　 計 730 10 0 ．（鵬

崩 ‾

業　 種 件 数 割 合 業　 種 件 数 割 合 業　 種 件 数 割 合

自動 車 工 業　　　　　 ア 1 時 14 ． 気 機 械 器 具 工 業 10 8 12 ． 気 機 械 器 具 工 業 134 ～ 2 0．5

害 ・電 子 ・電 気 計 測器 工 業 9 3 1 2．1 ’ 吾 ・電 子 ・電 気計 測 器 工業 1（泊 1 1 1． 非 鉄 金 属 工 業 79　 12 ．1

気 機 械 器 具 工 業 叫　 9 ． 9 8 1 1．6 自動 車 工 業 68 10 ．4

油 月旨・塗 料 工 業 6 2 日 ．1 自動 車 工 業 7 8 9 ． E　 4 7 7 ．

5 7 7．4 合 化 学 ・化 学 繊 維 工 業 7 1 8 ．4 工 業 3 5 5 ．4

非 鉄 金 属 工 業 5 3 6． 業 4 5 5． 合 化 学 ・化 学 繊 維 工 業 3 2 4 ．

業 5 2 6 ． 工 業 4 2 5 ． 業 28 4．

合 化 学 ・化 学 繊 維 工 業 5 1 i 6 ．7 油 脂 ・塗 料 工 業 3 2 3 ． そ の 他 の 化 学 工 業 28 4 ．

医 薬 品 工 業 3 3 E　 4 ．3 日密 機 枕 工 業 2 7 3 ． そ の他 輸 送 用 機 絨 工 業 2 3 3 ．

柑
密 機 賊 工 業 2 9 1 3． 工 業 ： 2 6 3 ．1 そ の他 サ ー ビス 業 18 2 ．

28　 3．7 晶 工 業 2 5 3 ． 晶 工 業 17 2 ．

ゴ ム 製 品 工 業 17　　 2 ． 医 薬 品 工 業 ！ 2 5 3． 、 言 ・電 子 ・電 気 計 汎器 工業 16 2 ．5

プ ラ ス チ ッ ク製 品 工 業　　　 14 1． ． 業 2 1 2 ．5 医 薬 品 工 業 14 2 ．1

き　 そ の他 の 工 業　　　　　　　 14 1． 製 品 工 業 2 0 2 ．4 油 脂 ・塗 料 工 業 13 2 ．

晶 工 業　　　　　　　　　 13 1． そ の他 の 化 学 工 業 19 2． 通 信 業 13 2 ．

．そ の他 l 伍 8 ．5 そ の他 10 5 1 2．5 そ の他 8 8 13 ．

合　　 計 7 鉱 1（相． 合　 計 84 2 100 ． 合　　 計 65 3 100 ．

業　 種 件数 「割合

気機械 器具工業 1射 ！28 祁

自動車工 業 86 12．7％

41 6．1％

医薬品 工業　　　　　　 1 39 5．8％

工 業 36 5．3％

非鉄金属 工業 34 1 滴

、合化学 ・化学繊維 工業 1 311 4．6％

その他輸 送用機械 工業 27 4．面

E 業 20 3．（鵬

その他 の化学 工業　　　　　 17 2．5％

情報 サー ビス ・調査薬 15 2．2％

油 ・石 炭製 品工業 13 丁 彿

懇V 霰 蚕

そ の他 の工 業

1二面

1．9％

】 1．瑞

哉ー讃
そ の他　　　　　　　　 1 86『 五 滴

ぷ望
十 合　 計　　　 i 677 100．0％
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5．2．業種別にみた特徴

ここでは、輸出契約件数の多い上位6業種について、それぞれ、契約内容、相手先国・地域

及び技術分類別件数をまとめ、個別に特徴を分析する。

（1）電気機械器具工業

輸出先をみると、中国への輸出が年々増加（＋20件）し、1位となっている。その他では、米

国を除くと台湾、韓国等とアジアの国・地域が上位を占め、アジアへの輸出の比率が62．4％

と高い。

契約の内容をみると、契約期間が5年末満の短期契約の比率（17．0％）が高いのが特徴で

ある。

技術分類別件数をみると、「電子部品・デバイス」が前年度に引き続き1位となり、その他、

「発送電・配電・産業用電気機械」、「その他の機械」、「民生用電気機械・電球・照明器具」

等の技術の比率が高い。（表5－2～3，図5tl～2）

（2）自動車工業

技術輸出を行っている企業の比率は27．2％で、製造業平均（13．7％）と比べて13．5ポイント

高い。

輸出先をみると、資本関係のある企業の比率が50．0％と高い。前年度までと同様に米国、

韓国、中国、台湾、インド、英国といった国・地域を中心に輸出を行っているが、韓国は年々

減少傾向にある。

契約の内容をみると、ランニングロイヤルティ有の比率（90．6％）が高いのが特徴である。

技術分類別件数をみると、前年度に引き続き「輸送用機械」で大部分を占めており、全体

の約8割を占めている。（表5－2・4，図5－1・3）

（3）鉄鋼業

輸出先をみると、資本関係のある企業への輸出の比率が24．4％と他業種に比べて低くなっ

ている。国・地域別にみると、例年同様、米国が最大の輸出先国となっている。

契約の内容をみると、イニシャルペイメント有の比率が低いのが特徴である。

技術分類別件数をみると、前年度に引き続き「鉄鋼」が大部分を占めており、全体の約7割

を占めている。（表5－2・5，図5－1・4）
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（4）医薬品工業

輸出先をみると資本関係のある企業の比率が7．7％と非常に低くなっている。また、国・地

域別にみると、米国への輸出が大きく増加している。その他ではドイツ等ヨーロッパの国合輸

出をしており、アジアへの輸出の比率は低い。

契約の内容をみると、イニシャルペイメント有の比率（75．8％）が高い。さらに、独占権有の

比率（79．5％）と再実施権有の比率（71．8％）が高いのも特徴である。

技術分類別件数をみると、前年度に引き続き「医薬品」で大部分を占めており、全体の約9

割を占めている。（表5－2・6，図5－1・5）

（5）機械工業

輸出先をみると、台湾への輸出が増加し、1位となっている。その他では、米国、ドイツを除

くとアジアの国・地域で61．1％を占めている。

契約の内容をみると、イニシャルペイメント有の比率（51．4％）が低く、ランニングロイヤルテ

ィ有の比率（94．1％）が高いのが特徴である。

技術分類別件数をみると、前年度に引き続き「その他の機械」が1位であり、その他、「その

他の一般産業用機械」、「ポンプ・圧縮機・送風機」等の技術の比率が高くなっている。

（表5－2・7，図5－1・6）

（6）非鉄金属工業

輸出先をみると資本関係のある企業の比率が52．9％と高くなっている。国・地域別にみると、

米国及び台湾が最も多くなっている。その他では、中国、インド、タイ、シンガポール等アジア

の国・地域で67．6％を占めている。

契約の内容をみるとイニシャルペイメント有の比率（66．7％）が高いのが特徴である。

技術分類別件数をみると、前年度に引き続き、「非鉄金属」で大部分を占めており、全体の

過半数を占めている。（表5－2・8，図5－1・7）
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表5－2．技術輸出契約の契約内容

業　 種

新 規 の 輸 出 有 資 本 関 係 有 ア ジ ア へ の 輸 出 短 期 契 約

H 9
I

H l O H 9 H l O H 9 H l O H 9 H l O

全 体

劇 壇 業 平 均

8 ．蟻

〟 ＝ 胼

7．8

ノヱ 彷

3 7 ．0 ％ 3 8 ．3

i
I

56 ．0 ％
】 5 5 ・

［

2 3 ．5％ 1 4 ．5 ％

電 気 機 械 器 具 工 業 14 ．4 ％
手 19 ・7

4 1 ．日‘ 4 2 ．8 7 0 ．1％ 6 2 ．4 18 ．0 ％ 1 7 ．0 ％

自動 車 工 業 2 5 ．4 ％ 2 7 ．2 4 8 ．5％ 5 0 ． 5 8 ．8 ％ 5 3 ．5 6 ．1％ 5．81

鉄 鋼 業 10 ．8 ％ 17 ．6 4 5 ．7％ 2 4 ．4 5 4 ．識 4 6 ．3 2 ．9 ％ 9．8％

医 薬 品 工 業 2 6 ．5 ％ 2 0 ．0 2 1 ．3％ 7 ．7 5 3 ．2 ％ 1 2 ． 3 7 ．5 ％ 2．6％

機 械 工 業 1 3 ．（瑞 8．4 2 1．4 ％ 4 4 ．4 4 2 ．9％ 6 1 ．1 7 ．接 1 1 ．1 l

非 鉄 金 属 工 業 2 0 ．4％ 1 6 ．7％ 、4 5 ．撒 5 2 ．9 ％ 5 6 ．5 ％ 6 7 ．6 10 ．9 ％ 1 1 ．8％

業　 種

イニシ紳 ベ イル ト有 ランニング ロイヤルティ有 独 占権 有 再 実 施 権 有

H 9 E　H l O H 9 H l O H 9 H l O H 9 H l O

全 体 5 7 ．8 ％ 5 9 ．1 7 4 ．5％ 7 7 ．5 2 2 ．9 ％ 2 5 ．1 10 ．0 ％ 1 2 ．6 ％

電 気 機 械 器 具 工 業 4 7 ．0 ％ 5 3 ．4 7 8 ．3 ％ 7 9 ．3 18 ．梢 9． 4．5％ 4．21

自動 車 工 業 5 5 ．9 ％ 5 5 ．3 9 7 ．1l 9 0 ．6 1 4 ．7 l 1 2 ＿ 10 ．3 ％ 1 1 ．6 ％

鉄 鋼 業 6 5 ．9 ％ 3 1 ．4 6 5 ．9 ％ 7 7 ．1 2 5 ．7 ％ 9 ．8％ 0 ．0％ 9．8％

医 薬 品 工 業 6 0 ．0 ％ 7 5 ． 10 0 ．0 1 9 3 ． 1 9 ．11 7 9 ．5 2 ．11 7 1 ．81

機 械 工 業 2 7 ．3％ 52 ．9 9 7 ．0 ％ 9 4 ．1 3 5 ．梢 4 7 ． 1 4 ．識 1 6 ．硝

非 鉄 金 属 工 業
7 用 い 6・7

7 8 ．4 ％ 8 7 ． 1 5 ．21 2 0 ．6 2 1 ．7 ％ 2 ．9％
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技術輸出有の比率

3肪　　　　20％　　　10％　　　　OX

アジアへの輸出の比率

1∝瓶　8C慌　60％　40％　20％　　0％

全体

電気機械器具工業

自動車工業

鉄鋼業

医薬品工業

機械工業

非鉄金属工業

全体

電気機械器具工業

自動車工業

鉄鋼業

医薬品工業

機級工業

非鉄金属工業

一85－

資本関係有の比率

0％　　　　20％　　　　40％　　　　60％

短期契約の比率

0％　　　5％　　10％　　15％　　20％



イニシャルペイメント有の比率

80％　　60％　　40％　　20％　　　0％

（N＝673）

（N＝191）

（N＝86）

（N＝41）

（N＝39）

（N＝36）

（N＝34）

独占権有の比率

100％　80％　60％　　40％　20％　　0％

全体

電気機械器具工業

自動車工業

鉄鋼業

医薬品工業

機械工業

非鉄金属工業

全体

電気機械器具工業

自動車工業

鉄鋼業

医薬品工業

機械工業

非鉄金属工業

ランニングロイヤルティ有の比率

0％　　20％　40％　60X　80％　100％

再実施権有の比率

0％　　20％　40％　60％　80％　100％

図5－1．技術輸出契約の契約内容
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図5－2．技術輸出契約件数の推移（電気機械器具工業）
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図5－3．技術輸出契約件数の推移（自動車工業）
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図5胃4．技術輸出契約件数の推移（鉄鋼業）
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図5－5．技術輸出契約件数の推移（医薬品工業）
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図5－6．技術輸出契約件数の推移（機械工業）
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図5－7．技術輸出契約件数の推移（非鉄金属工業）
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表5－3．技術分類別輸出件数（電気機械器具工業）

電 気 機 梯 器 具 工業

平成 9 年 度 平 成 1 0 年 度

技 術 分 類　　　　 ～　件 数 技 術 分 類　　　　 j　件 数

電 子 部 品 ・デ バ イ ス　　　　　　　　　 28 電 子 部 品 ・デ バ イ ス 46

発 送電 ・配 電 ・産 業 用 電 気機 械　　　　 22 発 送 電 ・配 電 ・産 業 用 電 気 機 械 24

そ の他 の 電 気機 械　　　　　　　　　　 16 そ の他 の機 械 20

民 生 用 電 気機 械 ・電 球 ・照 明器 具 16 民 生 用 電 気 機 械 ・電 球 ・照 明 器 具 19

ラ ジオ ・テ レ ビ ・音響 器 具 14 電 子 計 算 機 16

電 子 計 算 機 11 ラ ジオ ・テ レビ ・音 響 器 具 15

精 密 機 械 9 そ の他 の電 子 応 用 装 置 13

そ の他 の機 械 7 そ の 他 の一 般 産 業 用 機 械 7

そ の他 の 電 子応 用 装置 4 有 線 ・無 線 通 信 機 械 7

動 力 機 械 2 精 密 機 械 6

プ ラ ス チ ック製 品 1 輸 送 用 機 械　　　　　　　 ［　 4

非 鉄 金 属 1 非 鉄 金 属　　　　　　　　　 ア　　 4

有 線 ・無 線 通 信 機 械 1 そ の 他 の 電 気 機 械 3

油 脂 加 工 ・石 け ん等 1 動 力 機 械 3

そ の 他 の通 信 機 械 1 そ の 他 の 産 業 2

金 属 加 工 機 械　　　　　　　　 ［　　 2

i そ の 他 の 通 信 機 械 1

鉄 鋼　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

金 属 製 品 1

合　　 計 134 合　　 計 194

表54技術分類別輸出件数（自動車工業）

自動 車工業

平成 9 年度 平成 1 0 年 度

技術分類　　　　　　　 件数 技術分類　　　　　　 件数

輸送用機械 44 輸送用機械 70

発 送電 ・配 電 ・産業用 電気機械 9 金属製品 4

ゴム製 品 5 民生用電気機械 ・電球 ・照明器具 3

プ ラスチ ック製品 2 そ の他 の機桟 3

民生用電気機械 ・電球 ・照 明器具 2 電子部 品 ・デバイス　　　　　　　　　　 2

医薬 品 1 ポ ンプ ・圧縮機 ・送風機 2

そ の他 の機械　　　　　　 l　 l 精密機械 1

無機化 学等 1 有線 ・無線通信機械 1

有機化 学 1

非鉄金属 1

レジャー用品 1

合　　 計 68 合　 計　　　　 ！　 86

表5－5．技術分類別輸出件数（鉄鋼業）

鉄 鋼 業

平成 9 年 度 平 成 1 0 年 度

技 術 分 類　　　　　　 件 数 技 術 分類　　　 ］ 件 数

鉄 鋼　　　　　　　　　　 1　 2 2 鉄 鋼 28

金 属 製 晶　　　　　　　　　　 ，　　 9 金 属 製 品 4

そ の 他 の 一 般 産 業 用 機 械　　　　　　　　 5 そ の 他 の 産 業 2

輸 送 用 機 械　　　　　　　　　　　　　　 3 電 子 部 品 ・デ バ イ ス 2

非 鉄 金 属　　　　　　　　　　　　　 j そ の 他 の 化 学 製 品　　　　 ＿ ＿＿＿⊥ 2

1電 子 部 品 ・デ バ イ ス　　　　　　　　　　 2 非 鉄 金 属

プ ラス チ ック製 品　　　　　　　　　　 1 そ の 他 の一 般 産 業 用 機 械 千　 1

無 機 化 学 等　　　　　　　　　　　　　 1 プ ラ スチ ッ ク製 品 1
」一一一－ －

農 業 ・建 設 ・鉱 山 用機 械　　　 1　 1 l

合　 計　　　　 ［　 47 合　 計　　　　 ド　　 41
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表5－6．技術分類別輸出件数（医薬品工業）

医薬 品工業

平成 9 年度 平成 1 0 年度

技術分類 件数 技細分類　　　　　 件数

医薬品　　　　　　　　　 1 11 医薬 品 35

精密機械 2 その他 の化 学製 品 2

その他の化学製品 1 食料 品 ・たばこ 2

合　　 計 14 合　　 計 39

表5－7．技術分類別輸出件数（機械工業）

機 械 工業

平 成 9 年 度 平成 1 0 年 度

技 術 分 類 件 数 技術 分 類 件 数

そ の 他 の機 械 12 そ の他 の機 枝 13

輸 送 用機 械 5 そ の 他 の一 般 産 業 用 機 械　　　　　　　 4

農 業 ・建 設 ・鉱 山用椎 械 5 ポ ン プ ・圧 縮 機 ・送 風 機 4

ポ ン プ ・圧 縮機 ・送 風機 4 民生 用 電 気 機 械 ・電 球 ・照 明器 具 2

そ の 他 の 一 般 産 業 用機 械 3 ボ イ ラ ・原 動 機 2

プ ラス チ ッ ク製 品 2 農 業 ・建 設 ・鉱 山用 機 械 2

化 学機 械 ・装 置　　　　　　　　　　　 1 輸 送 用機 械 2

ボ イ ラ ・原 動機 1 動 力 機 械 2

特 殊 産 業 用機 械 1 パ ル プ ・紙 製 品 ・印 刷 2

発 送 電 ・配 電 ・産 業 用 電 気機 械 1 金 属 製 品 1

そ の他 の化 学 製 品 1

発 送 電 ・配 電 ・産 業 用 電 気機 械 1

合　　 計 35 合　　 計 36

表5－8．技術分類別輸出件数（非鉄金属工業）

非 鉄 金 属 工 業

平 成 9 年 度 平成 1 0 年 度

技 術 分 類 件 数 技 術 分 類 件 数

非 鉄 金 属 24 非 鉄 金 属　　　　　　　　　　　　　　 19

輸 送 用機 械 7 電 子 部 品 ・デ バ イ ス 3

窯 業 5 ゴ ム製 品 2

金 属 製 品 3 金 属 製 品 2

プ ラ ス チ ッ ク製 品 1 そ の他 の産 業 1

ゴム 製 品 l 無 機 化 学 等　　　　　　　 l　 l

鉄 鋼 1 鋏 朝 1

精 密 機 械 1 金 属 加 工機 械 1　 1

発 送 電 ・配 電 ・産 業 用 電 気機 械 1 痔 殊 産 業 用 機 械 1

有 線 ・無 線 通 信機 械 1 輸 送 用 機 械 1

電 子 計 算 機 1 有 線 ・無 線 通 信 機 械　　　　 1　 1

窯 業 1

合　　 計 46 合　　 計 34
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6．技術輸出入の比較

本章においては、平成10年度の新規の技術輸出の動向と、当研究所が作成している「外国

技術導入の動向分析（平成10年度）」との比較を行う。

6．1．比較にあたって

本調査と「外国技術導入の動向分析」とは調査方法、調査対象企業が異なることから、単純

に総量的な比較を行うことができないが、可能な限り同一ベースでの比較を行うため、平成10

年度の新規の全技術輸入契約1，527件のうち、資本金10億円以上の企業の行った技術輸入

契約1，155件を抽出して比較を行うこととする。（図6－1）

図6－1．技術輸入実施企業数・件数（資本金別）

6．2．技術形態別輸出入契約状況

本調査では技術貿易の範囲として、特許やノウハウ等の譲渡及び使用権の設定の他に、商

標のみのものやソフトウェアの輸出を含めて調査している。そこで取り引きされた技術を「ソフト

ウェア」「商標のみ」及びそれ以外（以下、「ハード系技術」）の3種類に分類し、それぞれの比

率を輸出入で比較する。

技術輸出では「ハード系技術」が88．2％とほとんどを占め、「ソフトウェア」（7．7％）及び「商標

のみ」（4．1％）の比率は低くなっている。一方、技術輸入については「ソフトウェア」が約半数

（47．0％）を占めている。（図6－2）

また、「ソフトウェア」の占める比率について経年推移をみると、輸入と比較して輸出は非常に

低調であり、この傾向は7年間で大きな変化はみられない。（図6－3）

我が国は、ハード系の製造技術は分野を問わず幅広く輸出しているのに対して、ソフトウェア

については海外への依存度が非常に高いことがわかる。
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以降、技術輸出入の比較を行うにあたり、技術形態によって契約内容が大きく異なることを考

慮して、「ハード系技術」と「ソフトウェア」を分けて輸出入比較を行う。

図6－2．技術輸出入契約の技術形態
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‥ 1ユ ‥ 技 術 輸 入

4 6 ．7 算　 4 8 ・9％　 4 9 ・2 ％ ． ・ロ ‥ ‥ ・ロ ・ 、　 4 7 ．O l

4 1・7 ％ ．． ロ ・ ・ ・ ・・⊂ト ー ‥ 一口 ・ ‘　　　　　　 ・ □

□ ・一 ’

2 ．4 ％　 3 t7 ％　 5 朋　 4 ・7 第　 3 ．3 ％　 5 朋　 7 ・7 ％

J L

H 4　　　　 H 5　　　　 H 6　　　　 H 7　　　　 H 8　　　　 H 9　　　 H l O

図6－3．技術輸出契約に占める「ソフトウェア」の比率の推移

6．3．「ハード系技術」の輸出入比較

（1）技術分類別輸出入契約状況

技術分野別に輸出入を比較すると、「ハード系技術」でみた場合、輸出については「機械」

分野の比率が最も高くなっているものの、各分野とも比較的均等に輸出されているのに対し

て、輸入では「電気」分野（45．5％）の比率が高く、「金属」分野（2．9％）の比率が非常に低い

等、分野によって大きな偏りがある。（図6－4）
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技術輸 出 鵜 － 25・3％ 27・8号看 鵜 葵
顕

睡 6珊 15・2％
N＝597件

N＝519件技術導入 45．5％ 22．7鷺 澄 17・0椙 瓢 〟i ll朋

■電気 ■機械 ◎化学 田金属 □その他

図6－4．「ハード系技術」の輸出入における技術分野別内訳

技術分類別にみると、技術輸出については「輸送用機械」（16．1％）が7年連続して1位とな

っているのに対して、技術輸入では「電子部品・デバイス」（17．0％）が2年連続して1位となっ

ている。（表6－1）

表6－1，「ハード系技術」の輸出入契約件数の上位技術分類

技　 術　 輸　 出 技　 術　 輸　 入

技　 術　 分　 類 件数 構 成比 技　 術　 分　 類 件数 構成 比

輸送用 機械 96　 （97） 16．蟻 （14．識）電 子部品 ・デバイ ス 紬　 （98） 17．鴫　 （8．琳）

電 子部 品 ・デバイ ス 55　 （57） 9．2％　 （8．儀）医薬品 彪　 （45） 8．蛸　 （3．琳 ）

医薬 品 45　 （45） 7．5％　 （6．6％）電 子計算機 38　 （478） 7．3％ （41．4％）

そ の他 の機 械 加　 （37） 4 ．欄　 （5．5粉 輸 送用機械 34　 （35） 6．鴎　 （3．鴫 ）

鉄鋼 27　 （31）　 4．5％　 絶 餓）その他の電 子応用装 置 31 （封） 6．（瑞　 （も禍 ）

民生用電 気機戒 ・電球 ・照呪線具 l ：飢　 （飢 ）　 4 ．鵬　 （3．瑞）ボイ ラ ・原動 機 30　 （卸） 5．琳　 （2．餓 ）

発 送電 ・配電 ・産業用電気棚 賊　 24　 （25）　 4 ．鴫　 （3．甥）ラジオ ・テ レビ ・音 響器具 怨　 （56） 5．4％　 （も醜 ）

金属製 品　　　　　　　　　　 別　 （封 ）　 4 ．鴫　 （3．瑞〉有線 ・川 ’ 云 27　 （81） 5．番　 （7．鴫 ）

非鉄 金属　　　　　　　　　　　 24　 （乃 ）　 4．1淋　 （3．欄）化 学機械 ・装置 22　 （お） 4．識　 （2．（瑞）

その他の化学製 品　　　　　　　 2 1 （㌶）　 3．5％　 （3．瑞）その他 の機 械 14　 （17） 2．欄　 （1．瑞）

プラスチ ック製 品　　　　　　 18　 （19）　 3．（淋　 （2．餓）その他の電 気擁 械　　　 ～ 14 （17） 2．祁 （1．㈲

その他の産業 17　 （卸） 2．8％　 （3．胱）外 衣 13　 （41） 2．5％　 （3．5％）

その他 194 （251） 32．識 （37．1％）その他 138 （180） 払．鴎 （15．鴎）

全　 体 597　 （677） 1（泊．鴫 （1∝I．胱） 全　 体 519 （1，155） 1（泊．（瓶 （1（粕．鵬）

（＊注）表中の（）内の値は、全技術形態の件数・構成比である。
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（2）契約相手先国・地域

技術輸出においては、アジアへの輸出が全体の過半数（57．8％）を占めているのに対し、

技術輸入では北アメリカが65，7％、ヨーロッパが31．8％と、アジアからの輸入はほとんどなく

（1．9％）、輸出入で比較するとかなり異なった様相を呈している。

また、輸出入の上位5ヶ国・地域をみても、輸出では米国が18．6％を占めているほかは、ア

ジアの国・地域がほとんどを占めているのに対して、輸入においては米国の比率が糾．7％と

非常に高く、残りをヨーロッパの国々が占めているといった特徴がみられる。

技術分野別に、契約相手先ゾーンの特徴をみると、技術輸出ではすべての分野でアジア

の占める割合が最も大きくなっている。一方、技術輸入については欧米からのものがほとんど

で、「電気」分野では北アメリカの比率が非常に高く、「金属」分野ではヨーロッパの比率が北

アメリカより高い。（表6－2，図6－5）

表6－2．「ハード系技術」の輸出入契約件数の上位国・地域

技 術輸 出 技 術 輸 入

国 ・地域 件 数 割 合 国 ・地 域 件 数 割 合

米 国 11 1 1 8．6％米 国 336 6 4．7％

中国 89 14．9％ ドイ ツ　　　　　 l 45 8．7％

台 湾 59 9．9％ オ ラ ン ダ 38 7．3‡

韓 国 45　　 7．51 英 国 24 4．61

タイ 33 5．5％ フ ラ ン ス 23 4．4％

ドイ ツ　　　　　　　　　　　 29 4．9％ イ タ リア 7 1．3％

イ ン ド 25 4 ．2‡ カナ ダ i 6 1．2％

英 国 23 3．9％ ス ウェ ー デ ン 6 1．2％

イ ン ドネ シ ア 22 3．7％韓 国 5 1．0％

マ レー シ ア 18 3．0％ベ ル ギ ー 4 0．81

香 港 16 2 ．7％デ ン マ ー ク 3 0．6％

シ ンガ ポー ル 12 2．0 ％

オ ー ス トラ リア　　　　　 11 1．8 ％

フ ィ リ ピン 11 1．8 ％

そ の 他 93 15．6％ そ の 他 22 4．2％

全　　 体 597 10 0 ．0％ 全　　 体 519 10 0．0％
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【 技 術 輸 出 】

H lO

電気

機械

化学

金属

その他

H lO

電気

機械

化学

金属

その他

菅 肇20・4咽 渕 15・7％　　　　　　 57・8％　　　　　 6・0％　 N＝597件

貿15・2％渕 13・2％　　　　　　　 68・2％　　　　　　 3・3％ N＝151件

蓋 15・1％渕 16・3X　　　　　　　 63・3％　　　　　　 5・4％　 N＝166件

隊 癖 醇 の手 綱　 2用　　　　 37・7％　　　 8・8％ N＝114件

N＝75件

X　N＝91件

％
N＝519件

N＝236件

N＝118件

N＝88件

N＝15件

N＝62件

療 車重 培 い 2調　　　　　 58・7％　　　　　 12・0％

聯 車 重博 樹 15朋　　　　　　 封朋　　　　　 3・

技 術 輸 入 】

0 4
65朋　　　　　　　　 31・8％ 1．9％i

7ラ・5元　　　　　　　　 20・3％2．1％題

肺　　　　　　　　 35・6％　 用 l

壷．彿　　　　　　　　　　　　　 48．9％

率 土 謝　　　　　　　 73・3％

3 2肺　　　　　　　　 33・9％　 1．6；己

l 咄 アメリカ　 ロヨーロッパ　 e アジア　 ロその他

図6－5．「ハード系技術」の輸出入契約相手先ゾーン（技術分野別）
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（3）契約先企業との資本関係

技術貿易の契約先との資本関係をみると、技術輸出については、資本の2分の1以上を所

有する企業への輸出が24．8％、資本の2分の1未満を所有する企業への輸出が13．1％であり、

資本関係のある企業への輸出があわせて約4割を占めている。それに対して、技術輸入は外

資系企業（資本の2分の1以上を所有されている企業）の技術導入とそれ以外の2種類に分類

されているが、外資系企業の導入の比率は1．2％と非常に低くなっている。

大蔵省統計（「対外及び対内直接投資状況」）によると、平成10年度の製造業の対外直接

投資は件数590件、金額15，686億円であるのに対して、対内直接投資は件数228件、金額

3，126億円となっており、対外直接投資に比べ対内直接投資は低調である。これは、技術輸

出が資本関係のある企業向けで約4割を占めているのに対して、技術輸入は資本関係を伴

わない場合がほとんどを占めていることによるものと思われる。なお、対外直接投資は、前年

に比べ大きく落ち込んでいる。（表6－3，図6－6）

（＊注）技術輸入については、「資本の2分の1未満の所有」が「資本関係なし」の中に含まれている。

図6－6．「ハード系技術」の輸出入における契約相手先との資本関係

表6－3．製造業の対外・対内直接投資額の推移

（単位：件、億円）
対 外 直 接 投 資 対 内 直 接 投 資

件 数 金 額 件 数　　　　 金 額

H 5 1 ，3 9 0　 ！ 12 ，7 6 6 2 2 4 1 ，8 3 6

H 6 1 ，2 3 3 1 4 ，4 2 6 1 7 1 2 ，0 5 4

H 7 1 ，5 8 9 1 8 ，2 3 6 1 9 0 1 ，4 1 2

H 8 1 ，2 2 9　 ‘ 2 2 ，8 2 1 2 1 1 3 ，1 1 1

H 9 1 ，0 7 9　　　　 2 3 ，7 3 1 1 8 9 2 ，6 7 4

H l O 5 9 0　　　　 15 ，68 6 2 2 8 3 ，1 2 6

出典：「対外及び対内直接投資状況」（大蔵省）

－96－



（4）契約期間

契約期間については、技術輸出は技術輸入と比較して5年未満の短期契約の比率が低い。

また、「工業所有権等の期間まで」は、輸出入とも約3割を占めている。（図6－7）

2・0判 1 1叫 】像 4・6磯 1 1・6噸 I l・2増 E 酔 0 ・3畑　］　　 1 8朋
N ＝5 9 7件

N ＝5 19件

7・1珊 ………】け 1棚 冊感傷 1 9・3磯 13 ・9嘲 胆 7場 旺 酔 6・0噸 国 国 ヨ 1 2・9％

ロ 1 年 未 満　　　　　　　　　　　　　 皿 1 ・｝5 年

◎ 5 ・｝1 0年　　　　　　　　　　　　　 田 10 － 1 5 年

■ 1 5年 以上　　　　　　　　　　　　 白工 業 所 有 権 等 期 間

□そ の 他 （期 間 の 定 めな し等 ）

図6－7．「ハード系技術」の輸出入における契約期間

（5）対価の受取・支払方法

対価の受取・支払方法ついては、技術輸出は技術輸入と比較して、「ランニングロイヤルテ

ィ有」の比率が高く、「イニシャルペイメントのみ」の比率が低い。この違いは、輸出は資本関

係のある企業との取引の比率が高いのに対して、輸入は資本関係を伴わない場合が中心で

あるためと思われる。（図6－8）

技術輸出

技術輸入

「…二手　‥＿モー一三：・相、＿＿：一完写・11‾‾‾「‥‡

竿竹須㈱軽珍物
ロイニシャルのみ 田イニシャル＋ランニング 車イ二＋ラン＋ミニ

臼ランニング＋ミニマム 田ランニングのみ

図6－8．「ハード系技術」の輸出入における対価の受取・支払方法
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ランニングロイヤルティの料率についてみると、技術輸出は技術輸入と比較して5％未満

（62．6％）の低率の契約の比率が高くなっているのが特徴である。（図6－9）

図6－9．「ハード系技術」の輸出入におけるランニングロイヤルティの料率

（6）独占権・再実施権

独占権・再実施権有の比率についてみると、技術輸出は技術輸入と比較して、独占権有

の比率が高く、再実施権有の比率が低くなっている。（図6－10）

ノ／

′／ ／ ノノノノ

2 5 ・O l　　　　　　　　　　　　　 ー J 1 2 5 ・肪

1 2 ．3 ％

2 1 ・0 ％ 鍔 粛 笥

ノ け′貫

栓′′J′
㌣H温 色 監 ノ 磯

〆　　　 れ、、

しヽ　　′

ド閂
娘 監 ふ 、ふ。

図6－10．「ハード系技術」の輸出入における独占権・再実施権有の契約

1981



（刀技術の種類

技術の種類についてみると、技術輸出は技術輸入と比較して、特許を含む比率が低くなっ

ている。技術輸出はアジアへの生産・製造技術が中心であるのに対して、技術輸入は欧米か

らの基礎技術の導入が中心となっていることによると考えられる。（図6－11）

／

／‾
／

／
／

7 0 5 ％　　　　　　　　　　　　　　　　　 5 8 8 鷺
一　1　 d ′“ 6 4 ．9％

3 9 ．5 ％

l ．．－・・ツ
1 2 ．9 ％山■

‘ダヽfノバ
㌣ ＼ 凋

技 術 輸 出　　　　　　　　　　　　 技 術 輸 入

図6－11．「ハード系技術」の輸出入における特許・ノウハウ・商標有の契約

（＊注）特許の中に実用新案、意匠を含み、ノウハウの中に出願中特許を含んでいる。
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（8）先端技術分野

技術輸出入について、先端技術分野に該当する6技術＊を含む比率をみる。

まず、全技術輸出入契約のうち、先端技術に該当する比率をみると、技術輸入は37．2％と、

輸出（16．9％）よりも高い比率を示している。

先端技術分野別の中では、「バイオテクノロジー」「医薬品」は、技術輸出が技術輸入を上

回っている。（図6－12～13）

（＊注）先端技術について明確な定義はないが、近年関心の高い特定技術分野である電子計算機ハードウェ

ア、半導体、原子力、航空・宇宙、医薬品、バイオテクノロジーを対象として比較を行った。（「外国技術導

入の動向分析」の定義と合致）なお、これらの技術の種類を重複して含む場合は、各々についてすべて
回答されている。

0．0 1　 5．01　 1 0．0胃　 1 5．0％　 2 0．0Ⅹ　 2 5 ．0 1　 3 0 ．肪　 3 5．0 1　 4 0．0％

技　　　 術　　　 輸　　　 出

技　　　 術　　　 輸　　　 入

】

9％

！

16．

図6－12．「ハード系技術」の輸出入における先端技術分野を含んだ契約の比率

OX　　　2％　　　4鴬　　　6％　　　8％　　10％　12％

電子計算機ハードウェア

半　　　　　　導　　　　　　体

原　　　　　　子　　　　　　力

航　　空　　　　　宇　　宙

医　　　　　　薬　　　　　　品

バ　イ　オ　テ　ク　ノ　ロ　ジ　ー

■技術輸出（N＝597）

ロ技術輸入（N工519）

図6－13．「ハード系技術」の輸出入における先端技術分野を含んだ契約

ー100－



6．4．「ソフトウエア」の輸出入比較

（1）技術分類別輸出入契約状況

「ソフトウェア」の輸出入契約について技術分類別にみると、輸出入とも「電子計算機」の比

率が最も高い。技術輸出については全体の件数が少ないものの、輸入と同様、「電子計算

機」に直接関与しているソフトウェアの技術輸出が中心であることがわかる。（表6－4）

表6イソフトウェアの輸出入契約件数の上位技術分類

技　 術　 輸　 出 技　 術　 輸　 入

技　 術　 分　 類 E　 件数 構成比 技　 術　 分　 類 件数 構成比

電子計算機 40　 （亜） 76．琳　 （7．1％）電子計算機 423　 （478） 77．琳 （41．4％）

その他の機械 ′　 3　 （37） 5．i端　 （5．5％）有線 ・無線通信機械 54　 （81） 9．醜　 （7．（瑞）

電子部品 ・デバイス 2　 （57） 3．8％　 （8．4％）ラジオ ・テ レビ・音響器具 27　 （56） 5．（水　 （4．醜）

精密機械 ［　 2　 （10） 3．醜　 （1．珊）その他の電子応用装置 23　 （54） 4．誠　 （4．欄）

有線 ・無線通信機械 2　 （11） 3．8％　 （1．餓）電子部品 ・デバイス 10　 （98） 1．醜　 （8．鴎）

その他の産業　　　　　 E l 伽 ） 1．弧　 （3．頒）その他の電気機械 3　 （17） 0．鴎　 （1．琳）

その他の電子応用装置 1 （14） 1．！端　 （2．1％）

発送電 ・配電 ・産業用電気機械 1 （Ⅱ） 1．琳　 （3．撒）その他 3　 （371） 0．鴎 （32．蟻）

全　　 体 52　 （677） 1（沿．侃 （1帆 咄） 全　 体 封3 （1，155） 1（泊．琳 （1∝目端）

（＊注）表中の（）内の値は、全技術形態の件数・構成比である。

以降、「ソフトウェア」の輸出入の質的な違いについて分析する。
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（2）契約相手先国・地域

技術輸出ではアジアの比率が叫．2％と最も高いが、ハード系技術と比較すると欧米の比率

が高く、アジアの比率が低い。

技術輸入については北アメリカの比率が79．0％と非常に高くなっている。

これを国・地域別にみると、技術輸出入とも米国が1位であるが、その比率は輸出が32．7％

に留まっているのに対して、輸入は76．4％を占めている。以下、輸出は台湾、中国等アジア

の国・地域が続くのに対して、輸入は英国、ドイツ等ヨーロッパの国が上位を占めている。

輸出は比較的幅広い国・地域に行われているのに対して、輸入は米国からのものが非常

に高い比率を占めていることがわかる。（表6－5，図6－14）

技 術 輸 出　　 ■ 8 － 3 2 ・7％ B ．1％覇 瓦　　　　 叫 ．2 1 N 工5 2件

N 工5 4 3 件
技 術 輸 入　　　　　　　　　 7 9朋　　　　　　　　 1 6・4螺 競

■ 北 アメリカ ■ヨー ロツバ　　　 ロアジア　　　 ■そ の 他

図6－14．「ソフトウェア」の輸出入契約相手先（ゾーン別）

表6－5．「ソフトウェア」の輸出入契約の上位国・地域

技 術 輸 出 技 術 輸 入

国 ・地 域　　　　 件 数 割 合 国 ・地 域 件 数 割 合

米 国 17 32．7％ 米 国 4 15 7 6 ．4％

台湾 8 15．4％英 国 50 9 ．2％

中 国 6 1 1．5％ ドイ ツ 14 2 ．6％

シ ン ガ ポー ル　　　　　　　 4 7．硝 カ ナ ダ 12 2．2％

ドイ ツ 3 5．8％イ ス ラエ ル 8 1．5％

オ ラ ン ダ　　　　　　　　　 2 3．8％オ ラ ン ダ 8 1．5％

韓 国　　　　　　　　　　　 2 3．8％フ ラ ン ス 6 1」悌

フ ラ ン ス　　　　　　　 1　 2 3．8％オ ー ス トラ リア 4 0．7％

スイ ス 2 3．8％韓 国 3 0．6％

香 港　　　　　　 l　 2　 3．醜 台 湾 3 0．6％

その 他　　　　　　 1　 4　 7．7％そ の 他 20　　 3．7％

全　　 体　　　 し 52 白 00 ．0％ 全　 体　 （ 54 3 1 0 0、0，‘

一102－



（3）業種

技術輸出では、「電気機械器具工業」が34．6％と最も高く、以下「情報サービス・専門サー

ビス業」（28．8％）、「通信・電子・電気計測器工業」（17．3％）の上位3業種で全体の8割以上を

占めている。

技術輸入については、「通信・電子・計測器工業」が46．0％と最も高くなっている。また、「機

械工業」（賂6％）、「電気機械器具工業J（10．1％）といった業種が上位を占めている。

近年は日本銀行統計、総務庁統計の技術貿易収支の差が拡大している（第6章第6節参

照）。サービス業のソフトウェアの輸入額の増加が、サービス業を調査対象に含まない総務庁

統計と、一方では全産業を対象としている日本銀行統計との技術貿易収支の差を広げる大

きな要因となっているものと思われる。（表6－6）

表6－6．「ソフトウェア」の輸出入契約件数の上位業種

技 術 輸 出 技 術 輸 入

業　 種 件 数 割 合 業　 種 件 数 割 合

電 気 機 械 器 具 工 業 18 34．6％ 通 信 ・電 子 ・電 気 計 測 器 工 業 250 46．0％

情 報 サ ー ビス ・調 査 業 15 28．8％ 機 械 工 業 90 16．6％

通 信 ・電 子 ・電 気 計 測 器 工 業 9 17．3％ 電 気機 械 器 具 工 業 55 10．接

通 信 業　　　　　　　　　　　　　 4　 7．撒 そ の 他 の 工 業 30 5．5％

自動 車 工 業　　　　　　　　　　　　 3　　 5．珊 各 種 商 品 卸 売 業　　　　　　　　 18 3．3％

精 密 機 械 工 業 2 3．8％ 運 輸 ・通 信 ・公 益 業 14 2．6％

卸 売 ・′J、売 業 1 1．9％ 機 械器 具 卸 売 業　　　　　　　　 14　 2．6％

情 報 サ ー ビ ス ・調 査 業　　　　　 14　 2．6％

精 密機 械 工 業　　　　　　　　　 13 2．4％

銀 行 ・信 託 業 11 2．0％

l そ の 他 34 1 6．3％

全　　 体 52 100．0％ 全　　 体 543 100．0％
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（4）契約先企業との資本関係

技術輸出では、資本の2分の1以上を所有する企業への輸出の比率が26．9％、資本の2分

の1未満を所有する企業への輸出の比率が5．8％であり、資本関係のある企業への輸出が3

割以上を占めている。技術輸入では、外資系企業の比率がハード系技術と同様1．7％と非常

に低くなっている。（図6－15）

技 術 輸 出　 ■ m 2 6 ・9％■ 書 ■ 套 8Ⅹ　　　　　　　 6 7・3％ N ＝5 2 件

N＝5 4 3 件技 術 輸 入　　　　　　　　　　　　　　　　　　 9 8・3％

■ 2分 の 1以 上 の 所 有　　　 8 2分 の 1未 満 の 所 有　　　 口 資 本 関 係 な し

（＊注）技術輸入については、「資本の2分の1未満の所有」が「資本関係なし」の中に含まれている。

図6－15．「ソフトウェア」の輸出入における契約相手先との資本関係

（5）契約期間

契約期間については、技術輸出は、「工業所有権等の期間」の比率（26．9％）が高いのに

対して、技術輸入は、「1年以上5年未満」の比率（33．3％）が高い。また、技術輸出入とも、契

約期間の定めなし等の「その他」の占める比率が最も高くなっている。（図6－16）

技 術 輸 出　 3調 前川】冴 1二至瘢　　　 6・9　　　　　　　 5 0調
N＝5 2件

N ＝封 3 件

1 1

技 術 輸 入
4朝 …出馴 …‖甲 3 棚 酬Ⅲ…Ⅲli殴 璽 努 競 疲 司　　　 3 8・1％

□ 1 年 末 溝　　　　　　　　　　　　　　 田 1 ′－5 年

口 5 ～ 1 0 年　　　　　　　　　　　　　 田 1 0 ～ 15 年

細 1 5年 以 上　　　　　　　　　　　　　 臼工 業 所 有 権 等 の 期 間

ロそ の 他 （期 間 の 定 め な し等 ）

図6－16、「ソフトウェア」の輸出入における契約期間
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（6）対価の受取・支払方法

契約形態については、技術輸入については有償契約がほとんどを占めているのに対して、

技術輸出は無償契約が28．8％を占めている。

対価の受取・支払方法については、技術輸出は技術輸入と比較して「イニシャルペイメント

のみ」の比率が高くなっている。（図6－17～18）

技 術 輸 出 28・8％S S 喜　　　　　　　　 7 1・2％ N ＝5 2 件

X N ＝封 3 件技 術 輸 入 94．8％ 3．

■ 無 償 契 約　　　　　 口 有償 契 約　　　　　 ロ クロスライセンス

図6－17．「ソフトウェア」の輸出入における契約形態

技術輸 出 l磯 吻 物 珍 物 掛 7・6篤　　　　　　 10・路 阪 柵 ．．蕪 細 冊　 N＝37件

技術輸入 勧 聯 3 1劇 物 瘍 彪　　　 30・6％瀾 E E i 津・4嘲 川……順5・7酬……冊　 N＝幻6件

臼イニシャルのみ　　　　 0 イニシャル＋ランニング　 ■イ二十ラン＋ミニ

臼ランニング＋ミニマム　 田ランニングのみ

図6－18．「ソフトウェア」の輸出入における対価の受取方法
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（刀独占権・再実施権

独占権、再実施権を設定している契約の比率をみると、技術輸出は技術輸入と比較して、

独占権有の比率が高く、再実施権有の比率が低くなっている。（図6－19）

N ＝5 2件　　　　　　　　　 N＝5 13 件

5 0％

4 0％

3 0％

2 0％　 ／

32．7 l

J 1 2 9 ・7 l

17．3％
野‘蝉 、機

14 2幻　 ト ト 離
わ′

針 目 対 戦

／ノ
10 1

0％

l

㍗甥ダ飛グ　増 掛′。 、瑞　憫

技 術 輸 出　　　　　　　　　　　 技 術 輸 入

■鋸 権 有　　　 踊 実 施 権有　 l

図6－19．「ソフトウェア」の輸出入における独占権・再実施権有の契約
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6．5．まとめ

日本の技術輸出入構造に関する分析を行った結果、米国からソフトウェアを中心とする技術

を導入し、アジアの資本関係のある企業に対してハード系技術を輸出する構造が明らかになっ

た。今後の我が国の課題としては、益々重要性が高くなっているソフトウェアの技術開発力を

高め、米国への依存構造を是正していくことが急務であると思われる。（図6－20）

虚出産盤壁　　　　　　　　　　　　　　虚血度盛盛

北アメリカーe－　　　＿〃■■■○○1m北アメリカ

重曲ldLIJ∠▲巳

，，．4ギ紬1㌢
ヨ品；く　確恥　． 噂馳ヨ品く

′瞥　　／．／

㌶4－　　　－需芸

35．0器

二≡こ主

。7㊦乙3％

入

先

■ハ胃ド系技術・資本関係有

9ハード系技術・資本関係無

口ソフトウエア

【備考】

・技術輸出入ともに資本金10億円以上の企業の行った契約を抽出している。
・技術形態が「商標のみ」のものは除いている。
・表中の割合はすべて契約の件数比である。
・技術輸出入の資本関係の有無については外資系企業（資本の2分の1以上を所有）の割合

図6－20．わが国の技術輸出入の構造
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6．6．技術貿易金額の推移（参者）

総務庁統計の「科学技術研究調査報告」によると、平成10年度の技術輸出額は9，161億円、

技術輸入額は4，301億円であり、技術貿易収支は2．13となっている。推移をみると技術輸出額

の伸びが大きく、1993年度以降は輸出超となっている。

次に日本銀行統計の「国際収支統計月報」によると、平成10年度の技術輸出額は9，530億

円、技術輸入額は11，862億円であり、技術貿易収支は0．80となっている。推移をみると、技術

輸出入ともに増加傾向にある。（図6－21～23）

（億 円 ）

8 ∝ ）0

6 0 0 0

4 ∝ IO

2 ∝ IO

0

2 ・5 雷

額

2 ・0 忘

入

1 ．5 顕

1 ・0　　 回 国 l輸 出 額

∈：：＝ ヨ 輸 入 額
0 ．5

一一ト 収 支

0 ．0

（年 度 ）

：′

4ヒ

・ここ　．

：ノ

こl そ　こ

’8 5　 ’8 6　 ’8 7　 ’8 8　 ’8 9　 ’9 0　 ’9 1 ’9 2　 ’9 3　 ’糾　 ’9 5　 ’9 5　 ’9 7　 ’9 8

出典：「科学技術研究調査報告」（総務庁統計局）

図6－21．総務庁統計による技術貿易額の推移
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（億 円）

120 0 0

9 0 0 0

60 0 0

3㈱

0 工． こ． ニ　ー

1．5

輸

1．2　 出

額

／

輸

0．9　 人

額

0．6

鵜喜■ 輸 出 醸
0．3

∈≡ヨ 輸 入額

一口一 収 支

0．0

（年 度 ）’85 ’85 ’37　 ’88　 ’89　 ’∝） ．91 ，92　 ．93　 ，94　 ．95　 ．！袷　 ．97　 ▼93

出 典 ：「国 際 収 支 統 計 月 報 」（日本 銀 行 国 際 局 ）

図6－22．日本銀行統計による技術貿易額の推移

2．5

輸　 2 0

出

額

／ 1．5

輸

入

額 1．0

0．5

0 0

一◆－ 総 務庁 統 計

r D － 日銀統 計

85　 ’86　 ’87　 ’83　 ’89　 ’90　 ’91　 ’92　 ’93　 ’別． ’95　 ’96　 ’97　 ’98　 （年 度 ）

出 典 ：［科 学 技 術 研 究 調 査 報 告 」（総 務 庁 統 計 局 ）、「国 際 収 支 統 計 月 報 」（日本 銀 行 国 際 局 ）

図6－23．技術貿易収支の推移
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1．資本金10億円未満の企業に関する分析

1．1．調査概要

（1）調査日的

資本金10億円未満の企業の技術輸出は、件数は少ないものの、資本金10億円以上の企

業と資本力や輸出している技術の内容が異なるため、輸出先や契約内容の傾向に大きな違

いがみられる。また、資本金10億円未満の企業は技術輸入において大きなシェアを占めて

おり、その技術輸出の実態について把握することは、技術貿易の動向分析を行う上で重要な

意味を持っている。

平成10年度も、前年度と同様に、資本金10億円未満の企業の技術輸出について、資本金

10億円以上の企業と同様の調査を実施したことから、以下に、分析結果をまとめる。

（2）調査方法

◇調査対象企業：

資本金10億円未満の、上場または店頭登録している企業（2，795社）

◇調査方法：

郵送によるアンケート調査

◇調査期間：

平成12年1月4日から平成12年1月21日

◇回収結果：

回答企業数1，467社（回収率52．5％）
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1．2．技術輸出契約の締結状況

平成10年度に新規の技術輸出を実施した資本金10億円未満の企業は、56社（回答企業中

3．8％）で、締結した契約の総数は89件であった。技術輸出契約の実績の有無をみると、単純

に比較することは出来ないが資本金10億円以上の企業（回答企業中7．8％が新規の技術輸出

有）に比べて、技術輸出を実施している比率は低い。また、資本金10億円未満の企業の1社あ

たりの件数は、10億円以上の企業に比べ1．6件と少ない。（資料表1－1～2）

資料表1－1．調査対象企業及び回答企業の業種別内訳

業　　　　　 種 回答企 業数 新規の輸出有企 業数 新 規の輸 出件数

（1）農　　 林　　 水　　 産　　 業 5 社 0 社 （0．0％） 0 件

（2）鉱　　　　　　　　　　　　 業 5 杜 0 社 （0．0％） 0 件

（3）建　　　　　 設　　　　　 業 75 社 3 杜 （4．（瑞） 5 件

（4）食　　　 品　　　 工　　　 業 96 社 1 社 （1．0％） 1 件

（5）繊　　　 維　　　 工　　　 業 32 社 3 社 （9．4％） 7 件

（6）パ ル プ ・紙 ・木 製 品 工 業 17 杜 0 社 （0．0％） 0 件

（7）出　 版　 ・　 印　 刷　 業 21 社 0 社 （0．0％） 0 件

（8）総 合 化 学 ・化 学 繊 維 工 業 15 社 0 社 （0．0％） 0 件

（9）油 脂 ・塗 料 ・石 鹸 工 業 12 社 0 社 （0．0％） 0 件

（10）医　　 薬　　 品　　 工　　 業 19 杜 1 社 （5．3％） 1 件

（11）そ　 の　 他　 の　 化　 学　 工　 業 60 杜 3 杜 （5．0‡） 4 件

（12）石 油 ・ 石 炭 製 品 工 業 2 社 1 社 （50．0％） 1 件

（13）プ ラ ス チ ッ ク 製 品 工 業 3 6 社 2 社 （5．61） 3 件

（14）ゴ　 ム ・ 革　 製　 品　 工　 業 16 社 1 社 （6．3％） 1 件

（15）窯　　　　　　　　　　　 業 4 3 社 1 社 （2．3％） 1 件

（16）鉄　　　　　 鋼　　　　　 業 2 1 杜 0 社 （0．0％） 0 件

（17）非　 鉄　 金　 属　 工　 業 2 9 社 1 社 （3．4％） 1 件

（18）金　 属　 製　 品　 工　 業 70 杜 5 社 （7．接） 14 件

（19）機　　　 械　　　 工　　　 業 83 社 7 社 （8．4％） 8 件

（20）電　 気　 機　 械　 器　 具　 工　 業 122 杜 4 杜 （3．3％） 8 件

（21）通信 ・電 子 ・電 気計測器 工業 7 5 社 4 杜 （5．3％） 6 件

（22）自　　 動　　 車　　 工　　 業 26 社 5 社 （19．2％） 10 件

（23）そ の 他 輸 送 用 機 械 工 業 2 1 杜 0 社 （0．0％） 0 件

（24）精　 密　 機　 械　 工　 業 7 1 社 5 社 （7．0％） 7 件

（25）そ　 の　 他　 の　 工　 業 5 7 社 4 杜 （7．0％） 5 件

（26）運　 輸　 ・　 倉　 庫　 業 2 5 社 0 社 （0．0％） 0 件

（27）通　　　　　 信　　　　　 業 7 社 0 社 （0．0％） 0 件

（28）電 気 ・ ガ ス ・ 水 道 業 6 杜 1 社 （16．撒） 1 件

（29）卸　 売　 ・　 小　 売　 業 113 社 0 社 （0．0％） 0 件

（30）飲　　　　　 食　　　　　 業 14 杜 0 社 （0．0％） 0 件

（31）銀　 行　 ・　 信　 託　 業 3 社 0 杜 （0．0％） 0 件

（32）証　　　　　 券　　　　　 業 0 杜 0 社 （0．0％） 0 件

（33）保　　　　　 険　　　　　 業 5 杜 0 社 （0．0％） 0 件

（34）そ　 の　 他　 金　 融　 業 3 社 0 杜 （0．0％） 0 件

（35）情 報 サ ー ビ ス ・調 査 業 9 1 社 2 杜 （2．2％） 2 件

（36）新 聞 ・ 放 送 ・ 広 告 業 2 1 社 0 社 （0．0％） 0 件

（37）専　 門　 サ　 ＝ ビ　 ス　 業 36 杜 1 杜 （2．8％） 1 件

（38）そ　 の　 他　 サ　 ー　 ビ　 ス　 業 6 0 社 1 杜 （1．7％） 2 件

（39）そ　　　　　 の　　　　　 他 54 社 0 杜 （0．0％） 0 件

総　　　　　 計 14 67 社 56 杜 （3．8％） 89 件

製 造業 （再掲） 944 杜 48 杜 （5．1％） 78 件
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資料表1－2．企業1社あたりの輸出件数（資本金規模別）

l 輸 出企 業数 輸 出 件 数 1 社 あた り

10億 円未 満 l　　　　 56 8 9 1．6

10億 円以 上 l　　　 2 14 6 7 7 3．2

1．3．輸出された技術の内容

資本金10億円未満の企業（以下、「10億円未満」）が輸出した技術の内容について、資本金

10億円以上の企業（以下、「10億円以上」）が輸出した技術と比較する。

技術分野別にみると、「10億円未満」については、「機械」分野が28．1％、「電気」が27．0％と

多く、以下「その他」分野が22．5％、「金属」分野が13．5％、「化学」分野が9．0％となっている。

「10億円以上」と比較して、「機械」「その他」「金属」分野の比率が高く、「電気」「化学」分野の

比率が低い。（資料図1－1）

技術分類別にみると、「輸送用機械」（12．4％）、「金属製品」（12．4％）、「電子部品・デバイス」

（11．2％）といった技術が上位を占めている。（資料表1－3）

10 億 円 未 満

1 0億 円 以 上

2 7・0％　　 m l冊 晰 冊 隈8・1細 川Ⅲ l冊 州 ・0 1 3．5　　　　　 2．5増 S S S N ＝8 9 件

2 9・7 ％　　　 酬 酬 睦 7測 冊 酬 日循 m 1 7．0　　　 1 1．8　　 1 4．8 q m N ＝6 7 7 件

ロ 電 気　　　　 田 機 械　　　　 田 化 学 臼 金 属　　　　 ■ そ の 他

資料図1－1．技術分野の内訳

－113－



資料表1－3．技術分類別内訳の比較

資 本 金 10億 円未 満 資 本 金 10億 円 以 上

技 術 分 類 件 数 構 成 比 技 術 分類　　　　 ～件 数 佃 成 比

輸 送 用 機 械 11 12 ．4％ 輸 送 用 機 械 97 14．3％

金 属 製 品 11 12 ．4％ 電 子 部 品 ・デ バ イ ス 57 8 ．4％

電 子 部 品 ・デバ イ ス 10 11．2％ 電 子 計 算機 4 8 7．1％

電 子 計 算 機 7 1 7．9％ 医 薬 品 4 5 6．6％

民 生 用 電 気 機 械 ・電 球 ・照 明器 具 6 6．7％ そ の 他 の機 械 37 1 5．5％

プ ラス チ ッ ク製 品 5 5．6％ 鉄鋼 3 1　 4．6％

建 設 業 5 5．6％ 発 送 電 ・配 電 ・産 業 用 電 気 機 械 2 5 】 3・硝

そ の 他 の 衣 服 ・繊 維 製 品 4 4．5％ 非鉄 金 属 2 5 3．硝

そ の 他 の 化 学 製 品 4 4．5％ 民生 用 電 気 機 械 ・電 球 ・照 明 器 具 24 3．5％

そ の 他 の機 械 3 3．4％金 属 製 品 24 3．5％

ポ ン プ ・圧 縮機 ・送 風 機 3 3．4％ そ の他 の化 学 製 品　　　　 】 22 3．2％

特 殊 産 業 用機 械 3 3．4％ そ の他 の 産 業 20 3．0％

そ の他 の産 業 2 2 ．2％ プ ラス チ ッ ク製 品 19 2．8％

金 属 加 工機 械 2 2．2％ ラ ジオ ・テ レ ビ ・音 響器 具 17 2．5％

医 薬 品 2 2．2％ 有 機 化 学 16 2．4％

繊維 2 2．2％ そ の 他 の 電 子 応 用 装 置 14　　 2．接

そ の 他 の 一 般 産 業 用 機 械 2 2．2％ そ の他 の 一般 産 業 用 機 械 12 1．8％

そ の 他 7 7．9％ そ の他 144 2 1．識

全 体 89 100．0％ 全 体 677 100 ．0％

1．4．契約相手先国・地域

契約相手先国・地域をゾーン別にみると、「10億円以上」と同様アジア向けの比率が最も高く、

約7割を占めている。（資料図1－2）

国・地域別では、「10億円以上」と同様に台湾、米国、中国の比率が高く、3カ国で全体の過

半数を占めている。また、輸出先上位7カ国・地域のうち6カ国・地域をアジアが占めており、ア

ジア向けの傾向がより強い。（資料表ト4）

1 0億 円 未 満

10億 円 以 上

18調　 眼 蕪 ．－　　　　　　　　 ‾8・5●　　　　　　　 ・6 N ＝89件

N ＝57 7件
22・2％　 拙 肝 蕪 Ⅲ‖“”‖】　　　　　 5・8・　　　　　　 ‾調

口 北 アメリカ ロヨー ロツバ　　　　　 ■アジア　　　　　 の その 他

資料図1－2．契約相手先地域
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資料表1－4．契約相手先国・地域の比較

資 本 金 10億 円未 満 資 本 金 10億 円以 上

国 ・地 域 件 数 構成 比 国 ・地 域 件 数 構 成 比

台湾 20 22．5％米 国 138 2 0．4％

米 国 14 15．7％ 中国 115 1 7．0％

中 国 12 13．5％ 台 湾 68 10．0％

韓 国 8　　 9．0％ 韓 国 49 7．2％

フ ィ リピ ン　　　　　　　　 6　　 6．硝 タイ 36 5．3％

タイ　　　　　 l 5 1 5．6％ ドイ ツ　　　　　　　　　　　 33　　 4．9％

マ レー シア　　　　　　　　　 4　　 4 ．5％ 英 国 26 3」粍

ブ ラ ジル 3 3 ．4％ イ ン ド 25 3．7％

イ タ リア　　　　　　　　　　 2 2 ．2％ イ ン ドネ シ ア 2 2 3．2％

イ ン ド 2 2 ．2％ マ レー シ ア 19 2．8％

ドイ ツ 2 2 ．2％ シ ン ガ ポー ル 18 2．硝

英 国 2 2 ．2％ フ ラ ン ス 13　 1．9％

オ ー ス トラ リア 11 1．6％

フ ィ リ ピン 11 1．6％

そ の他 9 10．1％ そ の他 93 13．7％

全 体 89 10 0．0％ 全 体 677 1 0 0．0％

1．5．契約相手先企業との資本関係

「10億円未満」では資本関係のある企業への輸出の比率は30．3％で、「10億円以上」

（38．3％）に比べ小さい。また、資本関係のない日系企業の比率（3．4％）が「10億円以上」

（1．2％）に比べ高くなっている。（資料図ト3）

10 億 円 未 満

10 億 円 以 上

12 ・4X l冊l肌 18・0棚 l拙　　　　　　　　 6朋　　　　　　　　 t・4X N 璃 9件

l　 26・0器 腑 2・3別 … ・調 8・9・　　　　 一一一 一一一1 2　 N ＝677

8 2分 の 1以上 の 所 有　　　 山2 分 の 1未 満 の 所有 ◎資 本 関 係 な し

田資 本 関 係 なし（日 系企 業 ） ■そ の 他

資料図1－3．契約相手先地域との資本関係
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1．6．契約期間

「10億円未満」では、「その他」を除くと、「工業所有権等の期間まで」の契約が20．2％と最も

高い。また、短期契約の比率が、「10億円未満」では31．5％と「10億円以上」（14．5％）に比べ高

くなっている。（資料図ト4）

10億 円 未 満

10 億 円 以 上

13・0％　 …腑 ：蕪 …酬il帽 第 ′塗 ．4簾≡；、：三、デ20．2繁≡こ““こい 25．8％ N 工89件

N ＝677件
2．2％ 塗 ：捌 勝 手磯 吏無 毒 証 璽 ≡ 妻 9・0蔓 ≡ ∃　 22朋

ロ1年 末 溝　　　　　　　　 田 1－ 5年　　　　　　　　 8 5－ 10 年
田10 － 15年　　　　　　　 ■ 15年 以 上　　　　　　　 8 工 業 所 有 権 等 の 期 間

□そ の他

資料図1－4．契約期間

1．7．対価の受取方法

対価の受取方法についてみると、「10億円未満」は「イニシャルペイメント有」が60．1％、「ラン

ニングロイヤリティ有」が73．8％であり、「10億円以上」と比較するとランニングロイヤルティを受

領する比率がやや低くなっている。

また、ランニングロイヤルティは、「10億円以上」に比べて料率での設定比率が高い。

（資料図1－5～6）

10 億 円 未 満

10 億 円 以 上

2 6・2％　 l酬 醐酬 Ⅲ…胆 蕪 醐 酢 酬刷 …君盈 ラ・．ヽ〟入

．7％三
2．3｝ N ＝6 5件

2 2・5％　　 馴冊 酬 l脚 燕 酬 酬 l…l阪 ′ ・7－ 0．2～
N －6 0 4

ロイニシャル の み　　　　　 血イニシャル ＋ランニング ロ イニ ＋ラン＋ ミニ

臼ランニング ＋ ミニ マム　　　 車ランニング のみ

資料図ト5．対価の受取方法

10倍円未満

10億円以上

19・6％　 l 刷………冊 …腑 捌 酬 酬 Ⅲ 「 ノ‡三′2用 ノノ 箸ア三6．云 5 ≡：ミ10．9％、1

5瑠漢強‾朋

契約等

N＝46件

N＝405件114．8％ ］
［
仙 ‖刷 醐 順 …酬 ］…！…酬 阪 テ爛 S S ■ 9．

口2％未満　 8 5％未満　 □8X未満　 8 8％以上　 邑単価建て契約　 日期間あナり

資料図1胃6．ランニングロイヤルティの料率
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1．8．独占権・再実施権

独占権有の比率についてみてみると、「10億円未満」は「10億円以上」と比較して高くなって

おり33．7％を占めている。再実施権有の比率についても高く、18．0％を占めている。

（資料図1－7）

0 ％　　　　　　　 10 ％　　　　　　　 2 0 ％　　　　　　　 3 0 ％　　　　　　　 4 0 ％　　　　　　　 5 0 ％

10 億 円 未 満

10 億 円 以 上

N ＝8 9 件

N ＝6 7 3 件

‘‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾望遠矧 3 3 ．7 ％

18 ．0 ％

2 5 ．1 ％

1 2 ．6 ％

l 田 独 占 権 有　　 口 再 実 施 権 有 l

資料図1－7．独占権・再実施権有の契約

1．9．技術の種類

技術輸出契約に含まれる技術の種類についてみると、「10億円未満」は「10億円以上」と比較

して、特許を含んでいる比率が低い。また、「商標有」の比率も8．0％と低い。（資料図1－8）

0 ％　　　　　　　 2 0 ％　　　　　　　 4 0 ％　　　　　　　 6 0 ％　　　　　　　 8 0 ％　　　　　　 1 0 0 ％

10 億 円 未 満

10 億 円 以 上

2 0 ．5 ％

8 3 0 ％ N ＝8 8 件

N ＝67 4 件

8 ．0 ％

4 5 ．4 ％

8 0 ．3 第

1 14 ．1％

l ・ 特 許 有　 田 ノウ ハ ウ 有　 日 商 肺

資料図卜8．特許・ノウハウ・商標有の契約
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2．関連集計

2．1．技術輸出状況

資料表2－1．有効回答企業の技術輸出状況

業　 種 全 数

新 規 の 輸 出 有 要 警
輸 過

出 去

有 に

新 規 の輸 出有

1件 2～3件 4～5件 6－10件 11件以上 合 計 50億円
未焦

l晋 晋 5帥億円
以上

合 計

農 林 水 産 業 7

2 0

0 0 0

0

1

0

0

0 0

0

0

0

0

0

0

1

0

ユ

0

0

0

0

0

2

1

0

0

4

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

1 1

0

1

8

8

5

3

1

0

0

10

1

3

3 2

0 0 0 0

0

1

2

2

1

1

3

1

1

0

鉱 業 1 0 0 1 0 0 1

建 設 業 2 2 5 5 1 1 3 1 3 8

食 品 工 業 12 2 4 4 0 1 7

9

7

2

4

4

1 7

15

9

4

1

3 0 3 8

繊 維 工 業 48 4 1 0 0 1 2 5

パル プ ・紙 ・木製 品 工業 3 2 2 1 0 0 1 0 1 3

出 版 ・印 刷 業 1 5 0 1 0 0 0 0 0 1

総 合化 学 ・化 学繊 維 工業 3 2 5 2 2 0 10

7

10

1 1 2 0 5 10

油 脂 ・塗 料 ・石 鹸 工 業 19 4 2 1 0 1 2 1 3 7

医薬 品 工 業 50 1 7 0 1 5 0 3 6 10

そ の 他 の 化 学 工 業 10 7 7 3 1 0 1 1

6

4

1

22 2 0 5 2 3 1

2

1

0

0

4

2

0

3

8

0

6

0

0

0

1

2

0

0

0

0

0

1

0

1

0

0

0

0

】 44

1 1

石 油 ・石 炭 製 品 工 業 27 2 3 1 0 2 3 0 3 1 6

プ ラ ス チ ッ ク製 品 工 業 39 3 0 1 0 8 1 2

4

10

0 1 2 4

ゴ ム ・革 製 品 工 業 13 1 0 0 0 5 0 0 1 1

窯 業 54 3 2 0 0 5 17 2 1 2 5

鉄 鋼 業 5 1 4 2 0 1 9 9 1 4 1 0 4 9

非 鉄 金 属 工 業 4 8 2 3 1 1 8 11 7 0 0 6 8

金 属 製 品 工 業 8 1 4 2 0 0 6 13 2 2 3 1 2 6

械 工 業 1 55 5 3 3 2 13 42 2 7 6 2 2 13

電 気 機 械 器 具 工 業 1 57 12 6 1 8 3 1 39 2 7 7 4 12 3 1

通信 ・電子 ・t 気計輝線工業 78 4 0 0 1 5 12 1 2 3 0 2 5

自動 車 工 業 8 1 9 7 1 4 2 2 20 7 5 6 5 22

そ の 他 輸 送 用 機 械 工 業 5 8 9 6 1 0 16 2 1 6 6 3 7 16

精 密 機 械 工 業 5 4 3 2 0 0 5 1 1 8 1 1 3 5

そ の 他 の 工 業 6 8 2 1 0 1 4 12 9 0 1 3 4

運 輸 ・倉 庫 業 1 2 1 1 0 0 0 1 2 1 0 0 0 1

通 信 業 2 4 1 0 1 0 2 0 0 0 0 0 2

電 気 ・ガ ス ・水 道 業 2 9 0 0 0 0 0 4 2 0 0 0 0

卸 売 ・小 売 業 36 4 4 0 0 0 4 6 1 4 2 1 1 4

飲 食 業 2 8 0 0 0 0 0 3 1

0

1

0 0 0 0

銀 行 ・信 託 業 8 8 0 1 0 0 1

0

1

1 0 0 1 1

証 券 業 18 0 0 0 0 0 0 0 0 0

保 険 業 2 0 0 0 1 0 2 0 0 0 0 1

そ の 他 金 融 業 5 6 0 0 0 0 0 0 1

4

0

3

1

0 0 0 0

情 報 サ ー ビス ・調 査 業 6 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1

新 聞 ・放 送 ・広 告 業 36 1 0 0 0 1

0

2

2 1 0 0 1

専 門 サ ー ビス 業 77 0 0 0 0 1 0 0 0 0

そ の 他 サ ー ビス 業 8 9 2 0 0 0 3 1 0 1 2

そ の 他 9 4 1 l i　 O 0 2 1 3 0 0　　　 2 2

総　 計 2，74 5 1 06
l

6 1 16
l

20 2 14 3 40 30 1 5 5 3 2　　 8 3 2 1 4
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2．2．技術輸出契約（技術分類別）

資料表2－2．契約相手先国・地域（技術分類別）

技 術 分 類 名
全

数

北 ア メ リカ ヨー ロ ッパ ア　 ジ　 ア そ の他

米　 そ ：合 ド 英 l 7 l オ　 そ
ラ　　　ヲ

▲ロ 中　 台　 韓　 タ l イ　 シイ　 ▼　ポシ
ン　 レ

看　 て　 そ 合 ヲオ
I ジ

プ
ラ

そ ノL

の

凶日 ・他 ．

イ

ツ

のン　　　ノ
田　　 ス　　 ′ l ・組 計

ン ド ニ　 ーン　　 乙　 の

国＝「檎1 1回　 イ　 ド　アえl プ　ルが「港　 ノ　 他 餅
リス

ア ト
ブ　　　ジ
ト　　　ル

の

他 計

農 林 水 産 業

建 設 業

食 料 品 ・た ば こ

3

6

10

3

2

6

5

6

16

9

9

45

出

3　 0

1　 0

0

0

3

1

2

0

1

0

酢 3

0

2

0

0

1

3

2

1

0

4

15

0

6

5

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

】 0　 0

0　 0

0　 0

出

0

0

0

0

外 衣 1　 0 1 0 0　 0　 0 0 1 0 0

その他 の衣 服 ・繊 維製 品 2　 0 2 0 0 1 0　 0 3 0 0　 0 0

0

0

2

0

0

4

0

0

0

0

2

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

4

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

14

0

パ ル プ ・紙 製 品 ・印 刷
2 手 0

2

3

2

1 0　 0 2 0 0 0 0　 0 0

無 機 化 学 等

有 機 化 学

轟 1

0

0

0

0　 0　 1

0　 0　 1

1

10

0

0

0　 0

1　 0

0

3

化 学 繊 維 2 i o 2 0 0 0　 0　 0 7 0 0 0 0

油脂 加 工 ・石 け ん 等 0　 0 0 1 1 0　 1 1 5 0 0　 0 0

医 薬 品 19　 1 20 3 1 1 0 1 0 ’ 5 1 0　 0 5

そ の 他 の 化 学 製 品 22

6

3

9　 0 9 1 0　 0　 0　 0 1 12 0 0　 0 0

石 油 ・石 炭 製 品 1　 0 1 1 0 0 0 0 1

0

0

4

1

4 0 0　 0 0

ゴ ム 製 品 1　 0 1 0 0　 0 0 0 2 0 0　 0 0

窯 業 10 2　 0 2 0 0　 0 0　 0 2 1　 0　 1
l

l　 l 1 0　 0 0　 1 8 0 0　 0 0

鉄 鍋 3 1 6　 1 7 0 0 0 0 4 0 1 2 5　 1　 2 0　 4 0 0　 1 16 2 0　 0 4

非 鉄 金 属 2 5 4　 0 4 0 0　 1 0 0 6　 3 1 3　 3　 0　 0 2 1　 0 0 19 0 1 0 1

金 属 製 品 2 4 3　 0 3 2 1　 0　 0　 1 4 3　 5　 1　 2　 2　 0　 0　 0　 0　 0 0 13 3 0　 0 A

ボ イ ラ ・原 動 機 3 0　 0 0 1 0 0 0 0 1 0　 1 1 0　 0　 0 0　 0　 0 0　 0 2 0 0 0 0

業 ・建設 ・鉱 山用 機械 5 1　 0 1 0 1　 0 0　 0 1 2　 1　 0　 0　 0　 0 0 0 0　 0 0 3 0 0　 0 0

金 属 加 工 機 絨 4 1　 0 1 0 0 0 0　 0 0

0

1

1 0 0 1 0　 0 0 1 0 0 0 3 0 0　 0 0

特 殊 産 業 用 機 械 2 1　 0 1 0 0　 0　 0　 0 0　 0　 0　 0　 0　 0　 0　 1　 0　 0　 0 1 0 0　 0 0

ポ ンプ ・圧縮 機 ・送風機 6 1　 0 1 0 0 0 0 1 2　 1 1　 0 0　 0 0　 0 0 0 0 4 0 0 0 0

動 力 機 械 5 0　 1 1 0 0　 0 0　 1 1 0

0

紺 描 出 0　 0

0　 0

0

0

3 0 0 0 0

化 学 機 械 ・装 置 2 0　 0 0 0 0　 0 0 0 0 0 0 1　 1 2

そ の他 の一般 産業 用機械 12 ーi i ； 2 1 1 1　 0　 2 5

4

15

2　 1　 2 0　 0　 0　 0　 0　 0　 0　 0 5 0 0　 0 0

そ の 他 の 機 械 3 7 13 1 3 0 0 0 4　 5 3　 0　 1　 0　 0 0　 4 1　 0 18 2 0 0 2

輸 送 用機 械 9 7 12 5 6 1　 1 2 9

2

5 13　 7 10　 8　 5　 0　 0

1　 0　 0　 0　 0　 0　 1　 0

2　 4

0　 0

6 3 1 1 1 7

精 密 機 械 10 2 0 1　 2　 1　 0 4 4 0 0　 0 0

発送t・配t・産業用t気機械25 2 1 0 0　0　0 1升目 ー

l

回冊

昌1日
は出
皿

描出

1　0　0　0
冊 ：

0　0　0　0
3　2　0　0
0　1　0　0
2　2E　2　0問

出 目

22 0 0　0 0民生用電気機繊・電球・照明器具 24 1 0 1 0 0 2 3 17 0 2　 1 3

有線 ・無線通信機械 11 3 0 1 0 0　 2 3 4 0 0　 1 1

ラジオ ・テレビ・音響器具

そ の他の通信機械

電子 計算機

17

1

4 8

2

0

15

1

0

4

： 障

仙

1

0

11

13

1

2 2

0

0

0

1　 0

0　 0

0　 0

1

0

0

そ の他 の電子応 用装 置 14 1　 1 2 1 5 7 0 0 0 0

電 子部品 ・デバ イス

そ の他の電気機械

57

4

1吊 14

1

1

0

7

1

3 6

2

0

0

0　 0

0　 0

0

0

レジャー用品 2 1 ； 0 1 0 0

0

0

0

吊 0 1 0
］

O E　O ； 0

プ ラスチ ック製 品 19
；） ：

9 1 1 9 0 0　 0
！ 0

他に分類 されない製造業

そ の他の産業

11

2 0

0

3

0

3

0　 0　 0

1［ 1 1

昌 0

6

9

10

出 ： 2

1

総　 計 67 7
13中 2

15 0
33 ［26 回 9 ［32

113
9 7 ［6 8 回 3中 5 l 2 2 19 回 18 1 中 5

37 8
11 】 7 ： 4

36
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資料表2－3．輸出企業の資本金・相手先企業との資本関係（技術分類別）

技 術 分 類 名 全 数

資 本 金

（件 ）

資 本 関 係

50億円 100億 円 500億円 500億 円 2分の1 2分の l 資本関係な し
その他未檎 未繍 未檎 以上 以 上 未満 （日系企業）

農 林 水 産 業 3

6

10

3

2

6

5

6

1 6

9

9

4 5

0 0 0

2

3

1

3

1

4

0

0

0

4

0

3

8

3

1 0

0 0 3 （0 ） 0

建 設 業 3 0 0 2 4 （0 〉 0

食 料 品 ・た ば こ 3 0 1 3 4 （0 ） 2

繊 維 0 2 0 0 3 （0 ） 0

外 衣 1 0 1 0 0 2 （0 ） 0

そ の他 の衣 服 ・繊 維 製 品 1 4 1 4 0 2 （0 ） 0

パ ル プ ・紙 製 品 ・印 刷 0 0 1 3 0 2 （0 ） 0

無 機 化 学 等 1 1 4 3 0 3 （0 ） 0

有 機 化 学 0 2 1 1 2 0 14 （0 ） 0

化 学 繊 維 0 0 1 5 1 3 （0 ） 0

油 脂 加 工 ・石 け ん 等 2 1 3 1 0 8 （0 ） 0

医 薬 品 0 8 2 7 2 4 3 8 （0 〉 1

そ の 他 の 化 学 製 品 2 2

6

3

10

5 1 6 1 0

2

0

1

4 3 13 （0 ） 2

石 油 ・石 炭 製 品 0 2 2 0 0 6 （0 ） 0

ゴ ム 製 品 0 0 3 0 0 3 （0 ） 0

窯 業 2 1 6 5 3 2 （0 ） 0

鉄 鋼 3 1 2 0 4 2 5 12 0 19 （0 ） 0

非 鉄 金 属 2 5 1 0 1 0 1 4 5 8 12 （1） 0

金 属 製 品 2 4 10 0 4 1 0 6 3 15 （1 ） 0

ボ イ ラ ・原 動 機 3 0 0 2 1 0 0 3 （0 ） 0

農 業 ・錘 設 ・鉱 山用 機 械 5 1 1 2 1 0 0 5 （0 ） 0

金 属 加 工 機 械 4 0 1 0 3 3 0 1 （0 ） 0

特 殊 産 業 用 機 械 2 1 0 0 1 1 0 1 （0 ） 0

ポ ン プ ・圧 輝 機 ・送 風 機 6 1 0 0 5 3 0 3 （0 ） 0

動 力 機 械 5 2 0 0 3

0

6

0 0 5 （0 ） 0

化 学 機 械 ・装 置 2 0 0 2 0 0 2 （0 ） 0

そ の他 の 一 般 産 業 用 機 械 12 3 0 3 4 0 8 （0 ） 0

そ の 他 の 機 械 3 7 10 1 1 7 9 1 3 6 18 （1） 0

輸 送 用 機 械 9 7 13 2 6 1 5 4 3 2 2 2 1 5 2 （0 ） 2

精 密 機 械 10 1 0 4 5 4 0 5 （0 ） 1

送電 ・配電 ・産業用電気機械 2 5 0 0 2 2 3 6 6 13 （0 ） 0

民生用t 気機繊 ・t 球 ・照明器具 2 4 2 0 3 1 9 7 5 12 （0 ） 0

有 線 ・無 線 通 信 機 械 1 1 0 0 1 1 0 5 0 6 （0 ） 0

ラジオ ・テ レビ ・音 響器 具 17 0 2 5 1 0 1 1 1 5 （0 ） 0

そ の 他 の 通 信 機 械 1 0 1 0 0 1 0 0 （0 ） 0

電 子 計 算 機 4 8 1 1 1 5 3 1 1 4 3 3 1 （1） 0

そ の 他 の 電 子 応 用 装 置 14 1 0 1 0 3 4 0 10 （0 ） 0

電 子 部 品 ・デ バ イ ス 5 7 7 3 1 4 3 3 1 0 5 4 0 （3 ） 2

そ の 他 の 電 気 機 械 4 1 O E 1 2 3 0 1 （0 ） 0

レ ジ ャ ー 用 品 2 0 0 2 0 0 0 2 （0 ） 0

プ ラ ス チ ッ ク 製 品 19 4 0 9 6 4 1 1 13 （1） 1

他 に 分 類 され な い 製 造 業 1 1 0 0 1 1 0

9

3 2 1

8 3 0 （0 ） 0

そ の 他 の 産 業 2 0 1 i 2　　　　 8 0 5 15 （0 ） E 0

総　 計 6 7 7
80 】 6 0　 2 1 6

1 7 6 8 3
l

4 0 7 （8 ） 1 1
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資料表2－4．契約期間及び契約形態（技術分類別）

技 術 分 類 名 全 数

契 約 期 間 契 約 形 態

1年輔 十 時 5－10年
10～1時 ～15 年以上軍 甜 その他 有償契約 無償契約

クロスライセンス

受取 等価 支払

農 林 水 産 業 3 0　　　 0 0 0 0　　　 3　　　 0 1 0 1 1 0

建 設 業 6 2 3 0 0 0　　　 0 1 5 1 0 0 0

食 料 品 ・た ば こ 10 2　　　 2 1 0 0 4　　　 1 8 2 0 0 0

繊 維 3 0 1 1 0 0 1 0 3 0 0 0 0

外 衣 2 0　　　 1 0 0 0 1　　　 0 2 0 0 0 0

そ の 他 の 衣 服 ・繊 維 製 品 6 1 0 4 1 0 0 0 4 2 0 0 0

パ ル プ ・紙 製 品 ・印 刷 5 0　　　 1 1 2 0 0　　　 1 4 0 1 0 0

無 機 化 学 等 6 0　　　 0 2　　　 1 1 1　　 1 6 0 0 0 0

有 機 化 学 16 1　　　 1 1 3 0　　　 3 7 16 0 0 0 0

化 学 繊 維 9 0　　　 3 4　　　 1 0　　　 0　　　 1 9 0 0 0 0

油 脂 加 工 ・石 け ん 等 9 0　　　 1 1 2 0 3 2 9 0 0 0 0

医 薬 品 4 5 0　　　 1 1　　 1 1　　 3 3　　　 8 4 3 2 0 0 0

そ の 他 の 化 学 製 品 2 2 1　　　 0 3 6 1　　　 7 4 2 0 1 0 1 0

石 油 ・石 炭 製 品 6 1　　　 2 1　　　 0 0　　　 0　　　 2 6 0 0 0 0

ゴ ム 製 品 3 0　　　 0 2 0 0　　　 1 0 3 0 0 0 0

窯 業 10 1　　　 0 4　　　 3 0　　　 0　　　 2 10 0 0 0 0

鉄 鋼 3 1 1　　　 4 7 0 0　　 1 2 7 2 9 2 0 0 0

非 鉄 金 属 2 5 0　　　 5 7 3 1　　　 9　　　 0 2 4 1 0 0 0

金 属 製 品 2 4 0　　　 1 7 0 1 1 4 1 2 1 1 2 0 0

ボ イ ラ ・原 動 機 3 0　　　 0 2　　　 1 0　　　 0　　　 0 3 0 0 0 0

農 業 ・建 設 ・鉱 山用 機 械 5 0　　　 1 2 1 0 1 0 5 0 0 0 0

金 属 加 工 機 械 4 0　　　 0 2 0 0　　　 1　　 1 4 0 0 0 0

特 殊 産 業 用 機 械 2 0 2 0 0 0　　　 0 0 1 0 1 0 0

ポ ンプ ・圧 縮 機 ・送 風 機 6 0　　　 2 1 2 0　　　 1　　　 0 5 1 0 0 0

動 力 機 械 5 0 0 3 0 0　　　 1 1 4 0 0 0 1

化 学 機 械 ・装 置 2 0　　　 0 0 0 0　　　 0 2 2 0 0 0 0

そ の 他 の 一 般 産 業 用機 械 1 2 0 0 4 2 0 4　　　 2 12 0 0 0 0

そ の 他 の 機 械 3 7 0 1 3 8 2 0　　　 5　　　 9 3 4 0 1 2

0

0

0

輸 送 用 機 械 9 7 0　　　 9 3 4 1 5 0 2 4　　 1 5 9 5 0 2 0

精 密 機 械 10 0 0 2 1 0　　　 4　　　 3 10 0 0 0

送電 ・配電 ・産業用竃気機械 2 5
出

2 9 1 1 1 2 17 0 7 1 0

民生用t 気機械 ・電球 ・照明器具 24 8 1 1　　　 5　　　 6 2 4 0 0 0

0

0

0

0

0

2

0

0

0

0

2

】 9

0

有 線 ・無 線 通 信 機 械 1 1 0　　　 1 3 1 0 2 4 7 4 0 0

ラジオ ・テ レビ ・音響 器具 1 7 0　　　 4 2 0 0 7 4 16 1 0 0

そ の 他 の 通 信 機 械 1 0　　　 1　　　 0 0 0　　　 0　　　 0 0　　　 1 0 0

電 子 計 算 機 4 8 2 ［　 5　　 4 2　　　　 0 12　　　 2 3 3 4　　 1 4 0 0

そ の 他 の 電 子 応 用 装 置 1 4 0 3　　　　 7 0 0　　　 0 4 13　　　 1 0 0

電 子 部 品 ・デ バ イ ス 5 7

4

2

o j　 5　 1 7
3 0 2 3 9 4 5 2 5 3

そ の 他 の 電 気 機 械 0 1　 1　　 2 0　　　 0　　　 0　　　 1 4　　　 0 0 0

レ ジ ャ ー 用 品 0 0 0 0 0　　　 2　　　 0
l

2　　　 0 0 0

プ ラ ス チ ッ ク製 品 1 9 O i　 2　 1 3　　　 0　　　 9　　　 4 17 1 1 0

他 に分 類 され な い 製 造 業 11 0 3 2 2 】　 0　 1 3 9 2 0 0

そ の 他 の 産 業 2 0 3 i　 2 l　 o 6 l o i l l 8 13　　　 5　　　 0 0

総　 計 6 7 7
15 l 8 3

1 5 3 7 4
7 】 19 6 ！ 14 9 59 可　 4 4 】 2 1

ド　　 4
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資料表2－5．対価の受取方法及びランニングロイヤルティの料率（技術分類別）

技 術 分 類 名 全 数

対 価 の 受 取 方 法 ラ ン ニ ン グ ロイ ヤ ル テ ィ の 料 率

イニジけ　　 イニシ†′

のみ　　 ナランニング

E葱 恒 辛 再 回答

i

請来檎 堪未繍
［
琳東鶉 8篤以上 単票 て 雷雲霊芸 鮒 答

農 林 水 産 業 2

5

8

3

2

4

5

6

16

1　　 1 0 0 0 0

1

0

0

0

0

0

0

1

0

0

5

1

1 0 0 0 0　　　 0　　　 0

建 設 業 4　　　 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

食 料 品 ・た ば こ 2　　　 1 2 0 3 0 2 1 0 0 1 2

繊 維 0 3 0 0 0 0 1 2 0 0 0　　　 0

外 衣 0　　　 1 1 0 0 0 1 1 0 0　　　 0　　　 0

その 他 の衣 服 ・繊 維製 品 0　　　 0 0 0 4 3 1 0 0 0　　　 0 0

パ ル プ ・紙 製 品 ・印 刷 0　　　 1 0 1 3 0 4 0 0 1　　　 0 0

無機 化 学 等 1　　　 2 1 0 2 1 4 0 0 0　　　 0 0

有 機 化 学 10 3 0 0 2 0 2 3 0 0　　　 0 0

化 学 繊 維 9 8　　　 0 0 0 1 0 0 1 0 0　　　 0　　　 0

油 脂 加 工 ・石 け ん 等 9 1 4 0 0 4 0 4 2 0 0 2 0

医 薬 品 4 3 2 7 2 1 0 8 2 1 3 7 4 0　　 19

そ の 他 の 化 学 製 品 2 0 3 】　 5 3 0 8 1 1 1 1 1 1 0 1

石 油 ・石 炭 製 品 6 4 】　 0 0 0 1 1

0

0

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

1

0

0

0

0

0

1

0

0

2

0

0

16

0 0 0 1 0 0　　　 0

ゴ ム 製 品 3
1

1 1　　 2 0 0 0 1 1 0 0 0　　　 0　　　 0

窯 業 1 0 3　　　 2 0 0 5 2 4 0 0 0　　　 1 0

鉄 鍋 2 9 4　　　 3 0 2 18 5 3 2 0 1 1 1 1

非 鉄 金 属 2 4 4　　　 9 2 0 9 6 10 3 1 0 0 0

金 属 製 品 2 3 4 0 4 0 15 1 9 0 0 8 1　　　 0

ボ イ ラ ・原 動 機 3 0　　　 3 0 0 0 0 1 0 0 2 0　　　 0

農 業 ・建 設 ・鉱 山用機 械 5 0 4 0 0 1 1 3 0 0 1　　 0　　　 0

金 属 加 工 機 械 4 1　　 1 0 0 2 0 3 0 0 0 0 0

特 殊 産 業 用 機 械 2 0　　　 1 0 0 1 0 1 1 0 0 0　　　 0

ポ ン プ ・圧 縮機 ・送 風機 5 0 3 0 0 2 0 2 0 0 1 0 2

動 力 機 械 4 1 3 0 0 0 0 2 0 0 1 0 0

化 学 機 械 ・装 置 2 2　　　 0 0 0 0 0 0 0　　　 8 0　　　 0　　　 0

そ の他 の 一般 産 業 用 機械 12 1　　　 7 2 1 1 1 2 1　　 0 4 2　　　 1

そ の 他 の 機 械 3 5 4 8 5 0 18 8 9 2 1 3　　　 8 0

輸 送 用 機 械 9 7 6 4 8 3 0 3 9 6 46 5 1 14　　　 1 17

精 密 機 械 10 4　　　 1 0 0 5 0 1 3 1 0 0　　　 1

送電 ・配電 ・産業用義気機械 2 4 6　　 1 1 0 0 6 2 7 1　　　 0 0 0　　　 7

民生用電気機械 ・t 球 ・照明器具 2 4 4 7 1 0 12 3 12 2 0 3　　　 0　　　 0

有 線 ・無 線 通 信 機 械 7 1 3 0 0 3 0 5 0 0 0 0　　　 1

ラジオ ・テ レビ ・音 響器具 16 2　　　 1 2 0　　 1 1 2 7 2　　　 0 3 0 0

電 子 計 算 機 3 4 24 2 0 0 8 4 0 0 1 3 0 2

そ の 他 の 電 子 応 用 装 置 13 3 2 0 0　　　 8 1　　 1 2　　　 0 6　　　 0　　　 0

電 子 部 品 ・デ バ イ ス 5 0
10 1 15　 3

0　　　 2 1 6 16 7　　　 0 8　　　 2 0

そ の 他 の 電 気 機 械 4
0 ［ 1　 0

0 3 1
］

2 0 0 1 0 0

レ ジ ャ ー 用 品 2 1 E1　　 1 0 0　　　 0 0 0 0 0 0　　　 1 0

プ ラ ス チ ッ ク製 品 18

9

13

7 3 1 0 5 2　　　 4 3　　　 0 0 0 0

他 に 分類 され な い製 造 業 0 0 0 0　　　 9 0　　　 0 0　　　 0 0　　　 0　　　 9

そ の 他 の 産 業 7 i　 o 1 0　　　 5
o i l 0　　 1 4　　　 0　　　 0

総　 計 62 0
l

1 36 1 1 69 1 5 2
4 i 24 3 l 6 0 】 18 3 ［ 4 8 】 15 79 1 20 ！ 63
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資料表2－6．技術の種類及び独占権・再実施権（技術分類別）

技術 分類名 全数

技 術 の種類 独 占権 再実施 権

l　　 ［

特許 回 商 標 渾 牒 意匠 無 回答l 有　　 無　 無回答

有 中 回 R

農 林水 産 業 3 3　　　 0　　　 0　　　 2　　　 0　　　 0　　　 0 0 3　　　 0 1 2 0

建 設業 6 0 6　　　 0　　　 0　　　 0 0　　　 0 0 6 0 0 6 0

食 料 品 ・た ば こ 10 4　　　 5　　 1　　 1　　 0　　　 0 0 3 7　　　 0 3 7 0

繊維 3 1　　　 2 0 ［　　 0　　　 0　　　 0 0 1 2　　　 0 0 3 0

外 衣 2 1

0

1　　 1　　 0

4　　　 2　　　 0

0

0

0　　　 0

0　　　 0

0 2 0 0 2 0

その他の衣服 ・繊維製品 6 6 0 0 0 6 0

パ ル プ ・紙 製 品 ・印刷 5 4

3

4　　　 0　　 1

4　　　 1　　　 2

1

0

0　　　 0

0　　　 0

0 5　　　 0 0 5 0

無機 化 学等 6 1 5 0 1 5 0

有機 化 学 16 10　　 15 2　　　 2　　　 0 0 0 1 1 5　　　 0 1 15 0

化 学繊維 9 1　　 9　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0 1 8　　　 0 1　　　 8 0

油脂 加 工 ・石 けん 等 9 3 6 0 0 0　　　 0 0 3 6 0 1 8 0

医薬 品 45 40 2 8 7　　　 24　　　 0 0　　　 0 36 9　　　 0 30 15 0

そ の他 の化 学製 品 22 12 13　　　 3　　　 3 0 0 0 10 12　　　 0 5 17 0

石 油 ・石炭 製 品 6 2

2

3

1日 目 ‖ 棋 2 4　　　 0 0　　　 6 0

ゴム製 品 3 1 2　　　 0 0 3 0

窯業 10 2 8 0 0 10 0

鉄鍋 31 14　　 27　　　 8　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0 2 29　　　 0 3　　 28 0

非鉄 金属 25 5 2 4　　　 3 2 1　　　 0 0 4 2 1　　　 0 1　　 24 0

金属 製 品 24 10　　 16 1　　　 4　　　 0 1　　　 0 5 19 0 3 2 1 0

ボイ ラ ・原動機 3 1 3　　　 0 0 0　　　 0 0 1 2　　　 0 1 2 0

農業 ・建設 ・鉱 山用機械 5 1　　　 4 0　　　 0　　　 0 0　　　 0 5 0　　　 0 0 5 0

金属加 工機械 4 1　　　 4 0　　　 1 1 0　　　 0 2 2 0 0 4 0

特殊 産業 用機 械 2 2 2　　　 0　　　 1 1　　　 0 0 0 2　　　 0 0 2 0

ポンプ ・圧縮機 ・送風機 6 2　　　 6　　　 0　　　 2　　　 0　　　 0　　　 0 2 4　　　 0 0 6 0

動力機 械 5 3　　　 5 0　　　 0　　　 0 0　　　 0 1 4 0 0 5 0

化学機 械 ・装 置 2 0 2　　　 0 0 0　　　 0 0 0 2 0 0 2 0

その他の一般産業用機械 12 10 12　　　 0 0 0　　　 3 0 8 4　　　 0 4 8 0

そ の他 の機械 37 13　　 23 8　　　 8　　　 9　　　 8　　　 0 5 32　　　 0 4 33 0

輸送 用機 械 97 43 8 8 12 2 4　　 12 7　　　 0 18 79 0 6 9 1 0

精密機 械 10 5　　　 7　　　 7　　　 3 0　　　 0 0 4 5 1 2 7 1

送電・配電 ・産業用電気機械 25 12　　 25　　 1　　 5　　　 5　　　 5　　　 0 6 19　　　 0 0 25 0

民生用車気機績・t 球・照明器具 24 14　　　 20 2 1 0　　 10 10　　　 0 1 23　　　 0 0 24 0

有線 ・無 線 通信機 械 11 3　　　 9　　　 1　　 1 0　　　 0 0 0 1 1 0 0 1 1 0

ラジオ ・テ レビ・音響器具 17 8 16　　　 5　　　 3 5　　　 3 0 2 15 0 0 17 0

そ の他 の通信 機械 1 0　　 1　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0 0 1　　　 0 0 1 0

電子 計算 機 48 9　　　 40 4　　　 2　　　 0　　　 0 0 15 3 3　　　 0 4 44 0

そ の他 の電 子応 用装 置 14 8　 12　　 6　　 0［ 0 0 0 0 14 0 0 14 0

電子 部 品 ・デバ イ ス 57 33　　 40　　　 5　　 23　　 18　　　 7　　　 0 6 48　　　 3 8 46 3

そ の他 の電 気機 械 4 廿 帖 冊 0 4　　　 0 0 4 0

レジ ャー用 品 2 0 2　　　 0 0 2 0

プ ラス チ ック製 品 19 9　　 10 0 4 15 0

他に分類 されない製造業 11 5 6　　　 0 0 11 0

そ の他 の産 業 20 1 19　　　 0 2 18 0

総　 計 677
3 06 】 541 ［ 95 】 130［ 66！ 50 1 3 16 9 ［ 504　 4

85 5 88 4
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2．3．技術輸出契約（国・地域別）

資料表2－7．技術分野、資本金及び相手先企業との資本関係（国・地域別）

国 ・地域 全数

技術 分野 資本 金 資本 関係

電気

l

舶 ［化 学 j 金属

（

そ の他 慧 1叫 円
未檎

5恥偉円
未蠣

珊 憺円
以上

2分の1
以上

2分の1
未漬

資本関係なし
（日系企業）

その他

北ア メ リカ 150 4 0 34 37 14 25 1 6 1 2 5 1 7 1 4 3 8 93 （0） 6

米 国 138

8

4

3 6 29 35

1

13

1

25

0

0

1 3 1 2 4 8

1

6 5

5

1

4 1 7 84 （0） 6

カナ ダ 3 3 2 0 1 1 6 （0） 0

メキ シコ 1 2 1 0 1 0 2 1 0 3 （0） 0

ヨー ロ ッパ 113 3 2 32 24 9 16 5 8 4 4 5 6 2 7 4 8 1 （0） 1

ドイ ツ 33 ：！ 1； 7 2 8

3

2

3

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1 5 14 1 3 6 0 26 （0） 1

英 国 26 2 1 3 0 12 1 1 14 1 1 1 （0） 0

フ ランス 13 1 1 0 2 4 7 0 1 12 （0） 0

オ ランダ 9 3 2 1 0 0 0 1 8

2

4

3 0 6 （0） 0

イ タ リア 6 2 1 2 1 1 0 3 2 1 3 （0） 0

スイス 6 3　　　 1 2 0 0 0 2 0 0 6 （0） 0

ノル ウェー 3 0　　　 0 0 3 0 0 0 3 0 0 3 （0） 0

ポル トガル 2 0 0 2 0 0 0 0 2

0

1

0 0 2 （0） 0

スペイ ン 2 0　　　 0 1 1 0 0 2 0 0 2 （0） 0

ベル ギー 2 1　　　 0 1 0 0 0 1 0 0 2 （0） 0

フィ ンラン ド 2 0 1 1 0 0 0 1 1 0 0 2 （0） 0

ス ウェー デ ン 2 2 0 0 0 0 0 0 2 0 0 2 （0） 0

ハ ンガ リー 2 0 2 0 0 0 1 0 1 1 1 0 （0） 0

そ の他 5 0 1 4 0 0 0 4 1 1 0 4 （0） 0

アジア 378 12 4 10 6 4 4 48 56 5 8 3 9 10 6 1 75 10 1 6 9 20 4 （8） 4

中国 97 紺 9

9

4

10

16

8

6

5

15 6 2 8 4 8 3 3 17 4 4 （3） 3

台湾 68 15 6 1 9 2 8 6 13 4 9 （3） 0

韓 国 49 9 4 8 28 7 8 34 （0） 0

タイ 36 5 8 4 19

9

6

1 5 9 12 （0） 0

イ ン ド 25 1　　 12　　　 4 6 2 3 5 8 3 7 15 （0） 0

イ ン ドネ シア 22 2 8　　　 6　　　 2 4 2 1 1 3 7 4 1 1 （0） 0

マ レー シア 19 7　　　 5

6　　　 3

1

3

‖ 6

0

2 3 6 8 5 4 9 （1） 1

シンガ ポール 18 1 1 6 1 0 11 0　　 7 （1） 0

香 港 18
； 出 は

5 2 6 5 5　　 3　 10 （0） 0

フィ リ ピン 11 0 2 4 5 6 1 4 （0） 0

ベ トナ ム 5 2

3

1

0

1　　 0

0　　　 0

1

0

0 1 3 1

3

2

2　　　 2 1 （0） 0

イ ラン 3 0 0 0 0 0 3 （0） 0

トル コ 2 ： 日 日 0 0　　　 0 0　　　 0　　 2 （0）　　　 0

パ キス タ ン 2 0 0 1　　 1 1 1 0 （0） 0

その他 3 1 0　　　 0　　　 2 0　　　 0　　 3 （0）　　　 0

その他 36
5 l 9 i ！O i 9 」 り3 1　　 1　 15　　 19 5　 2 l 29 （0） I　 o

オー ス トラ リア 11 0

3

2

－　 3 1 ギ　 5 ［ 2

日 日 出

0　　　 0　　　 5　　　 6 3 2 6 （0） 0

エ ジプ ト 7

4

2

0 0 2 5 0 0　　 7 （0）　　　 0

ブ ラジル 1 0　　　 2　　　 1 11　 0 3 （0） 0

コロン ビア
「 日 日 lE　　 o

l

0　　　 1　　　 0　　　 1 0 0　　 2 （0）　　　 0

そ の他 12 0 0　　　 6　　　 6 1－　　 0 11 （0）　　 0

総　 計 677 2 0 1 1 8 1 i l 15 －　 80 ［ 100 80 1 6 0 1 2 16　 321 17 6 i 83 4 0 7 （8） 1 11

－124　－



資料表2－8．契約期間及び契約形態（国・地域別）

国 ・地 域 全 数

契 約期 間 契約 形態

1年未満 1－5年 5～10年 10－15年 15年以上 工業所有権
等の期憫 その他 有償契約

如 スライセンス

無償 一 受取 j 軸 l 支払

北 ア メ リカ 15 0 1 1 7 2 5 1 1 1 5 6 3 9 12 6 10 5 E……」 上 … 2

割 1米 国 13 8 1 1日 1： 1　　 5 1　　 37 1 16 10　　　 4

0　　　 0カ ナ ダ 8

4

0 0 4 0 7

メ キ シ コ 0 0　　　 1　　　 2 3 0　　　 1 O l　 o

ヨー ロ ッパ 113 2
9 ［ 2 4 14 2 4 6 1 6 9 9 7 3 3　　　 1

ドイ ツ 33 0 3 6 6 1 14 3 2 9 1 1 2　　　 0

英 国 26 1　　　 4 9 0 0 1 1　　 1 2 6 0 0 0　　　 0

フ ラ ン ス 13 0　　　 0 4 3 0 4　　　 2 1 0 1 1 1　　　 0

オ ラ ン ダ 9 1　　　 0 0 2 0 2　　　 4 6 2 1 0　　　 0

イ タ リア 6 0 0 2 1 0 3　　　 0 6 0 0 0 0

スイ ス 6 0　　　 0 0 1 0 2 3 3 3 0 出

ノル ウェー 3 ‖ 0 0 0 3　　　 0 3 0 0

ポル トガ ル 2 0 0 0 2 0 2 0 0 0 ［ 0

0 胃　　 0スペ イ ン 2 0 0　　　 0 0　　　 1 2 0 0

ベ ル ギー 2 0 0 0 0 0 2 0 2 0 0 0 I　 O

フ ィ ン ラ ン ド 2 0 0 1 0 0 1　　　 0 1 0 0 0　　　 1

ス ウェー デ ン 2 0 0 0 0 0 1 1 2 0 0 0　　　 0

ハ ン ガ リー 2 0 0 1 1 0 0 0 2 0 0 0 0

そ の他 5 0 1 1 0 1 1 1 5 0 0 0　　　 0

ア ジ ア 37 8 1 1 5 2 9 7 4 5 3 8 0 9 0 3 3 8 2 7 1 3 0　　　 0

中 国 97 6 1 1　　 2 5 2 2 1 1 3 19 8 2 7 8

0

3

0

0

0

E　　 o

0

0

、 台湾 68 0 6 15 4 0 1 9 2 4 6 5 3

韓 国 4 9 2 1 3 1 0 0 1 1 5 8 4 3 3

タイ 3 6 1 4　　 1 1 5 0 7 8 3 5 1 0 0　　　 0

イ ン ド 25 0 0 14 6 0 3 2 2 3 1 1 0　　　 0

イ ン ドネ シ ア 22 0 8　　　 5 0 0 4 5 2 2 0 0 0 0

マ レー シ ア 19 1 0　　　 5 3 0 6 4 1 6 3 0　　　 0　　　 0

シ ン ガ ポー ル 18 1 1 3 1 0 7 5 1 7 0 1　　　 0　　　 0

香 港 18 0 3　　　 4 0 0 5 6 1 6 2 0　　　 0　　　 0

フ ィ リ ピン 1 1 ：日 2 E　 l

3　　　 0

0　　　 0

0 0 4 8 3 0　　　 0 0

ベ トナ ム 5 1 0 0 5 0 0 0　　　 0

イ ラ ン 3 0 0 3 0 3 0　　　 0　　　 0

トル コ 2
：i 日 日

0 0 0 2 0 0　　　 0 0

パ キ ス タ ン 2 0 0 1 2 0 0　　　 0　　　 0

そ の他 3 0 1 1 2 1 0　　　 0　　　 0

そ の 他 36 1 ［　 5 ［　 7
4 1 1 4　　　 4 3 6 0 ［ 0 ［ o I o

オ ー ス トラ リア 1 1 1 1 1 】　 2 － 0　　　 1　　　 6　　　 0 1 1　　 0　　　 0　　　 0　　　 0

エ ジ プ ト 7 0 2 1 2 0 0　　　 2 7　　　 0 0 0　　　 0

ブ ラ ジル 4 0　　　 0　　　 3 1　 0　　　 0　　　 0　　 1 4　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0

コ ロ ン ビア 2 0 0 0 ，　 0 0 2 0 2　　　 0　　　 0 0　　　 0

そ の他 12
0　 2 l l 】 2　 0 ［ 6　 1 叫　 O E　 o　 o 】 0

総　 計 67 7
15 日 3 】 15 3 1 7 4 1 7 】 1 9 6 14 9 5 9 9 】 4 4 ！ 2 1 i 9 ！ 4
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資料表2－9．対価の受取方法及びランニングロイヤルティの料率（国・地域別）

国 ・地域 全 数

対価 の受取 方 法 ランニ ン グ ロイヤル テ ィの料 率

イニシ叶
のみ

イニシ叶
十ランニング

イニシャ■

十ランニング
十ミニマ▲

】テン3 グ

巨 ミニマム

千二 主 ヰ

】

凛未清 鴎未満 沸未繍 l端以上
単価建て
契約

期間あた
り契約等

無回答

北 ア メ リカ 13 1 26 30 13 1 55　　　 6 17 38 9 8 14 1 12

米 国 120

7

4

24 29 11 1 49 6

0

0

15 35 9 8 12 1 10

カナ ダ 1 ［　 0 1 0 5 2 1 0 0 2 0 1

メキ シ コ 1 1
i

l 0 1 0 2 0 0 0 0 1

ヨー ロ ッパ 102 21 23 15 1 39 3 6 26 8 3 18 1 16

ドイ ツ 30 9 6 3 0 11 1

0

0

0

0

0

0

0

1

1 9 1 0 7 0 2

英国 26 3 10 2 0 11 3 6 3 0 3 0 8

フラ ンス 1 1

7

6

3

3

2

2

2

1

2

2

5

2 3 2 0 4 2 2 1 1 2 0 1

オ ラ ンダ 3 0 0 0 4 0 2 1 0 1 0 0

イ タ リア 1 1 2 0 2 0 2 0 1 0 0 2

スイ ス 0 2 1 0 0 0 0 1 0 1 0 1

ノル ウェー 0 0 0 0 3 0 0 0 0 3

0
l

0

0

0

ポル トガル 0 0 1 0 1 0 1 1 0 0

スペ イ ン 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

ベル ギー 0 0 1 0 0 1

0

0

0

0

0 1 0 0 0 0 0

フ ィ ンラ ン ド 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0

ス ウェー デ ン 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0

ハ ンガ リー 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 1

その 他 2 0 1 1 1 0 1 0 0 1 0 1

ア ジア 351 82 109 18 2 133 7 34 112 30 4 37 18 27

中国 90 31 28 0 0 31 0

1

12 20 6 2 3 3 13

台湾 65 15 22 8 0 19 5 24 7 0 8 3

6

1

0

0

0

0

4

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

20

2

韓国 46 13 14 6 1 11 1

3

1

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

16

2 11 2 1 10 0

タイ 35 2 13 0 0 17 4 17 3 0 4 1

イ ン ド 24 4 14 0 0 5 2 7 6 0 2 2

イ ン ドネ シア 22 6 0 1 1 14 2 9 0 0 1 4

マ レー シ ア 16 1 5 0 0 9 1 10 1 0 1 1

シンガ ポー ル 18 5 2 1 0 10 4 3 3 0 1 2

香港 16

8

5

0

2

2

2

36

4 6 2 0 4 0 4 0 0 4 0

フィ リピン 0 2 0 0 6 1 2 2 1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

15

1 1

ベ トナ ム 0 1 0 0 4 0 4 0 0

0

1

0

1

0

イ ラ ン 0 0 0 0 0 0 0 0 0

トル コ 0 2 0 0 0 0 1 0 0

パ キ ス タン 0 0 0 0 2 1

0

3

1

2

0

0

0

60

0

0

7

0

0

1

0

0

0

0

1

1

その他 1 】　 0 0 0 1 0

その他 7　　　 7 6 0 16 10

5

2

0

1

2

79

】 8

オー ス トラ リア 11

7

4

2

12

1　　 0 2 0 8 1
1 3

エ ジプ ト

ブ ラジル

コロ ン ビア

そ の他

2　　　 4　　　 0

2　　　 1　　 0

0　　　 0　　　 2

2　　 2 】　 2

0

0

0

0

4

1

1

0

】　 6

1

2

1

2

183
l

0

0

0

5

総　 計 620
136 ［ 169 】 52

243 48 】 63
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資料表2－10．技術の種類及び独占権・再実施権（国・地域別）

国 ・地 域 全 数

技 術 の種 類 独 占権 再実 施権

特許 ノウハウ 商標
出 顔 中

特許

実 用

新 案
意 匠 無 回答 有 無 無 回 答 有

l
1

無 無 回 ロ

北 ア メ リカ 15 0 8 7 9 1 2 1 30 l　 g 4 0 4 2 10 7 1 3 5 11 4 1

米 国 138

8

4

8 1 8 2 19 2 7 8 4 0

0

4 0 9 7 1 3 3 10 4 1

カ ナ ダ 5 5 2 2 1 0 1 7 0 1 7 0

メキ シ コ 1 4 0 1 0 0 0 1 3 0 1［　 3 0

ヨー ロ ッパ 113 6 8 8 0 2 0　　 29 8 3 0 3 0 8 2 1 2 1 9 1 l l

ドイ ツ 33 24 19 4 1 1 I　 5 2 0 8　　 25 0 8 2 5 0

英 国 26 13 18　　　 5 5 1 0 0 6　　 19 1 2　　 23 1

フラ ン ス 13 8 8 6 2 1 0　　　 0 4 9 0 5　　　 8 0

オ ラ ン ダ 9

6

6

3

5 6　　　 1 1 1 1　　　 0 2　　　 7 0 0　　　 9 0

イ タ リア 3 6　　　 1 2 0　　　 0 0 1　　　 5 0 2 4 0

ス イ ス 2 6　　　 0 2　　　 0　　　 0　　　 0 4　　　 2 0 2　　　 4 0

ノル ウェー 3 3 0 0　　　 0　　　 0　　　 0 0 3 0 0 3 0

ポ ル トガ ル 2 1 2　　　 2　　　 2　　　 0 0　　　 0 1 1 0 0 2 0

ス ペイ ン 2 0
［

2 0　　　 0 0 0　　　 0 1 1 0 0 2 0

ベル ギー 2 2　　 1　　 0　　　 0　　　 0　　　 0 0 1 1 0 0 2 0

フィ ン ラ ン ド 2 2 1　　　 0 1　　　 0 0 0 0 2 0 0 2 0

ス ウェー デ ン 2 1 1 0 0 0 0 0 0 2 0 0 2 0

ハ ンガ リー 2 1 2 0 1 0 0 0 0 2 0 0 2 0

そ の他 5 3 5 1 2 0 0　　　 0 2 3 0 2 3 0

ア ジア 37 8 1 2 9 3 3 7 5 1 5 9 4 7 4 1 3 88 2 8 8 2 2 3 3 5 3 2

中 国 97 3 8 9 1 1 3 1 6 1 0 1 1 0 16 8 0 1 2 94 1

台湾 68 2 2 6 2 3 1 0 1 2 7 0 18 4 9 1 4 6 3 1

韓 国 49 2 2 3 8　　　 5 6 9 3 0 10 3 9 0 4 4 5 0

タイ 36 7　　　 31　　　 5 3 3 3 1 9 2 7 0 2 3 4 0

イ ン ド 25 8 2 5　　　 4 4 2 2　　　 0 8 1 7 0 3 2 2 0

イ ン ドネ シア 22 8　　 22　　　 3 5 1 1 0 7 1 5 0 1 2 1 0

マ レー シ ア 19 7 1 7　　　 2 5 3 3　　　 1 3 1 6 0 2 1 7 0

シンガ ポ ール 18 7　　 15　　　 6　　　 3 2 1 0 6 1 2 0 3 15 0

香港 18
出　 目

1　　　 6　　　 0

2　　　 2　　　 1

4 1 4 0 1 1 7 0

フィ リピ ン 11 3 8 0 0 11 0

ベ トナ ム

イ ラ ン

5

3

出 ： 2

0

2　　　 2　　　 0

0　　　 0　　　 0

0

0

5

3

0

0

0

0

5

3

0

0

トル コ

パ キ ス タ ン

2

2

l
0

0 －

出 0　　　 0　　　 0　　　 0

0　　　 0　　　 0　　　 0

2　　　 0

2　　　 0

0

0

日 出

そ の他 3
1　 3 E　 o　 o　 o　 o　 o

0　　　 3 0
0 ！ 3　 0

そ の他 36 2 2　 3 3 j　 3　 12 】　 2 】 2　 0 9 2 7 0 6 3 0 ［　 0

オ ース トラ リア 11 1；［

；［

………‘引

1；［

1　　　 5

3 日

Z i ：

……・冊 …‘．…：

1 引 。

：日 日

4　　　 7 0 1 10　　　 0

エ ジ プ ト 7 1　　 6　　　 0 1 l
6　　　 0

ブ ラ ジル 4 0　　　 4 0 0 4　　　 0

コ ロン ビア

そ の他

2

1 2

2 日 0

0

出 ：

総　 計 67 7
3 0 6 ［ 5 4 1 ゼ　 9 5 1 30 ！ 6 6 手　 50

3
1 6 9 ［ 5 0 4

4
8 5 ［ 58 8 E　 4
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2．4．技術輸出契約（業種別）

資料表2－11．技術分野、資本金及び相手先企業との資本関係（業種別）

業　 種 全 数

技術 分野 資本金 資本 関係

電気　 機 械

】化 学

金 属 その 晋
1晋 厘 恒

2分の1
以上

霊 t 1 苦禁 ㌢ そ咄

鉱業 1 0　　 1 0 0 0

10

8

4

3

2

5

1

2

8

4

1 0　　 0 E　 o 0 0 1 （0）　　 0

建設業 20 1 0 9 0 3 1　 15 1 0 4 16 （0） 0

食品 工業 12

7

4

2

3 1

0　　　 0 4 0 4 0　　　 5　　　 3 1 3 7 （0）　　 1

繊 維 工業 0 0 3 0 0 3　　　 2 2 0 0 7 （0）　　 0

パルプ ・紙 ・木製品工業 0 1 0 0 1 0 1　　　 2 1 0 3 （0） 0

出版 ・印刷 業 0 0 0 0 0 0

0

1

0　　　 2

9　　 20

6　　　 4

0 0 2 （0） 0

総合化学 ・化学繊維工業 2　　　 0 23 1 2 11 5 15 （1）　　 0

油脂 ・塗料 ・石 鹸工業 13 0　　　 0 12 0 2 2 1 10 （0）　　 0

医薬 品工業 39 0 0 37 0 0 ：j 2日 1 2 33 （0） 3

その他 の化 学工業 17 1　　 1 7 0 8 1 1 14 （0） 1

石 油 ・石炭製 品 工業 13

8

1

0 1 0
9 0 0 7 2 4 4 0 9 （0）　　 0

プ ラスチ ック製 品工業 0　　　 0 1 0 7 0 1　　　 6 1 2 0 5 （0） 1

ゴム ・革製 品工 業 0 0 0 0 1 0 0　　 1 0 0 0 1 （0） 0

窯 業 8 0 0 0 0 8 2 1　　 5　　　 0 5 2 1 （0）　　 0

鉄 鋼業 41 2 1 2 33 3 1 0 6　　 34 10 0 31 （0） 0

非 鉄金 属 工業 34 4　　　 3 1 22 4

0

2

0 0 13　　 2 1 10 8 16 （0） 0

金 尾製 品工業 10 0　　　 2 0 8 5 1　　　 4　　　 0 3 1 6 （0）　　　 0

機 械工 業 36 3 29 1 1 8 3 11 14 9 7 20 （0） 0

工 業 194 144 42 0 6 2 17 5　　 40 132 64 19 111 （6）　　 0

通信・種子 ・電気計測器工業 13 12　　　 0 1 0 0 3 0 10　　　 0 11 0 1 （0） 1

自動 車 工業 86 6　　 76 0 4 0 8 21　 11　　 46 28 15　 41 （0）　　 2

その　 、　　　 工業 27

9

12

0 20 0 4 3 10 3　　 14　　　 0 3 10 14 （1） 0

精密機 械 工業 5　　　 3 0 0 1 1　　 1 7 0 2 0 6 （0） 1

その他 の 工業 0　　　 1 3 0 8

0

0

4

1

4

0

0

2

3

1脚

0　　 1　 11　　　 0 8 1　 3 （0）　　 0

運 輸 ・倉庫 業 1

6

4

3

4

15

0 1 0 0 0　　　 0 0　　 1 0 0　 1 （0） 0

通信業 6　　　 0 0 0 0 0 0 6 0 0 5 （0） 1

卸売 ・小 売業 0　　　 0 0 0 2 1　　 1　　 0 0 1　 3 （0） 0

銀 行 ・信託 業 0 0 2 0 0　　　 0 3 0 0 0 3 （0） 0

保 険業 0 0 0 0 0 0　　　 0　　　 4 0

0

0

0

0

176

0　 4 （0） 0

情報 サー ビス ・調査 業 15 0 0　　　 0 0　 0 l O 15 0 15 （0） 0

新聞 ・放送 ・広 告業 1

2

3

6 77

0　　　 0 0　　　 1 1　　 0　　　 0　　　 0 1　 0 （0）　　 0

その他 サ ー ビス業 0 0 0　　　 0 1 0　　　 1 0 0 2 （0） 0

その他 0　　　 0 0　　　 0 0　　　 0　　　 3　　　 0 2　 1 （0）　　 0

総　 計 201　 18 1 115　　 80
80！ 仰 l 2 16 日 21 日 中 07 （8） 11
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資料表2－12．契約相手先国・地域（業種別）

業　 種
全

数

北 ア メ リカ ヨー ロ ッパ ア　 ジ　 ア そ の 他

米 そ

の

A口 ド

イ

英　 フ　 ォ
テ　　　ラ

そ

の

Aロl 中　 台 l 韓　 タ イ　 シイ

ン　 ご
レ
l
シ
7

ポシ

ー　ン

番 了　 そ

リ　　の

A口 ラオ　 工　 1　 そ

リl ノ　 ブ　 の

AP

国 他 計 ツ 国　 ス　　 ′ 他 計 匡＝「痛H l国　 イ
ト

ド　アネ ルガ ］瞳
ビ
／　 他 計

ス　　ブ　　　ノ
ア ト　 l　 ル　 他 計

鉱 業 1

2 0

1

0

4

1

2

1

1 1

0

15

8

7

2

1

0

0

0

0

0

0

1

1

0

0

0

0

1

0

1

0

5

0

3

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

12

1

0

4

1

2

1

1 1

0

16

9

7

2

1

1

8

7

2

4

36

3

18

1

4

2

0

4

0

1

0

2

0

1

0

1

1

1

1

0

1

1

3

4

0

1

0

0

2

1

0　 0　 0 0

1

1

0

0

0

0

1

8

0

0

0

0

0

5

1

0

1

5

1

2

1

0

2

0

1

0

0

0

2

0

0

0

3 2

0

4

3

2

2

0

1

4

13

4

0

1

0

0

8

2

1

8

33

3

13

2

1

2

0

1

0　 0　 0　 0 0　 0 0 i ；

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

2

0　 0 0

12

5

4

0

1

0　 0　 0　 0 0

建 設 業 1　 0　 1 1 2　 1　 2 1 1 1 1 1 1　 2　 1　 0 i 4

食 品 工 業 12

7

4

2

3 1

1　 0 0 5　 0　 0 0 0　 0 ［ 0 0 0 0 0　 0　 0 i o

繊 維 工 業
－

0　 1　 0 2 0　 0　 1 1　 0　 0 0　 0 0　 0　 0　 0 0

パ ル プ ・紙 ・木製 品工業 1 0 0 0　 0 0　 0 0　 0　 0 0 0 0 0　 0　 0
； 0

出版 ・印刷 業 0　 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0　 0 0 0 0 0 0

総 合化 学 ・化 学繊 維 工業 0　 0　 0 3　 0　 4　 2 1　 3　 2 0　 0 17

9

5

4

6

5

0

7

19

0　 0　 0 2 2

油 脂 ・塗 料 ・石 鹸 工 業 13 1 0 1 1　 0　 0 3 1 2 1 0 0　 1 0 0 0 0 0

医薬 品 工 業 3 9 1 1　 0 0 0　 0　 0 1 1　 0 2 0 0 1 0　 0　 4 5

そ の 他 の 化 学 工 業 17 0 0　 0 1　 0 1 1 0　 0 0 1 0　 0 0 0 0 0 ； 0

石 油 ・石 炭 製 品 工 業 1 3

8

1

8

4 1

34

10

0　 0 0 2 2　 1　 0 0　 0 0 0 1 0 0 0　 0 0 0

プ ラ ス チ ッ ク製 品 工業 0　 0　 0 1　 3　 0 0 0　 0 0 0 0 1　 0 0　 0　 0　 0 0

ゴ ム ・革 製 品 工 業 0 0 0 0　 0　 0　 0 0 0 0 0 0 0 0 0　 0　 0 0 0

窯 業 1

7

7

0　 0 0 2 1 0　 0 1 1 1 0 0 0　 1 0　 0 0 0 0

鉄 鋼 業 0　 1　 0 0　 1 2　 5 2　 1 1 5 0 1　 1 3　 0　 0　 3 6

非 鉄 金 属 工 業 0 0 0 3 7　 2　 3 3　 1 0 3 1 0　 0 2 3

7

2 2

1 1 0 0 2

金 属 製 品 工 業 1

4

3 1

1

4

6

1

4

0

0

0

0 0　 0 1　 3　 1 0 1 0 0 1 0 0　 0 0　 0 0　 0 0

機 械 工 業 36 1 0 2 5 9　 4　 1 2　 0 0 0 0 1　 0 2　 0 0 0 2

電 気 機 械 器 具 工 業 19 4 1 1　 8 3 43 28 16 10 1 2 5 4 6 2 4 12 1 0 3　 1　 0 4

・t 子 ・t 気計撫溶工業 13 3 1　 0　 0 1　 2　 1　 0 0　 0 0 1 2 0 0 7

46

2 4

4

6

1

0　 0　 0　 0 0

自動 車 工 業 86 15 6 1 0 6 6 10　 4 6　 3 3 0 1 2 5 2 1 2 4 9

そ の 他 輸 送 用 機 械 工 業 2 7

9

12

1

6

4

3

4

15

1

2

3

6 7 7

1 1 0　 0 6　 1 1 3 4 6 2 0 0 0　 1 0　 0　 0　 0 0

精 密 機 械 工 業 4 1 0　 0 2　 0　 0　 0 0　 0 0 0 2 0　 0 0 0　 0 0 0

そ の 他 の 工 業 2 0 0　 0 4　 1 1 0 0 0 0 0 0 0　 0 1 0　 0　 1 2

運 輸 ・倉 庫 業 0 0 0　 0　 0 0　 0　 1　 0 0　 0 0　 0 0 0　 0 0　 0　 0　 0 0

通 信 業 4 0 0　 0　 0 0　 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0　 0 0 0

卸 売 ・小 売 業 0 0 0 1 0 1

0

0

4

0

0

0

1 13

1 0　 1　 0 0　 0 1 0 0 0 0 3 0　 0 0 0 0

断 ・信 託 業 1 0 0　 0　 0 1　 0 0　 0 0 1 0　 0 0 0　 0 2

4

9

0　 0　 0　 0 0

保 険 業 0 0 0 0 0 0 0　 0　 0 0 0 1 0 0 2　 1 0　 0　 0　 0 0

情 報 サ ー ビ ス ・調 査 薬 2 0　 0　 0　 2 4　 1　 0　 1 0　 0 0　 2 1 0　 0 0　 0　 0　 0 0

新 聞 ・放 送 ・広 告 業 0 0　 0 0 0 0 1　 0　 0 0 0 0 0 0 0　 0 1 0 0　 0 0 0

そ の 他 サ ー ビス 業 1 0　 0　 0 0 0　 0　 1 0 0　 0 0　 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

そ の 他 1 1 0　 0　 0　 0 2　 0　 0　 0 0　 0 0　 0 0 0　 0 2 0　 0　 0　 0 0

総　 計
13 8 E

5 0
33 ！2 6 13 】 9 i 9 7 億 回 3 6 25 】2 2

19 1 8 18
1 1 両 7 8 11 7 】 4 14

36
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資料表2－13．契約期間及び契約形態（業種別）

業　 種 全 数

契 約 期 間 契約 形 態

1年兼中 年

5～10年 10－15年 15年以上 工業所有権
等の期間

その他 約
如 ステイセンス

■l償契約有償契 ・
l　　　 受取　 等価　 支払

鉱 業 1 O E　 o 0 0 0 1 0

8

2

0

1

0

7

4

6

2

1 0　　　 0 0 0

建 設 業 20 5 4 0 3 0 0 19 1　　　 0 0 0

食 品 工 業 12

7

4

2

2 ［ 2
1 1 0 4 10 2 0 0 0

繊 維 工 業 0

0

l
1

1
E

2 3 0 1 6 1　　　 0 0 0

パル プ ・紙 ・木製品工業 1 0 0 1 3 0　　　 1 0 0

出版 ・印刷 業 0 2 0 0 0 0 1 0 1 0 0

総合 化学 ・化 学繊維工業 3 1 0　　　 5 5 6 1 7 3 0 1 0 0 0

油 脂 ・塗 料 ・石 鹸 工 業 13 0 2 2 2 0 3 13 0　　　 0 0 0

医 薬 品 工 業 39 0　　　 1 1 0 1 3 0 3 7 2　　　 0 0 0

そ の他 の化 学 工 業 17 2 0 1 2 0 1 0 1 1 2 1 3 0

石 油 ・石 炭 製 品 工 業 13 i l i 5 1 0 2 ［　 2 13 0 0 0 0

プ ラ ス チ ック 製 品 工 業 8 1 2 0 2 3

0

2

9

0

1

4

5 3

6 1　　 1 0 0

ゴ ム ・革 製 品 工 業 1 1 0 0 0 1 0 0 0　　　 0

窯 業 8 4 2 0 0 8 0　　　 0 0　　　 0

鉄 鋼 業 41 1 3 7 4 0 1 7 3 7 4 0 0 0

非 鉄 金 属 工 業 34 0 4 1 2 4 3 1 1 3 3 1 0 0 0

金 属 製 品 工業 10 0 1 2 0 0 6 8 0　　　 2 0 0

機 検 工業 36 0 4 1 4 1 1 0 3 3 5 1　　　 0 0 0

電 気 機 械 器 具 工 業 194 0　　　 33 4 5 1 4 2 4 7 16 2 1 0　　 13 5 4

通信 ・電子 ・電気計測器工業 13 0　　　 0 1 0 0 9 3 12 1 0 0 0

自動 車 工 業 86 0 5 2 8 1 3 0 2 8 12

5

3

0

0

2

2

0

4

1 3

0

0

1

1 4 9

8 5 0　　　 1 0 0

そ の他 輸 送用 機 械 工 業 27 0 6 1 3 3　　　 0 0 2 6 0 1 0 0

精 密 機 械 工 業 9 0　　　 1 1 0 0 4 7 2 0 0 0

そ の他 の 工 業 12 0　　　 3 3 3 0 3 1 1 1　　　 0 0 0

運 輸 ・倉 庫 業 1 0 0 0 0　　　 0 1 1 0 0 0 0

通 信 業 6 0　　　 1 2 0 0 1 6 0　　　 0 0 0

卸 売 ・小 売 業 4 1　　 1 0 0 0 0 1 2　　　 0　　　 1 0

銀 行 ・信 託 業 3

4

15

0 0 0 0 0 3 3 0 0 0 0

保 険 業 0　　　 0 0 0　　　 0 0 0 4　　　 0 0 0

情 報 サ ー ビス ・調 査 業 2　　　 0 0 0　　　 0 0 7 8 0 0 0

新 聞 ・放 送 ・広 告 業 1 0 0 1 0　　　 0　　　 0 1 0　　　 0 0 0

そ の他 サ ー ビ ス業 2 0 1　　　 0 0 0　　　 1 2 0　　　 0　　　 0 0

そ の 他 3 1　　　 0 0 0　　　 0 1 3 0　　　 0　　　 0 0

総　 計 6 77
15 i 8 3 ！ 15 3 】 74 j　 7 】 19 6 5 9 9 1 4 4 1 2 1 9

4
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資料表2－14．対価の受取方法及びランニングロイヤルティの料率（業種別）

業　 種 全数

対価の受取方法 ランニングロイヤルティの料率

笠 十鑑 持 憲 ・ 霊 ラ㌶ ‘ 無畔
凛未満 5冊　 跳乗積H l醜以上 単価建て

契約
期間あた
り契約等

無回答

鉱業 1 0　　　 0　　　 0　　　 0 l
1　　 0 1 1　 0　　 0　　 0 0 0 0

建設業 19 15　　　 0　　　 0　　　 0 3　　　 1 0　　　 0　　　 0　　　 0
l

3 0 0

食品工業 10

6

4

2

30

1 1　　 5　　　 0 3　　　 0 0 2　　　 1　　　 2 0 1 3

繊維工業 1　　　 3 0　　　 0 2　　　 0 0　　　 1　　　 2　　　 1 1 0 0

パルプ ・紙 ・木製品工業 0 2　　　 0　　 1 1　　　 0 1　　 3　　　 0 0 0 0 0

出版 ・印刷業 1　　　 0 0 0 1 0 0　　 1　　 0 0 0 0 0

総合化学 ・化学繊維工業 12　　　 9 2　　　 0 3　　　 4 1 9　　　 2　　　 0 2 0 0

油脂 ・塗料 ・石鹸工業 13 2　　　 5 0 0 6　　　 0 0 6　　　 3　　　 0 0 2 0

医薬品工業 37 2　　　 4　　 19　　　 0 8　　　 4 2 Ⅲ

』 障

2 0 18

その他の化学工業 12 5　　　 4 1 0 1　　 1 1 0 0 0

石油 ・石炭製品工業 13

7

1

4 1　　 0　　　 0 7 1 3 0 0 0

プラスチ ック製品工業 2　　　 0　　 1　　 0 4　　　 0 1 0 0 0

ゴム ・革製品工業 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

窯業 8 2　　　 1　　 0　　　 0 5　　　 0 2 0 1 0

鉄鋼業 37 8 2　　 1　　 3 21 2 5 16 1 1

非鉄金属工業 33 4　　 16 2 0 11　　　 0 8 1日 目 0 0 0

金属製品工業 10 3　　 1　　 0　　　 0 6　　　 0 0 1 1 0

機械工業 35 2　　 14 2 0 16 1 1 17 3
I　 o 11 0 0

電気機械器具工業 175 36　　 48　　　 9　　　 0 81　　 1 26 52　　 16　　　 3 18 12 11

通信・電子・電気計測器工業 12 10　　 1 0 0 1　　 0 0 1 0 0 1 0 0

自動車工業 86 8 37　　　 2　　　 0 38 1 3 36　　　 2　　　 0 17 0 19

その他輸送用機械工業 27 1　 12　　　 2　　　 0 12　　　 0 4 14　　　 3　　　 0 1 0 4

精密機械工業 7 1　　 1 2 0 3 0 0 1 1 1 3 0 0

その他の工業 11 0　　　 2　　 1　　 0 8　　　 0 0 0　　　 0　　　 2 0 2 7

運輸 ・倉庫業 1 0　　 1 0　　　 0 0　　　 0 0 0　　　 0　　 1 0 0 0

通信業 6 3 2　　　 0 0 1 0 1 0 0 0 2 0 0

卸売 ・小売業 1 0　　　 0 1　　 0　　　 0　　　 0 0 0　　 1　　 0 0 0 0

銀行 ・信託業 3 1　　　 2 0 0　　　 0　　　 0 0 2 0 0 0 0 0

保険業 0 0　　　 0　　　 0 0　　　 0　　　 0 0 0　　　 0　　　 0 0 0　　　 0

情報サー ビス ・調査業 7 7 0 0 0 0 0 0 0　　　 0 0 0 0　　　 0

新聞 ・放送 ・広告業 1 0　　　 0 1 0
l

0　　　 0 0 1 0 0 0 0 0

その他サー ビス業 2 2　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0 0 0　　　 0　　　 0 0 0　　　 0

その他 3
2　 0　 1 0 i o E　 o

0
0 ［ 0　 0

1 0　　　 0

総　 計 620
136 169 l 52 l 4 ［ 243 l 16 60 l 183 l 48 l 15 ！ 79

20　　 63
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資料表2－15．技術の種類及び独占権・再実施権（業種別）

業　 種 全数

技 術 の種 類 独 占権 再 実施 権

特許 ノウハウ 商標
出願 中

特許

実 用

新 案
意 匠 無 回答 有 無 無 回答 有 無 無 回 p

鉱 業 1 1 0 0 0 0 0 0

3

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1 0 0 0 1 0

建 設業 20 3 1 7 0 0 0 0 0 20 0 0 2 0 0

食 品工 業 12

7

4

2

5 5 1 2 0 0 4 8 0 4 8 0

繊維 工業 1 5 1 0 0 0 4 3 0 0 7 0

パルプ ・紙 ・木製品工業 3 3 0 2 2 0 0 4 0 0 4 0

出版 ・印刷 業 1 1 0 0 0 0 0 2 0 0 2 0

総合化学 ・化学繊維工業 31 16 2 6 0 5 0 0 8 2 3 0 3 2 8 0

油脂 ・塗料 ・石 鹸 工業 13 6 9 2 0 0 0 3 10 0 1 12 0

医薬 品 工業 39 3 3 2 6 4 2 4 0 0 3 1 8 0 28 1 1 0

そ の他 の化 学 工業 17 10 6 3 3 2 1 4 1 3 0 4 13 0

石 油 ・石炭製 品工業 13 4 1 1 1 0 0 0 10 3 0 2 1 1 0

プ ラ スチ ック製 品 工業 8 3 6 2 1 0 0 6 2 0 1 7 0

ゴム ・革製 品工 業 1 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0

窯業 8 2 8 0 2 0 0 2 6 0 0 8 0

鉄鋼 業 4 1 2 3 3 2 1 0 0 0 0 0 4 37 0 4 3 7 0

非鉄 金属 工 業 34 12 3 1 2 2 0 0 0 7 27 0 1 3 3 0

金属 製 品工 業 10 2 9 1 2 1 1 0 4 6 0 3 7 0

機 械 工 業 36 14 3 6 1 5 6 0 0 17 19 0 6 3 0 0

電気 機 械器 具工 業 19 4 8 8 15 3 3 1 4 5 39 3 3 0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

E　 3

19 1 72 3 8 18 3 3

通信 ・電子・電気計測器工業 13 2 1 1 0 0 0 0 0 1 3 0 1 12 0

自動 車 工業 86 4 7 7 3 1 5 3 2 1 3 8 1 1 7 5 0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

4

1 0 76 0

そ の他 輸送 用機 械 工業 27

9

12

4 2 7 4 2 2 2 13 14 0 27 0

精 密機械 工 業 8 5 3 2 0 0 1 7 0 8 1

そ の他 の工 業 9 1 0 1 0 1 1 5 3 9 3 9 0

運 輸 ・倉庫 業 1

6

4

3

4

1 5

1 1 0 0 0 0 0 1 0 1 0

通 信業 3 3 0 0 0 0 1 5 4 2 0

卸 売 ・小売 業 0 1 3 0 0 0 1 3 2 2 0

銀 行 ・信託 業 2 3 0 0 0 0 0 3 0 3 0

保 険業 0 4 0 0 0 0 0 4 0

0

0

0

0

8 5

4 0

情 報 サー ビス ・調 査業 0 1 5 0 0 0 0 1 5 0 15 0

新 聞 ・放送 ・広告 業 1

2

3

6 7 7

0 1 0 0 0 0 0 1 1 0

そ の他 サ ー ビス業 1 1 0 0 0 0 0 2 2

3

5 8 8

0

その他 1 1 1 0 0 0 0 3 0

総　 計 306 5 4 1 9 5
1 30 】 駈 ： 50

16 9 5 0 4 4
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2．5．結果一覧

資料表2－16．日本の技術輸出の実態調査結果一覧（平成4年度～10年度）

有

ー133　－



い
．
召
海
糠
萱

塘
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謹
轍
鮒

玉　　　 の技 術輸出の実 態誰査（平成 10 年度）をご記入いただくにあたって

Ⅱ．貴社の資本金について、そ¢唾頬 嘩位 ・万円）を圃 こ却 下さし㌔

Ⅳ，責社　　　　 欄 こ却 下さし㌔ （海相駐在■も含めて下さい。なお千金址分、臨時・日雇は含みません）

科軸 庁 ・　　　　　　　 情報分析課

◇当諏査は、日本から外国′、棚 田の実態に・功 、ての状況把握を目的とするものですこ

Ⅴ 遥去契約の有無　　　　　　　　　 ！◇「技術輸出jd ま？

◇過去に技術輸出を行ったことがありますか。　 ！ 外国との間において工業所有権 （特許・実用新案・意 1

一項腿 御 こ○印をつけてください。　 ：匠・商標等）、及びノウハウに関する解 りの譲渡・実施 ：

何卒、趣旨をご理解の上、ご協力下さいますよう楓 、申しあげます。

◇なお、技純輸出の実績がなl場合でも、貴社のプロフィーノ噂 、回答票の該当福にご記入下さV㌔

◇瀞 、ただきました企業の方には、当調査の鮭柵 速報版）を、後日送付させていただきます。

！権・使用権の設定や技術指導及びソフトウエアの輸出を ：

1・窮在柚胱中の技術輸出契約がある・　　 ：した場合を川 、まt

L　一腹陰 瓢 下さい・80年度新規分は除く） ：（泣 ）ノウハウとは、製品脚 こ関する各種の図面・工

2・継続中の技術輸出契約はないが、　　　 ： 仕様書・拭験データ等の技術的な資料情報等を指し i
過劫こ技術輸出を行ったことがあるe　　　　　 ま気

ごl酬 限
3・これまで技榊輸出を行ったことがなレt　　 i （注の技術輸出の契約が、対価を伴わない契約 ㈱償契 i

◇ご記入頂きました回答用紙 君司封の返送用封筒にて、空虚畢生 1 星墜旦必艶三コL ヨ蝉 旺塾 ーますようお

願い申しあげます。（ご都合で期照が過ぎた場合でもご返送下さレヽ〉

ご回乱 lただく方

◇宛先の方が人事異動等でおいでにならない場合や他に適任の部署・担当者がいらっしゃる場合、お手数ですが

Ⅵ豊 警 悪 1。物 糊 の細 胤 … ㌍ クロスライセン欄 である軌 含み …

が温 こ卸 すてくださいe　 票 霊 舶 以鰍 1年。慧 慧 瑚 …

ド 」－1．「外国への新規の技術輸出契約」があった　 ：に契約された、全ての新規の技術輸出契約をいいま気 i当薇査表をその方までご回送下さlヽ － i 一触虹 払 下さしヽ　　　　　　　　　 な楓 柳 こはJ 醗醇の契約が終了した後一再針

当調封こついてのお問合せ

：l 十 2・「外国への新規の昂榊組傑親 がなかった　 ＝ 同‾内容の契約を締結した場合一を含みまt

‥ 」－3・「外国への新規の技個 的」がなく、

◇ご不明の点やお問合せ等ございましたら下記担当までこ連絡下さし㌔ 次年度以降もないと思われる。

術輸出の実賠調査 事務局

〒1恥 31鮒　 東京国際郵便局私蘇箱5 2 9 3号

TE L O u O－瑚 直通押す イ竹）／nlX：αト5挑 ・5140

◇回答用船 く不足した楓蝕も お掛 軸 ！、上記担当に瑚 軌 、ただくか、またはコピーしていただだき、

貴社の技術輸出に係るすべての契約についてご記入下さいますようお瓢 1申し上げます。

l
，－Ⅶ．外勘 、　　　　 ・こついて

当研究所では、「日本の技術輸出の実態」のほか 「外国技術導入の動向分析」を発表しております。

言　 外国技術導入状況についてお聞かせ下さ叛 （二肇雛ノで回答票に○印をつけて下さし㌔）

l
－j l 塊な障暁中の外国からの技術導入契約がある。

：皇 票 慧 温 農 芸 讐 票 折 ったことがある。

質問A ．すべての企業の方 こお伺いします

I 貴社プロフィール

－！j　▲ これまで外勘 、らの技術雛入顔約を行ったことがなく、次年度以降もないと思われる。

l
l l
，∴ト【新規の技術輸出がなし場合 】
l　　 ◇ご協力ありがとうございました．同封の近情用封筒でご返送下さいますようお願い申しあげます。

◇お手数ですが、責社名、所在地、電括番号、責構 名、ご担当者名、e重油血アドレス等を瑚 こそれぞれご記

入下さい。

Ⅱ．集積

◇貴社の主な業種を、下記から該当す重臣虹 増建 、僻 の業態腑こご記入下さlヽ

l▼ 賞 間B ．新規 の技術輸 出契紺 こて札、て

⇒ 抑 0 柳 こ「布 野、の柳 虎嘲 馳甥 弛 1があった励 ．冴このみお頭いしまれ

1．農林水産業　　　　　　　　 14．ゴム・革製品工業　　　　　　 乱 通信業 問1．技術内翻こついて
2．鉱業　　　　　　　　　　　 15．窯業　　　　　　　　　　　　 捗．電気・ガス・水道業 ◇平成10 年度中に新規に輸出されたすべての技紺 癖 こついて、簡恥こ回答票にご記入下さし㌔
3，建設業　　　　　　　　　　 16．鉄鋼業　　　　　　　　　　　 盟．卸売りj、売業

4 ・食品工業　　　　　　　　　 17．非鉄金属工業　　　　　　　　 部．飲食業
5　繊維工業　　　　　　　　　 18．金員製品工業　　　　　　　　 31．銀行 ・信†毛業

耽刃和 半導体素子の製患こ関する技術

（注）同じ技術内容が複数の別の相手先に対して輸出されている場合、それ若甑こついてご記入下さしも

6．パルプ・紙・木製品工業　　　 19 機眈工業　　　　　　　　　　 32　征券業

7．出版・翻 り業　　　　　　　　 20．電気機械器具工業　　　　　　　 33．保険業
8．有機・無機・化学繊維工業　　 21．通情・亀子・電気計測器工業　　　 3▲ その他金融業

■以下の質問については、間Lでご記入いただいた 「技術内容」それぞれについてご記入下さい。

9　油脂 ・塗料・石鹸工業　　　　 2z 自動竃工業　　　　　　　　　 35．情報サービス・調査業

10．医薬品工業　　　　　　　　　 盟．その他輸送用機賊工業　　　　　 36 新聞・放送 ・広告業
聞2．技術相醸こ一丸1て

u ．その他の化学工業　　　　　　 24．牌割 賊 工業　　　　　　　　 37．専門サービス業 ◇輸出した技術の内容について、月l肺の 「棚 表」から産当する蔓草を一項 払ノで回等票にご記入下さしも

は．石油・石炭製品工業　　　　　 25．その他の工業　　　　　　　　 38．その他サービス業 （注）例えば、ソフトウェアは 「68 電子計算機」、半導体は け0 電子部品・デバイス」となります。

ほ．プラスチック製品工業　　　　 部．運輸・倉庫業　　　　　　　 測．その他　　　　　　　　　　　　　　　　 詳細は、各分類の内訳をご参靭こして下さし㌔

・
－
い
ー
・
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1　　　 1
外 国 へ の 新 規 の 技 術 輸 出 の 実 態 調 査 （平 成 10 年 度 ） 平成12年1月

I ．貴社プロフィール
回　 答　 票 科学技術庁　 科学技術政策研究所

情報分析課

責 社 名　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ⅴ・過去契約の有無く○印をつけて下さい・）　　　　　 Ⅵ・新規契約の有無（○印をつけて下さい。）

過去に技術輸出を行ったことがありますか？　　　　　　　　 外国への 「平成10年度の新規の技術輸出契約」がありましたか？
所 在 地　 〒

1． 現在継続中の技術輸出契約がある。　　　　　　　　　　 1．「外国への新規の技術輸出契約」があった。

その件数をご記入下さい．（1咋 度新規分は除く．） その件数をご記入下さい。

電 話 番 号　　　　 （　　 ）

貴 部 書 名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 件 件

責 役 鶴 名
2． 継続中の技術輸出契約はないが、 2．「外国への新規の技術輸出契約」はなかった。

ご　 氏　 名 過去に技術輸出を行ったことがある。

3． これまで技術輸出を行ったことがない。

3．「外国への新規の技術輸出契紬 はなく次年度以降もないと思われる。

e－nnもil m
Ⅶ．外国からの技術導入契約について（○印をつけて下さい。）

1．現在継続中の外国からの技術導入契約がある。
ロ　 苧讃 本会 …万円　 畢 業者華 人 2．継続中の契約はないが、過去に契約を行ったことがある。

3．これまで外国からの技術導入契約を行ったことがない。

4．これまで契約を行ったことがなく、次年度以降もないと思われる．

l　　　　 ご臓力劃 リ繕うござい寒L b ＿痍尊皇違無知絢 手でご遁野 草 I．　　　 l

平成10年度中の「新規の技術輸出契約」のそれぞれの内容につし＼て 質問票に基づいて下表にご記入下さい

間 1

技　 術　 内　 容

間 2

技

術

分

鼓

問 3

先
端
技

術

分
野

問 4
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問 5

責
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係

問61

契
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等
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間

問 7

技

術
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類

間8 間9

独

占

権

問10

再

実

施

権

間 11

契

約

形

態

問12．対価の受取方法（問11で、1．3）

（間7で 1） ●

内包する
特許致

受

取

方

法

記
2 5

1 4　 7 ⑯

米　　 国

0 4 ；年
工 5

㊤ 0 4 1　 4 有 有 0 4 1 ⑦ ％ ㊥

入　　 遺 伝 子 治 療 薬 に 関 す る 技 術 2　 5　 8　90 2　 5
非

2　 5 5
㊦

の 2　 5 2 2 8
無

例 3　 6　 9 3　 6 3 （∂ 3 3 3 3

1） 1　 4　 7　10

2　 5　 8　90

3　 6　 9

1　 4

2　 5
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有
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有

無
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3

1

2

3

1

2

3

　　 ％
有

無

2） 1　 4　 7　 10

2　 5　 8　90

3　　6　　9

1　 4

2　 5

3　 6

　 年
当

非

1　 4

2　 5

3　 6

1　 4

2　 5

3

有

無

有

無

1　 4

2　 5

3

1

2

3

1

2

3

’　％
有

無

3） 1　 4　 7　 10

2　 5　 6　5粕

3　 6　 9

1　 4

2　 5

3　 6

i 年
当

非

1　 4

2　 5

3　 6

1　 4

2　 5

3

有

無

有

無

1　 4

2　 5

3

1

2

3

1

2

3

一　　％
有

無

4） 1　 4　 7　 10

2　 5　 8　90

3　 6　 9

1　 4

2　 5

3　 6

年
当

非

1　 4

2　 5

3　 6

1　 4

2　 5
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有

無

有

無

1　 4

2　 5

3

1

2

3

1

2

3

‘　％
有
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平成10年度中の「新規の技術輸出契約」のそれぞれの内容について、賞間葉に基づいて下表にご記入下さい。

問 1
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術
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約

間6 b

特

許

間 7

技

術
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独

問10

再
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問 1 1

契

約

蘭12．対価の受取方法（闘11で、1．3）
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受
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分

類
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野
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係
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等
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間

の

種

類
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権

施

権

形

態

取

方

法

5） 1　 4　 7　 10

2　　 5　 8　 90

3　 6　 9

1　 4

2　　 5

3　 6

年
当

非

1　 4

2　 5

3　 6

1　 4

2　　 5

3

有

無

有

無

1　 4

2　 5

3

1

2

3

1

2

3

％
有

無

6） 1　 4　 7　 10

2　 5　 8　 90

3　 6　 9

1　 4

2　 5

3　 6

年
当

非

1　 4

2　　 5

3　 6

1　 4

2　 5

3

有

無

有

無

1　 4

2　 5

3

1

2

3

1

2

3

％
有

無

7） 1　 4　 7　 10

2　 5　 8　 90

3　 6　 9

1　 4

2　　 5

3　 6

年
当

非

1　 4

2　　 5

3　 6

1　 4

2　　 5

3

有

無

有

無

1　 4

2　 5

3

1

2

3

1

2

3

％
有

無

8） 1　 4　 7　 10

2　 5　 8　 90

3　 6　 9

1　 4

2　 5

3　 6

　 年
当

非

1　 4

2　　 5

3　　 6

1　 4

2　 5

3

有

無

有

無

1　 4

2　 5

3

1

2

3

1

2

3

％
有

無

9） 1　 4　　 7　 10

2　　 5　 8　 90

3　 6　 9

1　 4

2　 5

3　 6

’ 年
当

非

1　 4

2　　 5

3　 6

1　 4

2　　 5

3

粛

無

車

無

1　 4

2　 5

3

1

2

3

1

2

3

％
有

無

10 ） 1　 4　 7　 10

2　 5　 8　 90

3　 5　 9

1　 4

2　　 5

3　 6

年
当

非

1　 4

2　 5

3　　 6

1　 4

2　 5

3

有

無

有

無

1　 4

2　 5

3

1

2

3

1

2

3

％
有

無

11） 1　 4　 7　 10

2　 5　 8　 90

3　 6　 9

1　 4

2　 5

3　 6

’ 年
当

非

1　 4

2　　 5

3　　 6

1　 4

2　 5

3

有

無

有

無

1　 4

2　 5

3

1

2

3

1

2

3

％
有

無

12） 1　 4　 7　 10

2　 5　 8　 90

3　 6　 9

1　 4

2　 5

3　 6

年
当

非

1　 4

2　　 5

3　　 6

1　 4

2　 5

3

有

無

有

無

1　 4

2　 5

3

1

2

3

1

2

3

3　　 ％
有

無

13） 1　 4　 7　 10

2　 5　 8　 90

3　 6　 9

1　 4

2　 5

3　 6

年
当

非

1　 4

2　　 5

3　　 6

1　 4

2　 5

3

有

無

有

無

1　 4

2　　 5

3

1

2

3

1

2

3

％
有

無

14） 1　 4　 7　 10

2　 5　 8　 90

3　　 6　　 9

1　 4

2　 5

3　 6

． ・年
当

非

1　 4

2　 5

3　 6

1　 4

2　 5

3

有

無

有

無

1　 4

2　 5

3

1

2

3

1

2

3

％
有

無

15） 1　 4　 7　 10

2　　 5　 8　 9 0

3　 6　 9

1　 4

2　 5

3　 5

年
当

非

1　 4

2　　 5

3　 6

1　 4

2　 5

3

有

無

有

無

1　 4

2　 5

3

1

2

3

1

2

3

％
有

無



資料表3－2．技術分類表

間2．の技術分類のご記入の際に、参考として下さい。

（注）以下の「技術」には、特許・実用新案・商標・意匠・ノウハウを含みます。

技　 術　 分　 類 コード 内　　　　　　 訳

農 林 水 産 業 に 係 る 技 術 0 2 （経 営 に 関 す る技 術 を含 む ）

鉱 業 に 係 る 技 術 0 3

建 設 業 に 係 る技 術 0 4 総 合 工 事 に係 る技 術
職 別 工 事 に係 る技 術 （設 備 工 事 を含 む ）

製

造

業

に

係

る

技

術

食 料 品 ・た ば こ 1 1

畜 産 ・水 産 食 料 品 製 造 技 術

野 菜 缶 詰 ・果 物 缶 詰 ・農 産 保 存 食 料 品 製 造 技 術

調 味 料 ・糖 類 製 造 技 術 、精 穀 ・製 粉 技 術
パ ン ・菓 子 製 造 技 術 、動 植 物 油 脂 製 造 技 術

そ の他 の 食 料 品 製 造 技 術
清 涼 飲 料 ・酒 類 ・茶 ・コー ヒー 製 造 技 術

製 氷 技 術 、飼 料 ・有 機 質 肥 料 製 造 技 術
た ば こ製 造 技 術

繊　　 維 1 2

製 糸 ・紡 績 技 術 、ね ん 糸 製 造 技 術
織 物 技 術 、ニ ット製 造 技 術 、染 色 整 理 技 術

綱 ・網 ・レー ス ・繊 維 雑 品 製 造 技 術

そ の 他 の 繊 維 工 業 に 係 る技 術
（整 毛 ・製 綿 ・フ ェル ト製 造 ・ガ ー ゼ ・包 帯　 等 ）

衣

服

外　　　 衣 1 4 外 衣 製 造 技 術 （和 式 を除 く）

そ の 他 の 衣 服 ・繊 維 製 品 1 5

シャ ツ ・下 着 製 造 技 術 、帽 子 製 造 技 術
毛 皮 製 衣 服 ・身 の 回 り晶 製 造 技 術

繊

維

製

。日日

そ の 他 の 衣 服 ・繊 維 製 身 の 回 り晶 製 造 技 術
（ネ クタイ ・ス カ ー フ　 等 、和 式 の 外 衣 を 含 む ）

そ の 他 の 繊 維 製 品 製 造 技 術 （寝 具 ・麻 袋 ・旗 等 ）

木 材 ・木 製 品 ・家 具 等 1 6 木 材 ・木 製 品 製 造 技 術 、家 具 ・装 備 品 製 造 技 術

パ ル プ ・紙 製 品 ・印 刷 1 7 バ ルブ・紙 ・紙 加 工 品 製 造 技 術 【加 工 機 械 等 は コ一拍 5］

出 版 ・印 刷 ・同 関 連 技 術

化

学

製

ロ
ロロ

無 機 化 学 等 2 1

化 学 肥 料 製 造 技 術
無 機 化 学 工 業 製 品 製 造 技 術 （か 性 リーダ ・金 属 ナトリウム・硫

酸 ・さらし粉 ・アンモニア・カーバイド・酸 化 チ タ ン　 等 ）

有 機 化 学 2 2

有 機 化 学 工 業 製 品 製 造 技 術 （ベ ン ゼ ン ・メタノー ル ・ア セ ト

ン ・エ タノー ル ・コー ル ター ル　 等 ）
【プ ラス チ ック製 品 製 造 技 術 は コード8 3］

化 学 繊 維 2 3 化 学 繊 維 製 造 技 術
（ナ イロン ・ポ リエ ステ ル ・カ ー ボ ン ファイバ 等 ）

油 脂 加 工 ・石 け ん 等 2 4 油 脂 加 工 製 品 ・石 け ん ・合 成 洗 剤 ・界 面 活 性 剤 ・

塗 料 製 造 技 術 （印 刷 イ ンキ ・ろ うそ く　 等 ）

医 薬　 品 2 5 医 薬 品 製 造 技 術 【農 薬 は コード2 6］

そ の 他 の 化 学 製 品 2 6

火 薬 類 ・農 薬 ・香 料 製 造 技 術
化 粧 品 ・歯 磨 ・そ の 他 の 化 粧 用 調 整 品 製 造 技 術
ゼ ラチ ン ・接 着 剤 製 造 技 術 、写 真 感 光 材 料 製 造 技 術

天 然 樹 脂 製 品 ・木 材 化 学 製 品 製 造 技 術

試 薬 製 造 技 術
他 に 分 類 され な い 化 学 工 業 製 品 製 造 技 術

（デ キス トリン ・イオ ン交 換 樹 脂 ・防 水 剤　 等 ）

［カ ゼ イン は コード1 1、事 務 用 の りは コード84 ］

石 油 ・石 炭 製 品 3 0

石 油 精 製 技 術 、潤 滑 油 ・グリー ス製 造 技 術

コー クス ・練 炭 ・豆 炭 製 造 技 術 、舗 装 材 料 製 造 技 術

そ の 他 の 石 油 ・石 炭 製 品 製 造 技 術
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技　 術　 分　 類 コード 内　　　　　　 訳

製

造

業

に

係

る

技

術

つ

づ

き

ゴ　 ム　 製　 品 3 1 ゴム製品製造技術（タイヤ・チド ブ・グムホース・ガム栓　 等）

なめし革・同製品・毛皮 3 2 なめし革・同製品・毛皮製造技術

窯　　 業 3 3

ガラス・同製品製造技術

セメント同製品製造技術、建設用粘土製品製造技術

陶磁器・同関連製品製造技術、耐火物製造技術

炭素・黒鉛製品製造技術、研磨材・同製品製造技術

骨材 ・石工晶等製造技術

その他の窯業・土石製品製造技術

（ほうろう製品・石膏・石灰　 等）

鉄　　 鋼 3 4

製鉄 ・製鋼 ・製鋼圧延技術

鋼材製造技術（表面処理鋼材を含む）

鍛鋼 ・鍛工品・鋳鋼製造技術

銑鉄鋳物製造技術（可鍛鋳鉄・精密鋳造晶　 等）

その他の鉄鋼業に係る技術

（鉄粉製造・鉄スクラップ加工処理　 等）

非　 鉄　 金　 属 3 5

非鉄金属第1次・第2次精錬・精製技術

非鉄金属・同合金圧延技術

非鉄金属鋳物製造技術 （ダイカスト　等）

電線・ケーブル製造技術

その他の非鉄金属製造技術

（核燃料成形加工・非鉄金属粉末製造　 等）

金　 属　 製　 品 3 6

ブリキ缶・その他のめっき板等製品製造技術

洋食器 ・刃物・手道具・金物類製造技術

（レンチ・携行ジャッキ等の作業工具・ノコ刃・機械鋸　 等）

暖房装置・配管工事用附属晶製造技術

（ガスこんろ・ガス湯沸器等のガス機器、石油ストブ・石油温

風暖房機等の石油機器、太陽熱利用機器）

建設用金属製品製造技術 （製缶板金技術を含む）

（鉄骨・シャッタ・鉄塔・プレハブ・コンテナ・弁・継手・パイ

プ・貯蔵槽・貯蔵タンク　等）

金属プレス製品製造技術（自動車車体部品・機械部晶　 等）

粉末冶金製品製造技術、被覆 ・彫刻技術、熱処理技術

［ほうろう鉄器製造技術はコード33］

金属線製品製造技術 （ボルトナットリベット小ねじ等）

その他の金属製品製造技術 （ばね・金属製バッキング等）

般

機

械

器

具

ボイラ・原動機 4 1

ボイラ・原動機製造技術

［自動車・二輪自動車・鉄道車両・航空機・船舶

用のものはコートち2］ ［発電用のものはコード61］

農業・建設・鉱山用機械 42

農業用機械製造技術 （農器具製造技術を除く）

（栽培用機器・脱穀機 ・飼料さい断機　 等）

建設機械 ・鉱山機械製造技術 （建設用・農業用・運搬用トラ

クタ製造技術を含む。建設用クレーン・掘削機械・アスファ

ルト舗装機械 ・コンクリート機械 ・せん孔機破砕機　 等）

［荷役用のものはコート1 8］［コンクリートミキサー車はコード52］

金属加工機械 4 3

金属加工機械製造技術 （旋盤・ボール盤 ・放電加工機・数

値制御工作機・圧延機械 ・ベンディングマシン・機械プレ

ス・鍛造機械・機械工具・電動工具　 等）

繊　 維　 機　 械 4 4 繊維機械製造技術（化学繊維機械 ・紡績機械 ・織機・編組

機械 ・染色仕上機械　 等）

特殊産業用機械 4 5

特殊産業用機械製造技術（食料品加工機械 ・木工機械・パ

ルプー製紙機械 ・プラスチック加工機械・印刷・製版・製

本・鋳造装置・ダイカストマシン 等）
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技　 術　 分　 類 コード 内　　　　　 訳

製

造

業

に

係

る

技

術

つ

づ

き

般

ポンプ・圧縮機・送風機 4 7 ポンプ・同装置製造技術

（空気圧縮機 ・ガス圧縮機 ・送風機製造技術）

動　 力　機　 械 4 8

エレベータ・エスカレータ製造技術

荷役運搬設備製造技術 （クレーン・巻上機　 等）

［建設用クレーンはコート1 2］
産 動力伝導装置製造技術 （軸受製造技術を除く）

業

用

（変速機 等） ［輸送用のものはコートち2］

化学機械・装置 4 9 化学機械 ・同装置製造技術 （圧搾機器・ろ過機器 ・分離機
機

械
器 ・集塵機器・電解槽 等） ［貯蔵槽は全てコード36］

その他の一般産業用機械 5 0

工業窯炉製造技術

油圧・空圧機器製造技術 （油圧ポンプ・油圧モータ・空気圧バ

ルブ・空気圧シリング 等）

その他の一般産業用機械・装置製造技術（潤滑装置・自動

車用代燃装置・焼却炉　 等）

その他の機械 5 1

事務用・サービス用・民生用機械器具製造技術

（電子式卓上計算機 ・複写機 ・日本語ワードプロセッサ・冷凍

機 ・エアコンディショナ（家庭用を含む）・業務用洗濯機 ・ミシン

（家庭用・工業用） 等）

［高周波ミシンはコード69日 輸送機械用エアコンはコ一指2］

その他の機械 ・同部品製造技術

（包装機械・荷造り機械 ・金型・自動販売機 ・動力伝

導装置 （平軸受・玉軸受・ころ軸受、但し時計用はコー

ド53）・高圧・一般・自動調整バルブ・産業用ロボット・

ピストンリング 等） 【自動車バルブはコード52］

輸送用機械 5 2

自動車・同附属晶製造技術 （＊1：下段参照）

鉄道車両・同部分品製造技術

自転車・同部分品製造技術

船舶製造・修理技術、船舶機関製造技術

航空機・同附属晶製造技術 （＊2 ：下段参照）

その他の輸送用機械器具製造技術 （ロケット（武器用のもの

はコード84）・気象観測用バルン・同部分品　 等）

［アドバルン（宣伝用）はコード84］

（＊1）自動車・同附属晶製造技術

エンジン・同部品・シャシー・車体・自動車バルブ・ブレーキ・クラッチ・車軸・ラジェ一夕・車輪・車軸・ステアリング装置・

方向指示器・変速装置・燃料噴射装置・気化器・自動車用エアコン・オイルフィルダワイパー等

［タイヤ・チューブ・ゴム製品はコード31、自動車用ガラス・レンズはコード33、プレス製品等自動車車体部

晶・金物はコード36、自動車ジャッキ・車輪機器・自動車整備機器はコード51、自動車用電装品（内燃機

関用）・発電機 ・電動機はコートも1、照明器具・電球はコード62、蓄電池はコート7 1］

（＊2）航空機・同附属晶製造技術

エンジン・胴・主翼・フラップ・方向舵 ・プロベラ・フロート・パラシュート・エンジンオーバーホール・エンジン取付具 ・原動

機 ・同部分品　 等

［タイヤ・チューブはコード31、航空機用計器 ・高度計・燃圧計はコード53、航空機用電動機 ・電装品はコード6

1、照明装置はコートも2、航空機用通信装置（レーダ・着陸誘導装置・方向探知機等）はコード64］

精　 密　 機　 械 5 3

計量器・測定器 ・分析器具・試験機製造技術

（マイクロメータ・航空計器 ・高度計・圧力計等）

測量機械器具製造技術［無線応用航法装置はコード64］

医療用機械器具・医療用品製造技術 （人工心肺装置　 等）

理化学機械器具製造技術

光学機械器具・レンズ製造技術 （カメラ・カメラ用三脚・望遠

鏡・顕微鏡 等） ［電子顕微鏡はコード71］

眼鏡製造技術（枠を含む）

時計・同部分品製造技術 （時計用軸受を含む）
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技　 術　 分　 類 ］胃ド 内　　　　　 訳

発送電・配電・産業用電気機械 6 1

発電用・送電用・配電用・産業用電気機械器具
製造技術 （発動機・電動発電機等の回転電気機械 （輸送用

機械のものを含む）・内燃機関電装品（自動車用スタータ
ーモータ・充電機等）・変圧器 ・電力変換装置・電気溶接

機・開閉制御装置　 等）

製

造

業

に

係

る

技

術

つ

づ

き

電

気

機

械

器

具

民生用電気機械・電球 6 2

民生用電気機械器具製造技術 （電気暖房器 ・厨房機器 ・扇
風機・電気温水機 ・家庭用電気冷蔵庫・家庭用電気洗濯

・照明器具 機・理美容機器　 等）
電球・電気照明器具製造技術

通 有線・無線通信機械 64

有線通信機械器具製造技術

（電話機・ファクシミリ・交換機　 等）
無線通信機械器具製造技術

信
（レーダ装置・無線位置測定装置　 等）

ラジオ・テレビ・音響器具 6 5

ラジオ受信機 ・テレビジョン受信機製造技術

機
［ビデオ機器製造技術はコード69］

電気音響機械器具製造技術 （ラジカセ・ステレオセット・チ

械
ユーナ　 等） ［輸送用機器用のものはコートち2］

その他の通信機械 6 6 交通信号保安装置製造技術

その他の通信機械器具・同関連機械器具製造技術

電 電子計算機 6 8 電子計算機・同附属装置製造技術 （パソコン・光ディスク装

子

応

置　 等） ＊全てのソフトウェアを含む

その他の電子応用装置 69

Ⅹ線装置製造技術 （C T 装置・放射線測定器　 等）

用

装

置

ビデオ機器製造技術

その他の電子応用装置製造技術
（粒子加速装置・超音波応用装置・電子顕微鏡等）

電子部品・デバイス 7 0

電子機器用・通信機器用部分品製造技術
（半導体素子 ・トランジスタ・電子管・集積回路・リレー ・抵

抗器・コンデンサー　 等）

その他の電気機械 7 1

電気計測器製造技術 （オシロスコープ・電圧測定器・半導
体測定器・IC 測定器　 等）

その他の電気機械器具製造技術 （乾電池・蓄電池（輸送用
機械用のものを含む）・太陽電池　 等）

そ

の

他

の

製

ロ
ロロ

貴金属・装身具等 8 1

貴金属製品製造技術 （宝石加工を含む）
装身具・装飾品・ボタン・同関連品製造技術

（貴金属・宝石製を除く）

レジャー用品 8 2 楽器 ・レコード製造技術、玩具・運動競技用具製造技術

プラスチック製品 83

プラスチック板・棒・管・継手・バ作 等異形押出製品製造技術

プラスチックフィルム・シート・床材・合成皮革製造技術

工業用プラスチック製品製造技術
発泡・強化プラスチック製品製造技術

プラスチック成形材料製造技術 （廃プラスチックを含む）

その他のプラスチック製品製造技術（プラスチック製台所用品・

プラスチック製容器 ・合成樹脂製人工芝　 等）
［合成繊維製人工芝はコード12］

他に分類されない製造技術 8 4

武器製造技術

ペン・鉛筆・絵画用品・その他事務用品製造技術

漆器製造技術
他に分類されない製造技術（魔法瓶・荷役運搬用パレット・

ライター・コルク製品・看板　 等）

その他の産業に係る技術 9 0

電気・ガス・熱供給・水道業・運輸・通信業に係る技術

卸売・小売業、飲食店に係る技術
金融・保険業、不動産業に係る技術

サービス業に係る技術
公務 （他に分類されないもの）に係る技術

分類不能の産業に係る技術

－141－



資料表3－3．技術分類と技術分野の対応

コート 技　　 術　　 分　　 類 技 術
分 野 コート 技　　　 術　　　 分　　　 類 技 術

分 野

0 1

0 2

全　　　　　　 産　　　　　　　 業 4 3

4 4

金　　 属　 加　　 工　 機　 械

繊　　　　 維　　　　 機　　　 械 機

械

農　　 林　　 水　　 産　　　 業
そ
の
他

0 3 鉱　　　　　　　　　　　　　　 業 4 5 特　 殊　 産　 業　 用　 機　 械

0 4 建　　　　　　 設　　　　　　　 業 4 6

4 7

4 8

一　 般　 産　 業　 用　 機　 械

ポ ン プ ・圧 縮 機 ・送 風 機

動　　　 力　　　 機　　　 械

0 5 製　　　　　　 造　　　　　　　 業

1 1

1 2

1 3

食　 料　 品　 ・　 た　 ば　 こ

繊　　　　　　　　　　　　　 維

衣　 服　 ・　 繊　 維　 製　 品

そ

の

他

4 9 化　 学　 機　 械 ・ 装　 置 化学

5 0 そ の 他 の 一 般 産 業 用 機 械

機

械

1 4 外　　　　　　　　　　　　　 衣 5 1 そ　　 の　　 他　　 の　　 機　　 械

1 5 そ の 他 の 衣 服 ・椎 練 製 品 5 2 輸　　　 送　　　 用　　　 機　　　 械

1 6

1 7

木　 材 ・木　 製　 品 ・家　 具　 等

バ　 ル　 ブ ・紙　 製　 品 ・印　 刷

5 3 精　　　　 密　　　　 機　　　　 械

6 0

6 1

電　　 気　　 機　　 械　　 器　　 具

発 送 電 ・配 電 ・産 業 用 電 気 機 械

電

気

そ

の

他

2 0 化　　　　 学　　　　 製　　　　 品

化

学

そ

の
他

金

属

機

械

2 1 無　　 機　　 化　　 学　　 等 6 2 民生 用 電気 機械 ・電球 ・照 明器 具

2 2 有　　　 機　　　 化　　　 学 6 3 通　　　　 信　　　　 機　　　　 械

2 3 化　　　 学　　　 繊　　　 維 6 4 有　 線 ・ 無　 線　 通　 信　 機　 械

2 4 油　 脂　 加　 工 ・石　 け　 ん　 等 6 5 ラ ジ オ ・テ レ ビ ・音 響 器 具

2 5 医　　　　　 薬　　　　　 品 6 6 そ　 の　 他　 の　 通　 信　 機　 械

2 6 そ　 の　 他　 の　 化　 学　 製　 品 6 7 電　　 子　　 応　　 用　　 装　　 置

3 0 石　 油　 ・　 石　 炭　 製　 品 6 8 電　　 子　　 計　　 算　　 機

3 1 ゴ　　　 ム　　　　 製　　　　 品 6 9 そ の 他 の 電 子 応 用 装 置

3 2 な め　し 革 ・同 製　 品 ・毛 皮 7 0 電　 子　 部　 品 ・ デ　 バ　 イ　 ス

3 3 窯　　　　　　　　　　　　　 業 7 1 そ　 の　 他　 の　 電　 気　 機　 械

3 4 鉄　　　　　　　　　　　　　 鋼 8 0 そ　　 の　　 他　　 の　　 製　　 品

3 5 非　　　　 鉄　　　　 金　　　　 属 8 1 貴　 金　 属 ・ 装　 身　 具　 等

3 6 金　　　　 属　　　　 製　　　　 品 8 2 レ　　 ジ　　 ャ　　 ー　　 用　　 品

4 0
二 ． 般　 機　 械　 器　 具

8 3 プ　 ラ　 ス　 チ　 ッ　 ク　 製　 品

4 1 ボ　 イ　 ラ　 t　 原　 動　 機 8 4 他 に 分 類 さ れ な い 製 造 業

4 2 農 業 ・建 設 ・鉱 山 用 機 械 9 0 そ　　 の　　 他　　 の　　 産　　 業

注）（1）技術分野は、「電気」、「機械」、「化学」、「金属」、「その他」の5分野からなっている。

（2）技術分類は、48分類（コード01，05，13，20，40，46，60，63，67，80を除く）である。
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図表索引

【本編】

表3－1．技術輸出契約有企業数（資本金規模別）
表3胃2．技術輸出契約有企業数（製造業：資本金規模別）
表3－3．技術輸出契約有企業数及び件数（業種別）
表3－4．技術輸出先上位国・地域

表3－5．技術輸出契約の契約相手先企業との資本関係（ゾーン別）
表3－6．技術輸出契約の契約期間（ゾーン別）
表3－7．技術輸出契約の契約形態（ゾーン別）
表3－8．技術輸出契約の対価の受取方法（ゾーン別）
表3－9．独占権・再実施権有の契約（ゾーン別）
表3－10．特許・ノウハウ・商標有の契約の比率（ゾーン別）
表3－11．出願中特許・実用新案・意匠有の契約（ゾーン別）
表4－1．輸出技術の技術分類別上位10分類
表4－2．契約相手先ゾーン（技術分野別）
表4－3．輸出技術の技術分類別内訳（国・地域別）
表4－4．契約相手先企業との資本関係（技術分野別）
表4－5．技術輸出契約の契約期間（技術分野別）
表4－6．技術輸出契約の対価の受取方法（技術分野別）
表4－7．独占権・再実施権有の契約（技術分野別）
表4－8．特許・ノウハウ・商標有の契約（技術分野別）
表4－9．クロスライセンス契約の内訳（国・地域別）
表4－10．クロスライセンス契約の内訳（技術分類別）
表5－1．技術輸出契約の業種別内訳
表5－2．技術輸出契約の契約内容
表5－3．技術分類別輸出件数（電気機械器具工業）

表5－4．技術分類別輸出件数（自動車工業）
表5－5．技術分類別輸出件数（鉄鋼業）
表5－6．技術分類別輸出件数（医薬品工業）

表5－7．技術分類別輸出件数（機械工業）
表5－8．技術分類別輸出件数（非鉄金属工業）
表6－1．「ハード系技術」の輸出入契約件数の上位技術分類
表6－2．「ハード系技術」の輸出入契約件数の上位国・地域
表6－3．製造業の対外・対内直接投資額の推移
表6－4．ソフトウエアの輸出入契約件数の上位技術分類
表6－5．「ソフトウエア」の輸出入契約の上位国・地域
表6－6．「ソフトウェア」の輸出入契約件数の上位業種
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図2－1．調査対象企業及び回答企業の資本金別内訳

図3－1．技術輸出契約有企業数の推移

図3－2．技術輸出契約有企業数の推移（資本金規模別）

図3－3．技術輸出契約有企業数の推移（製造業）

図3－4．技術輸出契約件数の推移

図3－5．企業1社あたりの輸出件数の推移（資本金規模別）

図3－6．企業1社あたりの輸出件数の比率（資本金規模別）

図3－7．技術輸出契約の契約相手先ゾーン

図3－8．技術輸出契約件数の推移（国・地域別）

図3－9．技術輸出契約の契約相手先企業との資本関係（ゾーン別）

図3－10．資本の2分の1以上を所有している企業の比率の推移（ゾーン別）

図3－11．資本関係なしの企業の比率の推移（ゾーン別）

図3－12．技術輸出契約の契約相手先企業との資本関係（国・地域別）

図3－13．技術輸出契約の契約期間（ゾーン別）

図3－14．契約期間が「5年未満」の比率の推移（ゾーン別）

図3－15．契約期間が「10年以上」の比率の推移（ゾーン別）

図3－16．契約期間が「工業所有権等の期間」の比率の推移（ゾーン別）

図3－17．技術輸出契約の契約期間（国・地域別）

図3－18．技術輸出契約の契約形態（ゾーン別）

図3－19．契約形態が「無償」の比率の推移（ゾーン別）

図3－20．契約形態が「クロスライセンス」の比率の推移（ゾーン別）

図3－21．技術輸出契約の契約形態（国・地域別）

図3■22．技術輸出契約の対価の受取方法（ゾーン別）

図3－23．「イニシャルペイメント有」の比率の推移（ゾーン別）

図3－24．「ランニングロイヤルティ有」の比率の推移（ゾ胃ン別）

図3－25．技術輸出契約の対価の受取方法（国・地域別）

図3－26．技術輸出契約の対価の受取方法（資本関係別）

図3－27．ランニングロイヤルティの料率（ゾーン別）

図3－28．ランニングロイヤルティの料率（国・地域別）

図3－29．ランニングロイヤルティの料率（資本関係別）

図3－30．独占権・再実施権有の契約（ゾーン別）

図3－31．「独占権有」の比率の推移（ゾーン別）

図3－32．「再実施権有」の比率の推移（ゾーン別）
図3－33．独占権・再実施権有の契約（国・地域別）

図3－糾．特許・ノウハウ・商標有の契約（ゾーン別）

図3－35．「特許有」の比率の推移（ゾーン別）

図3－36．「ノウハウ有」の比率の推移（ゾーン別）

図3－37．特許・ノウハウ・商標有の契約（国・地域別）

図3－38．技術輸出契約の技術の種類（資本関係別）

図3－39．特許内包契約に含まれる特許数

図3－40．出願中特許・実用新案・意匠有の契約（ゾーン別）

図4－1．輸出技術の技術分野別内訳

図4－2．契約相手先ゾーン（技術分野別）

図4－3．契約相手先ゾーンが「北アメリカ」の比率の推移（技術分野別）

図4－4．契約相手先ゾーンが「アジア」の比率の推移（技術分野別）

図4－5．契約相手先ゾーン（技術分類別）

図4－6．輸出技術の技術分野別内訳（国・地域別）

図4－7．技術輸出契約件数の推移（輸送用機械）

図4－8．技術輸出契約件数の推移（電子部品・デバイス）

図4－9．技術輸出契約件数の推移（鉄鋼）
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図4－10．技術輸出契約件数の推移（電子計算機）

図4－11．技術輸出契約件数の推移（有機化学）

図4－12．技術輸出契約件数の推移（医薬品）

図4－13．技術輸出契約件数の推移（非鉄金属）

図4－14．技術輸出契約件数の推移（民生用電気機械・電球・照明器具）

図4－15．技術輸出契約件数の推移（発送電・配電・産業用電気機械）

図4－16．契約相手先企業との資本関係（技術分野別）

図4－17∴資本の2分の1以上を所有している企業の比率の推移（技術分野別）

図4－18．資本関係がない企業の比率の推移（技術分野別）

図4－19．契約相手先企業との資本関係（技術分類別）

図4－20．技術輸出契約の契約期間（技術分野別）

図4－21．契約期間が「5年未満」の比率の推移（技術分野別）

図4－22．契約期間が「10年以上」の比率の推移（技術分野別）

図4－23．契約期間が「特許等工業所有権の期間」の比率の推移（技術分野別）

図4－24．技術輸出契約の契約期間（技術分類別）
図4－25．技術輸出契約の契約形態（技術分野別）

図4－26．契約形態が「無償」の比率の推移（技術分野別）

図4－27．契約形態が「クロスライセンス」の比率の推移（技術分野別）

図4－28．技術輸出契約の契約形態（技術分類別）

図4－29．技術輸出契約の対価の受取方法（技術分野別）

図4－30．「イニシャルペイメント有」の比率の推移（技術分野別）

図4－31．「ランニングロイヤルティ有」の比率の推移（技術分野別）

図4－32．技術輸出契約の対価の受取方法（技術分類別）

図4－33．ランニングロイヤルティの料率（技術分野別）

図4－34．ランニングロイヤルティの料率（技術分類別）

図4－35．独占権・再実施権有の契約（技術分野別）

図4－36．「独占権有」の比率の推移（技術分野別）

図4－37．「再実施権有」の比率の推移（技術分野別）

図4－38．独占権・再実施権有の契約（技術分類別）

図4－39．特許・ノウハウ・商標有の契約（技術分野別）

図4－40．「特許有」の比率の推移（技術分野別）

図4－41．「ノウハウ有」の比率の推移（技術分野別）

図4－42．特許・ノウハウ・商標有の契約（技術分類別）

図4－43．クロスライセンスの契約件数の推移
図4－44．特許の有無及び内包する特許数

図4－45．クロスライセンス契約の輸出先（ゾーン別）

図4－46．クロスライセンス契約の内訳（ゾーン別）

図4－47．クロスライセンス契約の内訳（技術分野別）

図5－1．技術輸出契約の契約内容

図5－2．技術輸出契約件数の推移（電気機械器具工業）

図5－3．技術輸出契約件数の推移（自動車工業）

図5－4．技術輸出契約件数の推移（鉄鋼業）

図5－5．技術輸出契約件数の推移（医薬品工業）

図5－6．技術輸出契約件数の推移（機械工業）

図5－7．技術輸出契約件数の推移（非鉄金属工業）

図6－1．技術輸入実施企業数・件数（資本金別）

図6胃2．技術輸出入契約の技術形態

図6－3．技術輸出契約に占める「ソフトウエア」の比率の推移

図6－4．「ハード系技術」の輸出入における技術分野別内訳

図6－5．「ハード系技術」の輸出入契約相手先ゾーン（技術分野別）
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図6－6．「ハード系技術」の輸出入における契約相手先との資本関係

図6－7．「ハード系技術」の輸出入における契約期間

図6－8．「ハード系技術」の輸出入における対価の受取・支払方法

図6－9．「ハード系技術」の輸出入におけるランニングロイヤルティの料率

図6－10．「ハード系技術」の輸出入における独占権・再実施権有の契約

図6－11．「ハード系技術」の輸出入における特許・ノウハウ・商標有の契約

図6－12．「ハード系技術」の輸出入における先端技術分野を含んだ契約の比率

図6－13．「ハード系技術」の輸出入における先端技術分野を含んだ契約

図6－14．「ソフトウェア」の輸出入契約相手先（ゾーン別）

図6－15．「ソフトウエア」の輸出入における契約相手先との資本関係

図6－16．「ソフトウェア」の輸出入における契約期間

図6－17．「ソフトウェア」の輸出入における契約形態

図6－18．「ソフトウェア」の輸出入における対価の受取方法

図6－19．「ソフトウエア」の輸出入における独占権・再実施権有の契約

図6－20．わが国の技術輸出入の構造

図6－21．総務庁統計による技術貿易額の推移

図6－22．日本銀行統計による技術貿易額の推移

図6－23．技術貿易収支の推移
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【資料編】

資料表1－1．調査対象企業及び回答企業の業種別内訳
資料表1－2．企業1社あたりの輸出件数（資本金規模別）
資料表1－3．技術分類別内訳の比較

資料表1－4．契約相手先国・地域の比較
資料表2－1．有効回答企業の技術輸出状況
資料表2－2．契約相手先国・地域（技術分類別）
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［付　記］

本報告書は、平成10年度の我が国の技術輸出の実態調査の結果をまとめたものです。

今回の調査において、調査方法の立案および調査研究を進めるにあたっては、所内の多

数の方々にご協力を頂きました。特に、情報分析課の真崎理恵氏におきましては、報告書執

筆作業を全面的に支援していただきました。

さらに、お忙しい中にも関わらず調査にご協力頂き、貴重な情報を提供して頂いた各企業

の方々に心からお礼を申し上げます。
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